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市街地建築物法令改訂版苅行頭告

本書は六大都市施行細則その他関係命令を蒐め昭和 8 年刊行第四版を出し暫〈

絶版中のものであ っ fこが今回同法及施行規則・施行系11I則 の一部或は全部が改正接

令され Tこのでこれを機曾に改訂して第五版として刊行するも のである。

刊行期 は三月下旬、定債は一部50鏡、郵塗料は 6 銭、その他惜裁等は前 l坂通り

でめる。御希望の向はこの際至急、tg{ 約を申込んで戴き? こし、。

市街地建築物法施行細則( 大阪府)

改正印刷物引換に就て

前年本合接行の 11市街地建築物法令 fI 御買求 めの方へ約束してゐ ます同法施行

細則中大阪府の改正印刷物 は印刷を了し肢に引換証 を以て御申越 の方へは御迭 b

致しまし? こが、ま ?ご この外に御受取無き方 は直接本令事務所へ御出になるか或は

引換証に郵穿 2 銭封入して 御 正f3 出下 さい。

証上 閣

法 人

昭 和 10 年 3 月

日 本 建 築 協 曾
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本 曾 使 命 の 重 大 性 に 就 て

一 都 市 武 装 の 急 要一一

工皐博士 片 岡 安

本舎はキーとして闘西地方在住の建築技術家を網羅する間関であって 、そ の使命は我 k 建

築技術家の協力に依り現代の我園祉舎の改善に奉仕せんとするに在ることは今更之を繰返

すまでもなし、。過去 17年間に於げる本舎の努力は、ーとしてその方針に搬らぎるものはな

いのであるが . 最近更にー居緊張してその努力を倍加lせねばならぬ時機に到達したことを

痛感するのである。欧米各闘の都市は 主 として不燃質の建築物を以て構成せられ、都市の

最も恐 るべき 災害fこる大火に依る大火災害若 〈は全滅の憂はないのであるが 、我園の都市

は古来常に其危険に暴されて来? このみならす¥今日も向ほ依然として都市の大部分が一朝

の大火に依り撰失するの可能性を有するのであるから、我閣都市行政の根本問題としてそ

の危険互容を軒滅 することを講究し、市是の基礎石? ばその黙に置かねばならぬのである。し

かるに我閣の都市行政の賓際を見るに、平穏無事の時のみを規準として荷般の施設が蓮替

されて居るような感がする。国より木造可燃性の建築物を漸芸大排除するの方針は顧みら れ

ぬのではなし殊に都市建築物法の命十るところにより防火地直の制定もあり、叉防火建

築の制限等も巌重に賓施されては居るが. 唯改築叉は新築の際にのみそれが蓮用されるに

過ぎな L、から. 賓際に於ては、我閣の都市は其大小を聞はす・不燃質の建築物のみを以て構

成さる h は果して今後幾年の後なるか、絡に叉幾十年の後なるかその見透しがつかないの

である。

1. 9  111 



本舎の従来唱へ来りし我園都市の改造ー ー一主として建築物改善の念婆なる ことは己に i社

舎一般を首肯せしを得にと同時に、 賞局を動かして都市建築物法の制定も出来. 今はその

賞施期に入りて十数年の尽捕を経過し? こ のであるが . 前述の如〈その成績は法令の精紳を

張郷ーするに至ち す¥ 其改善まこ とに遅 -'< 1こる賓情であって 、参 k 伍 k 防火建築が散黙式に

建設さ れつ 〉あ るに過ぎない。都市の順調なる進展上に常に一抹の暗雲が漂ふ感が深いの

である o 本舎としての努力はその形に於て成効し1: のであるが . その賓質に於ては 、未1:

甚fご不徹底にるを菟かれぬので、まことに遺憾千高のことである o しかるに最近に互りこ

の問題はその緊急の度を径 k 高め て来fこのであっ て、我々は唯これ を以て遺憾なりとして

看過するを容さぬ時期に到達しにのであ る。

最近飛行徴の張建によりー飛行機が猛烈なる威力を有する焼夷弾数百を搭献して倣地を

横行し得るようになっ? こので、一朝有事の際、都市防護の急: 迫せる際には. 什うしても建

築物の堅牢なることを最も緊要 とする のである。従来は大火 、大地震等の災厄{ f 聴滅する

ことに努めつ〉あっ ?こが 、将来は更に一歩を進め、非常時の空製に備へる矯めに、都市の

重要地匡は却て堅牢なる建築物に改迭し大災厄を鞍減することに遁進し . 一日も早〈その

賓現{ f 期せねばならぬのである。所謂都市の武装を必要とする 時代 に到着 し1: と考へてよ

いのである。都市の空襲防備には 、各般の施設を? 必要とするが . 共最大緊要のことは 、ず

要地l長に於りる建築物の防火 、耐民共他の堅牢性を具備するを以て第ーとするのである 、本

舎の枇合的使命の最大なるものも亦その賞現の急: 要なるを枇舎一般に認識せ しめることで

ある。

111 2 0  



新 大 阪 ホ

事 が 枇 曾

テ ノv の 建 築 工

に 奥 へ た 教 訓

竹 腰 健

J 泊二

1旦

大阪市民が多年の待望であっ? こ「新大医ホテル」の建築も 、昭和 4 年以来 6 ヶ年の問 ‘

其設計及び工事の遅延について幾多の噂 の種を蒔 きながら、漸〈 蕊に完成を見Tこ。こ の建

築はその規模に於ても、内容に於て色、近年の建築界に稀に見る大計重であって、大都市

構成上のー要素であ る。此建築の達成に携はる事の出来fこ事は. 一市民としても又、建築

技術者としても . 本懐とする 廃 である 。然 し昭和 8 年 5 月. 先任武田五一博士 に代ってこ

の建築の統率を委せられてから . 今日之れが完成を見るまでの一 ヶ年牟の蔵月は . 予に取

っては賓に芽IJ 臓の道であっ 1: 。共聞に何等の興趣 もない草に事務的に既成工事の欠陥を

是正し. 完成後の使用者の意織を容れ . i象算と工費の合致する 様、工事を強行する 以外の

何物でもなかっ fこのである。予がこの建築に撹はる 事を告余儀なくされに時. こ の建築の設

計及ぴ工事の闘 係を熟知せる 一友 人は、極力之に闘係する事ｾ 回避 する様に忠告して呉れ

た。然し. それは多年の恩義の紳に縛られに 身には不可能で あったので、幾多の困難を覚

悟しつ〉 、共渦中に投じ＿ このであっ ｦ こ 。今日 営時を顧み て、 友の友情 ｾ偲 ぶ と共に、 高難

ｾ排 して建築を 竣 工に導き得 ＱＺ 事を 脱帽 して 呉れに事と思ふ。

この建築は共設計に於て. 未曾有の長年月 を費して居る。 18ヶ月前、予が之れに閥興 し

た時は. 高般の設計も漸 〈終了 して、入札の結果請負者 も定 まれ分割して施工せられに

る基礎工事も漸〈完了しに 際であったが‘ 技術的にも. tf 外的 に も、叉工事に按はる技術

者の 内部的闘係に 於ても 、金〈行き訪れ真相伝明にし得ざる事 より生す' る疑雲 i立時々の

噂を生むで. 建築界を l娠はし、工事は殆ん ど休 lト‘ の己 むなき妖態となって居 1: 時であ っ1:

のぞ ある。

一程 この建築は共設計叉は工事が斯〈の如き紛糾を来す程困難なものであらうか。予を

して言はしu れば、経験に富み強き責任感を有する建築士が其衝に営れば、寧ろ輿極に 富

み、容易なる建築でなげればならないと思ふのである。然る iこ、新 〈の如 し 其設計並に

施工を紛糾せしなるに至ったのには. 共慮に営然の理由がなけ ればならない。この結に於

てこの建築は建築界並に一般祉 舎 に針して再び共 轍を踏 ｴｲ 事なか らむ様、種 ｫ の 数ｾ Ｉｬ Ｑ を＿ 輿

2.! 111 



八? こ事と思ふ。事の其虚 に到 つに! 京因並に紛糾しTこ事態を詳述す るは今は共機舎に非す・と

思考するが 、この建築によ って輿へら れt: 教訓を述べ る事は建築界 、惹いては一般社合台

湾益する鹿島、〈ないと恩ふのである。

一園にあっ ても、 ー闇憶にあっても 、凡そ 一つの事を途行するに営つては. 人の和、程

重要なも のはあるまい。特に現代の建築にあっては、意匠の設計に首る者、構造の設計 に

嘗る者 . 機械電策等設備の設計に営る者 、此等が各々其特異の技能 と. 技術者的伽性を以

て其完成に携はるものであるから、此等技術者聞に充分なる和衷協同の精利1が存するに非

ぎれば迅速完全なる設計並に施工を期する事は殆んど不可能の事である。此等非常に多数

の技術者は、其技術の性質上 、技術上の利害が相反する事もあり、叉性格に於ても融和し

難き場合が多し、から 、他の如何なる事業よりも人の和金必要とするのである。人の来日は単

に此等の技術者聞に於て必要な るのみでなく 、建築 を企圃せる者主建築士 との聞の和は.

更に更 に必要な るも のである事を痛感 するのである口この人の和は この建築が輿へTこ数'; ]11

の第ーであ る。

現代の建築は文化の進展と共に極めて絞雑多岐 となり 、ーの建築を達成するには 、建築

の種々の方商の専門家の力に侠になりればならぬ時代となって来仁。即ち構造方面に於て

は、19世紀以前の . 石煉瓦の静力事的構造から、鋼叉は繊筋蹟混土の動力撃的の複雑なる

建築に進歩し、建築設備に於りる機減竜策の設建は建築を無機的築治物から有機的のもの

に推移せしめ fこ。此等技術の発達複雑化は、建築を 19世紀以前の虫fI ¥ー建築家の技能の み

によって達成せしむる事を不可能なるに到 らしめ? このであ る。即ち現代の建築は . 此等多

数の専門技術者の計聾の綜合物であるのである。この意味に於て、 1fl 世紀以前の建築士と

今日の建築士 とは共意義に非常なる費化石? 見7ニコ現代の建築士の職務は建築の終局に着・胤

し、各緊要の度に従って是等各方面の技術者の計霊を部分的にも 、線、臨 的 に ふ ー を 譲 り

他を生かして綜合し. 統一せられにる一計霊 とするにあるので あ る。 1誌之高一本:Y，合統一の

任 lこ嘗る建築士にして 、経験と能力 とに歓げ. 統率力の足らぬ時は、計量t : は遮 k として準

ます¥俄令辛じて綜合せられでも統率力の扶げて居る事は必するや設計及び工事の欠陥とし

て建築の何虞かに現る〉ものである。建築工事の責任を負っふ建築士が充分の統率力を有す

る事はこ の建築の奥へ? こ教訓の第二である。

九そ世の中に建築を企劃せる中心人物が、共建築士に封す る信頼を失った場合程悲惨な

結果を招来する 事はあるまい o 現代の建築は多〈経済的の企闘の許に計聾せら る、 もので

あるが、特にホテルの如きは建築自腫が直接に商取引の針象となるも のであって、建築の
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成功不成功は直に共投資に影響するのであるから. 建築士はこの莫大なる投費に直接の責

任を有し、投資家は 、事業の成否に闘し. ーに建築士を信頼せざるべから 5 る事情にある

のである。この掛から云って建築士が投費者の蓮命を左右すると云つでも過言ではあるま

い。斯かる闘係の許に置かれたる投資家と建築士との聞に於て、一旦投費家が建築士に射

して信頼を失ふ如き 事あらなか . 雨者の意志は次第に疎隔し、投資者の意志は建築士に通

せ' す¥建物に表はる〉結果は其不満 を買ひ. 其結果は推して知るべき である。この意味か

ら、投資家は莫大なる投資に謝し、共運命{ e 托すべき建築家としては. 自己の最も信頓す

る者を撰ぶべきであり、建築士 も又其信組を得ぎるが如き場合は自ら退〈べきである。建

築士が投資者に劃し絶望すの信額を得ベき事はこの建築が輿へfこる教訓の第三である 。

現代の建築は多数技術者の専門的技術計霊の綜合物で ある事は前述の如〈であるが、然

し此等は一つの統率者である建築士 によりて統一せらるべきものであって、此意味に於て

向給歯彫刻等主等し〈 ーの個人的の表現である事を失はない。然も其範園は複雑多岐に亘

るるから建築士は其全精神を傾到し、 寝食を忘れて之れに従ふに非ぎれば種々の扶陥 を生

するものである。篤之大建築にあっては建築士の責任感と云ふものが重要硯されねばなら

ない。寧なる無責 任なる批判や、部分的の助言を以てしては如何なる名の許 に於ても、大

建築は統準せらる べ きものではないのである 。大建築に於ては建築士の責任感が重大でゐ

る事はこ の建築の輿へた る教訓の第凶である。

昭和 8 年 5 月. 紛糾{ e 重ね、混沌として行き詰れる「新大阪ホテル」の建築の渦中に投

じにのであるが. 静かに事の惑に至つ に事情を究め、爾来今日共完成{ e 見る迄の 18ヶ月の

辛疫を顧みて上記の如き事を痛感しに。幸にして大方の助力を得て大過なく完成に導〈事

を得fこが 、こ の建築に闘興 して得fこ予に取っ て最も 貴重なる ものは此四つ の教訓であって、

是等はやがては予 が今後世に鹿 する 上の費情となる主共に 、更に建築界並に祉 含lこ興へた

貴重なる数;i JII であると信する のである。
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新 大 阪 ホ テ ノV 計 董 案 に 就 て

冨 士 | 河 重

1 . 経 過

商ー工都市として世界に有数の地歩を占める吾が大大阪市に. ホテルらしきホテルを有し

ないと言ふことは 、大都市の施設の l つを扶ぐものとして . 一流のホテルを建設すべしと

の議は . 夙に大阪市各方面多年の要望であっ 1: 。

これが幾分具開的問題 として論議せら れはじめに のは. 大正14年の頃 . 営時の府知事中

川望氏、闘大阪市長 、商工合議所の有力者等の聞に、ホテル建設に就いて語られにことに

始ま ると 聞い て居る。

忽大正15年にはホテル建設相談合が . 元の市長池上氏及財界の有力者等を中心として設

げられ、続いて閥市長、白川市合議長、大阪財界の有力者に依ってホテル建設準備委員合

の誕生となり 、大正15年から| 昭和 3 年にかりで 、問委員舎にて此の問題に就いて径k 研討

が行はれて居fこと聞〈。

が、ホテル建設問題が念特直下具鰭化するに 至つに のは、準備委員舎の勧誘に依 L 性

友家の参加をt条件として 、大倉; J j G写がこの事業 に乗出すことになっ fこ時にはじまる。恰も

昭和 5 年初頭の頃であり. 住永- の湯川寛吉氏が建設準備委員長 として、ホテル建設事業の

賞行の矯に、株式の政約共他の建設準備事務、及市の瀧山助役、 三宅l任務部長等と提撹し

て市への低利費金借入等に大 に輩力せら れ?こ。

湯川氏の逝去後小倉i E'I霊氏が後任委員長 として護ブJ せられ. 昭和 6 年末 には「新大阪ホ

テル」の名稽が決 定 、 ｾ くし、で費本金 Ｓ ， ＰＰＰ ， ＰＰＰ 闘の株式含 ｊ 社新大限ホテルの株式を公 募 Ｎ

翌 7 年 2 月小倉i Et亘氏を取締役舎長として株式合祉新大限ホテ ルの設立を見るに至つに。

この間敷地に闘しては帝国ホテル支配人犬丸徹三氏の意見に徴し、同氏推薦の多〈の候

補地の中から朝日新聞批隣接地東神倉庫用地約 1，342 坪を選定買牧を絡へ . 悲に愈 k ホテ

ルの建築計霊案作製に着手するこ主になっ 1: 。

2 計 聾

プランはこのホテル建設計壷の蛍初より種 k 関係せられに火丸徹三氏カ平待問ホ テル支

配人と して の多年の経験 と研究とを基礎として作製せられたも のであり

し 困難なホテル経営を如何にすれば経済的に成立せしめ得るか

2.  その震にホテルの建築計重の中心を奈溢に置〈べきか

こうしに問題に劃して同氏が卒素より主張されて居る腹案に基礎金置いて. 建築技術的

には高橋氏太郎氏に相談する所あり . 敷地決定後聞もな〈卒面計壷の基礎案が出来上つに

次第であつに。

ホテルと舎舘とを剖然と直別し、南土佐掘J11に面してホテル入口、北堂烏川に面して命

館入口を有する王字形のプランで、部分的に多少の鍾更はあっ? こが . 現在出来上つにもの

はプランに闘する限り 、大憶に於て原案通である。

この卒面を基礎として賞施設計築を作製する に 蛍 仁 司i は下の 7 氏よりなるホテル建築

委員舎を組織し、建築設計の根本方針を諮問する機関と しに。
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武 閏 五一氏 片 岡 安 氏 古 字 間 賞 氏 H 高 牌 氏

長谷部鋭吉氏 統 城氏 犬丸 徹三氏 島 重 治 氏

ro、委員舎に持寄られに計聾築中 より、水都としての還境に 11頃際せる武田五一氏の築 が

採用され る事になり . 同案営基礎として市建築課に於て愈々宜施設計を進め る事 になっ? こ 。

賓施設計に嘗つては建築委員諸氏 . 特 に原案作製者である 武 川博士 、) : : _丸徹三氏の意見

を徽しつ〉、闘係各方面の要求を充分合理的に設計の上 に表現することに努め ?二次第であ

っr: 。ホテル大鹿問、 常食堂 、読書室 、喫茶室 、貴賓室 、合飴各階宴合場、儀式室 、グ リ

ル等主要なる諸室は全てパー スペ グチプを作製して打合せつ -:.1慎重に設計を進め て行つTこ

殊 にホテル の生命とも 言 ふべ き諸設備の配管に射して . 既に決定せられたプランを損ふ こ

とな〈構造的に建築 金遁際せしめ る震 に、鯨骨の構法には可成の苦心が梯は れねばならな

かったのであった。

備 て営初の計霊の大要を示すと

工 費 :: ，5):) ，0:) 0図l 裕 治 鍛 '1' 1鍛 筋 コ シク リート進地 1:: . 8 険 地 F 2 階 段

建築 而梢 建 坪 約 2，850 平 方 米 延坪 約 2 1，450 7['. -1) 米

様 式 71<都 の 滋 境 に 順 隠 し た る泣1止式

仕 上外部 、 Ｑ 附窓下 ＱＭＺＺ 花例法政 ｰ 、 主要玄附 ｾ ｉ 土松葉石 、 上部壁面は淡色化粧 Ｙ イル 、 コル

= スl J t . . 主嬰窓姐は テ ラコ ツ9 仕七。

内士容は床壁共主張部は大担l' 石 、 チー夕 、 オ ー夕 、 テラゾ オ等を 以て 遮 ffi I亡強り結め 、右

材 料 を 朋 ひ ざ る 壁 面 は プ ラス ター の 上 布 及 ペ y キ停を 以 て 通常 に民主理す 。

天井 lよ凡てプラ スター ・ペ y キ仕上。

か〈て昭和 6 年 8 月先づ基礎の設計 を完了入札し? こ結果大林組の手で基礎工事 に着手す

る一方 . 武田博士にホテル建築設計主幹を依嘱して 鋭意上部構造の設計を進め、 7 年 8 月

上部構造の中餓骨部の設計完了を見たので、 先づ鎖骨の入札を行 ひ、畿骨・工事施工中設計

の完了ぞ待って更に被盟了事の入札を行ふ堂、工事進行の順序上得策な りとし、先づ鍛骨

部の入札を行つ? こが、 恰 も昭和 7 年末の鎖骨暴騰の時期に嘗り入札不調に終つに潟、 鎖骨

のみの入札 T 中 11::し、 主開工事さ伝部の設計完了を待っ て入札を行ふことに決定、昭和 8 年

2 月全部の設計完了 と共に入札を行つ に所、これ亦材料腕貴の震 に多額の橡1存超過を見Tこ

のであるが阿街の結果清水組に決定 、材料騰貴に依る工費不足額し 00，000 闘は更めて起債

に待つこと〉し、基礎工事完成 に続いて昭和 8 年 3 月愈 k 主題工事着工の運び となっ? こ。

工事着手と同時に工事現場に於げる諸種の手続の簡便を計り、工事の進捗を迅速ならし

める震に 、ホテル建築事務を分維して土木部臨時ホテル建設事務所が設げら れ. 武田五一

氏を主幹 とし竹腰健浩氏を副主幹 として、市土木部長直轄の下に現場施工が行はれること

になり、ぞれより 以後の設計慶更共他の現場事務高端は武田 、竹腰雨氏の御霊力 に依るも

のであるが、関係所員諸君の熱誠なる努力により爾来 l 年 6 箇月にして昭和10年 1 月10 日

無事工事一切 の竣工を見r:次第である。

3 感 想

経管者側 より の新規註文 、1 部冷房より全館冷房への鐙更等に伴って 、建築各部に多 〈

の設計費更がカHへられたかに聞き及ん fごのであっ? こが 、完成せられ? こ建物の各部分を見る

に、グリ; l - ・ J¥.. ーム、I 階特別食堂等が原案 と異 るほか、外観にし ても 内部諸室の恵匠に

しても大略原案通に施工せら れ、 その上通営なる簡易化に依って近代的簡潔さを さへ加へ

られ1: 感がある ことは、 原案作製に携はつにものとして大に喜び とする所である。

殊に家具装飾は長谷部鋭吉氏の優秀なる設計であり 、家具 . カー テン 、敷物等の色調 と

器具 にカット・ グラス を基調として用ひ r:照明 t が‘ 室内各部の調子と相侠って充分にホ

テルの涼園祭を 出すことに 成功して居ると深〈思 ふ次第である。
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新 大 阪 ホプ
ノレ計

ヨ主

ｾ＠ の 概 要

来方 名 手電 夫

は し が き

卒商聞は帝闇ホテル支配人犬丸氏の集であり、外観は武闘博士の御設計を某礎 とし1: も

のである。

それ等の原案に基いて大阪市の建築課に於て詳* H l の設計が進められ、先づ基礎工事の入

札 が行はれ. 基礎工事が大林組の手に依って殆んど完成し. 上部主開工事が清水組で蹴に

着手しゃうと する 際. 大阪市土木部臨時ホテル建設事務所の設立があり 、自分は共時初め

て設計主任としてこのホテルの建設事務に携はることになっ? こ次第であっ? こ。

従って自分が閥係しに頃には、詳細間、仕様書 、明細書等全〈出来上って居 fこわげであ

るから、普通ならば設計の仕事としては、現寸園作製以外殆んど残って居ないわげ の もの

である。

Ｑｾ が、それにも閥ら十設計の方 面 も亦非常仁忙しかつに。昭和 Ｗ 年 Ｖ 月に自 分が こ の工
事 に闘係してから、昭和 ＱＰｾＱ 三 Ｑ 月に任を終るまで、毎日心 の休ま る ＱＱ 段もない有 様であつに。

ζ れは ーに上部主惜工事若手後 、諸瞳の原因に依って巳むなく行はれ1:設計控更の翁で

あり、設計係、の仕事はーにこの上にか〉って居 fこと言つでも過言ではなかっ? こと思ふ。

主鰐工事着手後設計鑓更が多 〈行はれに[ 京国に就ては、 座談合に於て竹腰健治氏 より許

し〈報告ぜられて居る如〈 、l は工事若手のはじめ土木部長の手に依って行はれに諸極の

設計鑓更に婆し＿こ費用、 及経鐙者 側の要求に依って ホテルの箪窓 を Ｒ 連窓に 慶更しに ￵ ｾ 誌
に要 し? こる費用等を捻出する鴛. 各部に捗って材料の合理的節約を目標と して行はれにも

の し J tま嘗初計霊の部分的冷房を工事着手後全館冷房に費更し1: るま誌に絵1誌なくせ られ

1: 鐙更 とがその主要なるものであっTこが. こ の震に多忙であっ fこことは、現場の人主主には

祭の毒な次第であっ? こが、設計係 1 側の立壌から言へば 、原設計の僚に現寸闘を作製する

仕主に比べて、一面寧ろ仕事の や り甲斐がめつにも の と言ふ ことが出来ゃ う。

種 k 苦努も多かつ? ことは言へ比較的無難に工事を終八得? こことは、武田博士 、竹l I 'lt 健造

氏の御指導と 長谷部竹腰建築事務所の河盛、笹 川雨氏の援助に依るも の と心から感謝して

居る次第である。

張 に建築工事全般に闘する概要の説明金自分が指営することになっ 1: こと は. 日伎にま fこ

ま工事の最後の段階に自分が閥係しにと言ふ因縁 lニ依るもので 、営手刀の計蓋以来このホテ

ル完成まで相縫いで計叢に参加せられ7こ皆様に代って説明するに過ぎない次第である。

敷 地

このホテル計聾の営初より相談役 としてカを輩 された犬丸徹三氏は 、ホテル建築の具備

すべき僚件 として次の如き保項を傘げ て居 る。

第 l グ ー ド ・ロ ー ケ ー シ ヨ y 第 2 グ ー ド ・サ イ ズ

第 3 グ ー ド ・7 ア イ ナ y ス 第 4 グ - r" ・マ ネ ー ヂ メ y ト

ホテル敷地の具有すべき僚件も同じ〈上の 4 つに君主 きる。

中之島 3 丁目 5 帯地の新大阪ホテル敷地は 、間口は東西約20問、奥行は南北約44問、面

積約 1，340坪 、上の諸傍件を考慮して決定せられにものである。

第 l のグ 戸 ド・ローヶ ーシヨンに就ては 、交通の使 、環境の除l静等がホ テル敷地 として

最大の要件であるが、上の敷地は市のシピック・センタ ーに位し. 大阪騨に徒歩にて 10 分

の距離にあり、而も北に堂島J ＱＱＮ 南に土佐堀川を控へ、雨者ｾ連結する東側の運河は近〈

暗渠 として空地の用をなし . 西側亦三井ビルと の聞を通路として 、四国何れも自動車を通

する道路を有する こと 〉なり、建築の部分に依つては眺望の黙は理想的とは言ひ難けれど

交通の便と環境の閑静とを併せ有することは 、噴騒の大阪市中 にあっては先づ以てホテル
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敷 地 と し て 首 肯 し 得べ きものと 言八ゃう。

第 2 の サ イ ズ に 就 て は 、 他 の 位 置 に こ れ を 求 む れ ば 向 よ り よ き 敷地 を見出 し得 ?こで 4ちら

う。能ふぺ〈はこの位置にして今少し南北に短〈東西に 長 い 敷地を得て. 東側に 相 嘗 な パ

ーキ ング と主 要入 口 と を 有 す す る プ ラ ンになし得れば理想的なりしならむと思はれる、賓

際 、敷地 さ へ 許 せ ば ぞの方針で計聾され る筈 であっ Iこ。唯敷地の形の震に前面にパーキン

グ を 取 り 得 な か っ た 憾 は あ る が 、 南及 北1こ夫 k ホテル と命 館 との入口 を設り 、 ホテ}J . . . !:: 命

館 と を匡 分 す る 既 定 方 針は充分 賀 行 し得 fこのであるから、こ の 臨 も亦 ホ テ ル 敷 地 として及

第黙を附げ るべきであらう。

第 3 のグード・ファイナンスに就いては如何。敷地の面積 J ， Ｓ ＴＰ 坪 、こ の買牧費約 ｾｾＲ ， ｏｏｏ

閲‘ Pf- 嘗 り 償 格 約 740 闘となって居り. 敷地として決して安い方でないかも知れないが、

市 の 中央部のこの一 流 の 場所 に、交通環 境 等 か ら 言 っ て 充 分ホテル に遁 蛍 な 敷地 を こ の 倒

格で得? こことは . ホ テ ル 管 業に 伴ふ 投 費 としては寧 ろ 成功 で あ り 、 こ の場 所 が ホテ ル 敷地

として蛮揮するであらう機能がこの値段 を カパ 戸して徐 あ る も の と思ふ のであ る。

第 4，マネーヂメントの中心は寧 ろ 経 替 の 簡 に営る 捨 首 者にあらう。 fごが この 敷 地 に悪

まれに交通の使、特に南北( 及東) を繰る水運の使は燃料ガソリンの供給、食 料品 の 運 搬 等

に極めて好都合であり、ホテル従業員の通勤の使と共に経皆上利益する所極めて多い。

平 面 計 壷

計蜜の規模及各階配室は次の通である。

建坪 2854 平方米 延 坪 21502 平方米

内諜

第 2 地階 1184 卒方米 第 1 地階 2836 卒方米

第 2 階 2454 卒方米 第 3 階 2360 平方米

第5 階 2; 60 平方米 第 6 階 1734 平方米

第 8 階 143 1 卒方米 珠 湾 256 平方米

建物大 さ 閉口 東西 36米 奥 行 南 北 [ Q 米

第 1 ｾ皆

第 4 階

第 7 階

2854 卒方米

2360 卒方米

1673 平方米

高さ ホテノι 側地盤よ り8 階扶欄上端ま で29米60、 間帯尾上端まで35米95

舎官官側 6 階扶欄まで24米50、 同然周一lニ紛まで34米23

ホテル側 I  各種冷滋/i !{ 、プツチヤ ー袋、皿洗場、iJl:百jl 揚

第 1 地階 理髪室、f共待家 j  工作場、句集室、花殿、供待室、技術員室

第 q 昔 1lI寄 、玄脚 、外套索、成問、パーム 。 第 2 地階 媛 /)j 汽縦家 、換気冷房装置紫、技術

ルーム、 y ーグ 7 ア ウ y テ y 、常食堂、事務 員室

第、支配人家 I  第 1 階 聴者子、玄側、 クト至詩集、ホーノι 、グ リ

第 2 階 康問 、被害銭、喫茶筆、flu人美容信 ' ノ ｌ ル ー ム、 刑 場 、 重 ｬ ｾ 便局 、ッＭ 9 ス トビュ ー

貴賓笠康問、貴賓家( 寝室 、次第、化粧家 、 。 ロー、 主ｾＺ命事務室

浴家、従者主要室、同浴隼) 2 筒Jj fr 第 2 階 特別食堂 、配膳室

第 3 階よ り第 6 階まで i  第 3 階 宴合揚ｾ主主室 、 日本家 、 儀式室 、 ｉ 寸

終第各階 ＲＸｾ 長 、 パ ー ラー 、 ｍｬｩ 主 是 非｜給仕室 。 主主室 、祝勝室 、外王寺預室

第 7 階より第 8 階ま で 1i1 4 階 袋合場 ｾ ｩｴ 控室 、 西日際室 、 外後預室

話星第各階 ＳＹ ｾ 主 、 パ ー ラ ー、 感接室 、 給仕案 。 第 5 階 大宴合主号、控室、西日時室、外袋預室長

尾 上 機 械 宗 第 6 階 大 築 合 揚 上 部 ギ ャ ラ リ ー 、f J 民家、

曾 館 側 。 両日勝家

第 l 地階 看守室、食料品並用器倉館 、従業員 第 7 階 属上庭閥 、間総室、機械室

更衣室、従業員食堂 、同 上料理室、パ y 工揚 戚 上 機械索、 7 ア y ノι ーム等

こ の ホ テ ル の 卒 面 計 霊 に 於 り る 特 徴 伸 げ る と 一 一

1.  平面を南北 lて 2 分してホテ ノι と合館( 宴合揚〕とに分離 したこと。

2.  ホテル と宴合場と を l つの共通の厨房ーにて附ひ 、主; 合揚側 には更 にその厨房とリフ トにて聯絡せ

られた補助厨房〔西E勝室〉を各階宴合揚に隣接して設け 、1，500名程度の宴合へのサー ビスに侃Iへた事

3  成問 、パーム ルーム、テイ ルーム、 鎖書室等ホ テルのパプリツクスイイスを官旬、限り縮小して 、

替業約立場よりホテ ノι 建築のスペイスの節約 をはか った こと。

4  ホテ; o 毒事案の全部 IC浴室を設け 、ホテノι 側には共同の便所、浴家を全然有せ ざる こと 。

5.  グリルの 入口を別 に し、 容易に直接街路よ日出入し得る様にした ζ と。

1 は 同 じ厨 房 を 用 ひ て 宿屋 と料理屋 とを粂ねんとするもので あ り、このホテルに於りる

ものが世界で恐らく 最 初 の 試 み であ らうと思は れ るもので 、帝 国 ホ テ ル と そ の経 営 の 東 京

舎館主主e ' 1 つ の 建 築 に コ ン デ ンスしに如き行き方で あ る。

原 案 作 製 者 で あ る 犬 丸 氏 の意 見 で は 、 敷 地 さ へ許 せ ば 東 側 朝 日新 聞 社 と の 聞 に相営 の バ
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ーキ ン グｾ 採って 、 舎舘及ホテルの 入口を 設げ 、 蹟聞を境 として左 右 にホテ ル及舎館を配

置する計霊であっ?こと のことであるが 、敷地の闘係で現在の如〈南面にホテ ル入口. 北面

して舎飴' 入口を設けることにな っにわりである。

ホテルと 舎館 とを匡別しにこ の 卒 面 の 長 所 側 げ ると 一一

a  入 口 を別にした こ と に依ってｾｾＺ台場来合者と宿泊 者 と の 混雑をｼ均ぎ符る こ と。

b  宴 台場の騒音がホテ ル fl! リに悶える こ とを防ぎ符 た こと 。

C  各階客室に会て浴室を有し、 その 浴槽、 使 器、 洗面若器等 の給排水 の気に多般の配管を必要とする

ホテルイ1I1j と、主と して股ぃ宴台場のみを各階に有する合館官!IJ との分 隊 に依って、間管 の系統を単

純 化 し、設備裂を非常に i密減し得た ζ と。

d  マネーヂメ ントの 使荊j

ｴｾ が一方この雨者 を官会りにも制然 主 直別するこ とに 依って 、 普通のホテルでは共通に使

用し得るパブリツクス ペイスが安合場側とホテル側主に 2 分せられ、お互に 狭臨に感する

弊があるのしホテルの宿泊者が舎館側に行〈必要のある場合( 宴合に出席する場合は勿

論 、郵便局、ツ { リ ストピユ ーロー、 グリル、酒場等は何れも舎鮪IMI] にあり 、ホテ J l - 宿泊

者にしてこれ等に用がある場合も決して少〈はない ) 、雨者の遡堂な聯絡がなければ非常に

不便を感十るであらうと言ふ欠黙とを除 u誌に、 ホテル と舎館 と勢l然 t: る区別を保ちなが

ら而も誼営に聯絡する必要がある。

新大阪ホテルのプランに於て苦心力; 主I ! l はれて居るのは第 i にこの酷であって、 1 階では

常食堂裏バンドボックスに通す・る階段に依ってそれとな〈両者を聯絡し‘ 2 階に於ては帝

園ホテルのアイデアであるが、ホテルと合館とを聯絡すると同時に雨者の蹟聞を 1 つの間

野の中に牧め得る様にして、 2 階ホテル康聞を狭随感から救って居る。

3 階以上 5 階までは各階とも、舎館蹟聞とホテル廊下と雨開きの鍛扉にて聯絡せられて

居るが. 卒棄はシャツトされて居る。これはホテルの 3 階以上は全部寝室であり. 特殊な

場合のほか含館側と交通の必要なき震である 。

ホテル庚聞の 1 階 2 階をぶち抜ーきにしたのも 感覚の上に於て庚聞をより庚〈見せ る矯に

外ならない。

2 に就て先づ述ペなげればならないことは. このホテル計撃の中心が室の善美よりも率

ろよきサ ービスにあると言ふことである。サ ービスの第 I は よき料理を供給するにあるこ

とは 勿論であっ て、1 階から舎館側屋階に至る各階に厨房を有し. 1.可房闘係の諸室が建築

延面積の 1 5 %前後の庚きを占め而も全て東側の上等の部分を占領 して居る の もこれが震で

ある。

1 階厨房は康〈含館側 より ホテ J l- 側まで延びて居り 、 その北端はグ リルに接続し. 南端

はソーダフアウンテンにつながって居る 。地下 l 階のパン工場、冷蔵庫、各種食料品置場

等 主はスロープにて. ホテル給仕室とは 1 護の昇降機と 2 華のダムウエータ ーにて、それ

から 舎館側各階の厨房とは 2 華の昇降機にて 、何 れもこ の i 階の大厨房 を中心として緊密

な聯絡が保た れて居る。 この一見庚過ぎるか に見える厨房は 、開業以来街z 日卒均 170 乃至

180 の宿泊者 と 1，000 名以上の安舎とを取扱った経験より見るに丁度過不足なさ庚きでめ

ることが知られ、この黙 原案作製者の遠見 に敬 意を拶 Ｑ ｜ ふダ 、 ｕｾ である。

3 は主 として経営方面 より の要求であ る。経究的に成 り立ち難いホテルの経営を 、1 つ

は安舎場の殺設に依っ て、1 つはホ テルの金の取れな い部分即ちパブ リツクスペイスの庚

さを極度に節減すること に依って成り立fこしめ ゃ うと 試みた ものである。奇7園ホテルなど

に比ぺると非常に切り詰めら れfこも のであるが、 質際に就て庚閣の使用i l * 態を見るに、毎

日 170 乃至 180 の宿泊者を有 して居 て而も決して狭〈はない。これもこのホテルのプラン

の成功を 物語って居 るものと思ふ 。

4 . 外園でも金客室パス 附の例は少ないと 言はれる 。このホ テルの一流ホ テルとして誇 る

べき設備の 1 つであらう。但. この震に配管其他に 費さ れた設備費は大蜜なもの? であり ..

限られにス ベイス の中に牧め る震に 、裕槽や便器の位置 、大さの決定には想像以上の苦心
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が携はれにものである 。

5 に就 ては説明の必要はな からう。一般の人々 が汽策 にグ リル叉は酒場に入り易い篤で

ある。

最後に計霊の金問 に就 て見る に、卒面の形が玉字形であることは、限られに敷地一杯に

建物を建てる場合 、採光の目的から 必然的に生する形であり、 アメリカの大きなホテル建

築は何れもこ の型であ る。

ホテルの部分は階数地上 8 階 、軒高29米oO‘ 前面道路の許す限度までの高 さに建 築せら

れた の は、これ亦次 の女 ｦｉｾ理由より生じ Ｗ こる必 然 的結 果であ る。

九 市街地 に於ける ?l j 'IT' ( なる地倒、l[tk地 貿 牧費 の高官1。

b  昇 降 告書 の宣主主主、従って f l-除機の利用に依 って、 11 ' - 面的よりも立強的に k 下に延びた方が治: の歩行

の距離から言 って も、各符lのサービ スから言っても 能率的であ ること 。

C  平面的に延びたよ りも立続的に延びた方が諸設備に作」、問符等が簡便に行〈三と。

d  市 街 地 の 騒 昔、空気中の盛挨のi P : - は建物の高所に於 て砂 〈、叉 日 光 、眺 望号F も k 部の方が家 ろ葱

まれ易き ζ と。

以上の如き 理由主<; >t J . 、て高居ホテ} t . はアメ リカ に於て稜主主し次第に 世界的になりつ〉ある

ものであ るが. 新大阪ホテルは 日本に於ける一流高居ホテルの先駆と言ふことが出来ゃ う

構 造 意 匠 其 他

構造、意匠 . 仕上材料等に就ては次に仕様概要を掲げて説明 に代へる。

様式水者 ＱＱ の ｾｾに順慰したる近世式

仕上大要

外 装 l 階窓下まで紅花尚岩小川I きイ土 I 、上 部はク リーム色刺殺掛 スクラ ッチ ドF イル、窓廻 り装 飾

及 扶側笠石に l土テラコ ツF を使月1す。 l 階玄f MJ 廻は紅花関宕7]( 勝者を厳る 。

内装 各玄関床は紅花抗 ｩ 宕Ｆ松葉石 Ｗ｝Ｈ 民事きを混 ｊｉｊ す 、 ｬ 階 ホテノ ｾ rfiirm合 館I9i 1l1J床 は大理石張、1f，' ・食堂

Jえグリノι ノι ーム 2 階 誠2!?室 3 階小主! _ : 合場 は寄木 張、喫茶 室 各; 長令揚/ 土儀式室lまオー ク央 恢E臣、 ホテ

ル 2 階ギャラ Y-.&. 合官' ! r 2 階 以 1-_ 6 階 までの民間 は テラゾー仕 I 、I司7 階床は剰I貌 掛 タ イ ル 張、3

隣以上ホテルロツピ Ｍ ｬ ｬｴＮＮ 廊下はテラゾ ー の絵を取 り ゴム ｆ イル致 、 ホテ ｉ ｾ 事務室2え各客室合官官事務

*問 6 階ギャラ リーはオ ークの フロア リ ング プロック を敷き込む。1M!}} 1土百Es善室床はレッ ドタイ ル

張、其他地階 ｩ え 塔屋各家床 ｬ ま モノレタ ｊιＨ Ｚｉｾ上、 ｬ 階ホ テ ル瓜｛ｬ ｕｊ より Ｒ 階ギャ ， ラリーに Ｓ 必ずる階 段ホテ

ル常食堂パ y ドボッ クスに必 ずる附段舎館大階段は 何 れも蹴上路面共徐大型石 、中央 ffl) 松 叡E廷のト

に 級 協 を 放 し サ ー ビス川階段は蹴上踏部共 テラ y・ー仕上、段鼻アラ ンダムタイル張、其の他の階

段は路面は紘テラゾー中央部ゴム F イル張、長鎗 製 と 止イ怪物をmし蹴上はテラゾーイ上1 : : 0 篤民主は

ダ y ローア張りとす。

壁はホテル玄閥曾館中央玄関ホテル ｬ 階大民間令官 Ｇｦｾ 1階民間同大階段浮( j 主主主家浴室 は大型! 石張、命

館の左右玄闘は利重臣 タイル E民、常食堂舎官官 2 階 & 5 階大] ; 舎場、基Eはヲミ 々オー ク堕 i也及満洲クルミ

の羽目板張 、 令 官古￟Ｑ ｉｊ グリル ル ーム特別食堂 Ｓ 階大豆［場は藤ドンゴロス ペンキ 塗 モ ＱＺ 上 、 党 ＧＱｾ 終Ｇ寸宅 ｬ 司ＭＧｫ
Ａ宅及 化粧室婦人美容ネＺの控宅 ｉｊ 、集合場 ＺＺ ｬＺｬ野 氏 、 儀式宇Ｎは平日｛試付け柱の ｲＺ 日を紋紗張 、 ホ テ ノ ｌ 客ｾは何

れも蚊慮布張 ＢＢＢＺｹ キ仕七 、 厨 ｦｪｪＭ 及各間際家 は 腰レッ ド タイノ ι ｝ｊｴＮ｟白色町並ｻＡ［ｦ［Ｚｾ イ ノ ｱ 長上部プラスター 、

{ 近所化粧2をは何れもモヂイツクタイル 、サー ビス周階段ムホテル似IJ 各階段室は膝テラゾ 一 七祁 ッ・ラ

スター仕上、共他の諸箆は何れも壁 プ ラスター のヒ イ y キ、コ ル ク椴 ペ y キ仕 ヒ等 とする 。

天井は何れもプラスダー の上 """: y キ、コルク撒 '...:. :，/キ 7}に性 .-...! y キ等である 。

儀式ｾは忍檎ＭＧ ］Ｍ ア ｴ 則氏込格天井 、 令館側大防段室最ヒ階天井は ステ ＺＭＭ r' グラス張 、 ホテノI 3，4. 5 

階の和風客ｾ は 何 れも数 ｴ ￭Ｍ緩胤 ｬ 亡して盤政砂墜さ手線天井 網代組 天井空宇 純和 胤の 綾式 に依る ふ

F計良 鍛筋コンクリート踏峰恨と し、総 て 防7k JrTのトー に シ y ダーコ y クリートを打ちモ 11 担 11 (:1: [-_ 又

は クリンカ ー タイルJ徴。

主主具及防火l J f < 各 階 のタト]'(11に而す慾は 総 て スチー ノl サ ッシユを 用ひ 、南土佐腐川 に商ずる各容室 の窓

ょ を部及西似 ｉｊ 諸 Ｚ 室の 窓 ＭｴＱＱＱｾ 上下スチ ー ルサ ッシユを Ｒ 窓 に ｦｬＡ込 む 、 硝子 は Ｕ 階大［｛ 合 場。ゴシック

風窓に は日米板硝子を其他には主と して 旭 板 硝子を 、j ' _ ( j ' : t 室窓には特に安全硝子を使用す c ホテル

正面玄捌合館正面玄関 にはレ ポノレ ピ Y グドア ー各 2 ケj貯を附 す。 其他の各笠各出入口地階 各 室 出 入

ｅｾ ｾ 口各階段室出 入 口 ｬ ｊｩｦ fjj- 同各自EIJ搾案出入l - f 3 階以上ホテ ノt 合官官境m- 具は何れ も銭gf;と し、尚子は韮〈胡

にはプ レイト グラス其他に は綱 入 尚 子 を 使 用 す。各祭出入口木経のl J f < は堕地 、 オーク 、 チー夕 、満

別ク ル ミ檎 等 の ペ = ヤt反製である。ホテル l 階常食堂と 厨 房との担5・念館 7 階西日菩宅より屍I : : ! 客塗 へ

の出入口に はスチ ールシ ャツターを 附 す。

構 造 大 要

基 礎 桂 下 は 生 松 九 太 末 仁125桝、 長 20米」え25米 の杭 を打ち版厚45板 、 繋梁 の高 1米 10の コ :--tt リート

治基礎とす。

主豊...J!?骨1滋筋 コ :--tt リート耐震耐火構造に して 、主総怯4滋主廷は総て銚筋 コ :--tt リート にて依・& し床版

一丘、墜小梁及問墜号事総てl滋筋コ :-- tt y ー ト造 、1m廷の己むを得 ざるも の L み 煉 瓦 怪 丞 煉 JL f立と す る。

倫耐震墜と して強大なる鎌筋コ: - - ? !) ー ト墜が階段案其他の要J i f r に配置せられ て居 るu

2 9
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ぜｾ Ｎ

7 0  
成 "'"'、 の 遁 は

好 貫

米園の ウイスコンジン州に コーラーと云ふ小都市がみつだ・公園の如〈絵り iこも美し〈

整頓されて居って、何等の不自然もな〈工場地域、商業地域 、事校地域、住宅地域、等 k

k 区別されて居るが. それぞれ相封的に都市美を構成し、良〈自然の美と文化的意識が混

然として合 理化され、その町を繁華ならしめて居るが、之れは、どうして出来? こか。

ぞれは、j ，，- 互に規約して、こうしに. 祉舎として の動きが、明らかに示されて居って、

各個の人が周園の事情を考慮する能力が養成されて居って町から 、 不 和 し 病 人 し 無 智

左右? 無〈なそうと努力する 一方、自然の美 、人 工の美にカlほ、るに. 道徳的の美しさを犠り

られて、努働を柴しみ 、参与働の能容を上げ 、建物愛の製かな情操をもって 、健康の増進を

はかり、全慢として 、最も合理的に施設せられをると云ふ話です。

l 年に l 軒以上は必す・最も改良され? こ家が建てられる桜に成って居て従来に比して必す・

改善せ られねばならぬ。

か〈して. 住宅の進歩は計肇的に進められて行〈。

か〉る努力をす る人 k は、は? こして、如何なる考へを以っ て居るか。

より良し枇含を、より良きものを子係へ、との理想でせう。

自分一個の修養は、共によって、他は枇舎全骨豊を? 良〈すると云ふ信念が通ってゐる 、自

分は自分以上の存在である、社舎園家の完成、人類社舎の完成への一歩一歩の歩みに思は

れる。

自分一倒としては確かに幾十年かの生命を持ってゐる存在には相違ないが . その幾十年

かの聞の生命は草に私有しをる のみではない。

謂は ちJ 金鰭的の生命が 、共の中に宿っ てゐる 、民族の生命、人類の生命の過去より 未来

に行〈一つの連続で、こ〉に自 分の生命は自分以上の生命で、より良き民族枇舎への生命

の連鎖であ ると、生活態度の基礎を 置いてゐる様 に思はれる。自分より自己主? 離して、其

の上へ心ｾ向けて行〈所に完成があるとも云へる。

こ〉に人 k は働〈ことの動力の基礎を置き Tこい。

我 ｫ が、歴史ｾ讃んで 、 感することは 、仕 事をするのはＮそれほど六ケ敷いものではな

いが、物 事 ｾ 躍め るこ ｫ は組 織が複雑であ ればある ほ ど、 規模が大 きりれば、 大きなほど

困難なこと でせう、 仕事を する Tごけなら腕さへあれば成就するかもしれぬが、纏めること

は、腕fごりではいげない、腹が要る、人格が要る、人聞が出来なげれば、物事を成就する

l 1f  3 0  



ことは六ケ敷いと感ぜられる。

一つのものを動かすにト摩擦が起る、大きりれば、大きなほど摩擦力は大き〈なるの

が理論で 、同様に仕事を進め ることが、人との衝突が起り易い 、之れを倒滅に切り 抜ける

ことは容易でない。

入力; 或る場合に臨んで、問題にぶつつかり之れを解決するにめに種々煩悶し、思慮し、

途に其の場合に鹿する最良の詮を選揮、決定する、こ の決定をな すに就ては、営の場合か

らの影響もあらう、其の人の見知の働きもあらうが、最も 重要な働きをなすものは共の人

の性格でせう。

我々の意識内に性格が中心になれ統一的組織が出来て居る。

吾 k は卒時は、面白の春雨や花の散らぬほどに. と人生を観することもあるが又一生の

内には寒暑雨頭を裁断して、一創天に依って寒しの祭慨も起り得るかも知れぬ。

舟でも海上常に波穏やかなりの扶況ばかりではない. 時に波高〈嵐吹き荒ぶ時、舟の盟

渡せぎるは 、重心が確かなもので. 重心は多〈上よりも下にある、然かも見へき' る所 lこめ

る。

人間修業は氷に慣れに人が 、氷の冷Tこさを知り、火に蝿れに人が、火のめっきを安11 る、

井IJ 刺の道は刑事リの道を歩い? こ人が解るのではないかとも想像される。

何事に依らす¥矛盾撞着はあるが 、そこに、第一義 と、第二義とを、明らかにして、決

断するのは、 容易ではない。最初私がこ〉に赴任して来t: 時は丁度物償騰貴の時期で、闘

商をそろへ、珠算re取って見ると. 輿へられt: 珠算と大分聞きがある. こ〉で何を? 目安に

して. 統一す べ きか、と質問しでも明答がない、それで第一袋 、第二案、第三築等 と腹案

を作って幹部の珠算舎議に臨んTムそして、大韓の設明によって、犬丸氏はこのホテルは

第一流を目的としてをる. 二流に下げる事はし、げないとて. 幾十寓闘の追加が可決せられ

七、叉竣工式首時、多〈の高債な紘院が敷 きつめであるので、之れを何千人の人々 の踏む

にまかせると相嘗に傷なから、上敷 をする事にしにら. 客には質感re奥ふべき Tごと 一夜に

して. 全部をはぎ取っ亡、一見識ある見方fごと思ふ 。

か〉るこ t は、仕事をする上に、随分と出て来る有機的打算法で、物事 re. スリー・デ

ィメンジョンで 見 る可きも の で、卒商的解 樺 でなし立韓的解揮を採る可き ｴｾ と思はれる 。

それで . 着眼黙が大切で今、昼間にー尺の棒があるとする 、多〈 の人は 、各方面から .

之れを投影させ るとすれば、 その人 k の光源の置き方 e . 投影面の置き方によって、 a は

ー黒占と看 fこり. b は之れを 3 尺と見? こり C は 2 寸 E 見ることもあろう、例へば映奮を見

るにしても、洋服業の人は洋服のことを. 婦人は婦人の流行を、家具業の人は家具を、 音

楽家法音楽を等々各人の立場から見る fごろう、又或る人は笑はんが? こめ、悲しみの甘・み等

31 111 



等の瞬間的刺戟の快感を求めて見る人も多かろう、叉或る人は撮影技師の手腕とか. 俳優

の演技とか. 脚色家の態度. 作者の思想、監督の演出手法等々をィ注視する t: ろう. か〈

の如〈各 k のスタンド. ・ポイント t 思想に異ひがある。

その見方は. 各々誤りではないかも知れぬが、大小軽重は儲かにある D

きて、我々は何所に注目すべき t: ろうか。

ヴヰタト J L 三ユーゴーがノート J Lダム寺院の費濯 を述べてゐるのに、ノートルダム寺院

は巴里市中で、最も荘厳な. そして幾星霜の歳月にも侵されぬ、美観を保ってゐる大伽室主

であるが、然し吾 k は、心なき時の流れと、人間の暴力 t で. 破壊されて行しか〈して

中世紀の素晴しい事術がまぎまゴト蝕ばまれて居るのを. 自の嘗りに見て、吾 k は、ぞ

こに三つの大きな手が力日へられるのを稜見する 。

第一. 時が建物の表面を切 h苛んで居る。

第二、政治的及宗教的革命が‘ この殿堂を飾ってゐる筆者逮の石像等を破壊してゐる。

第三 、流行のカである各時代の建築家主主は、そ の時 k の趣味に従って、勝手な修繕を加

へてこの建物を段k と費化させた。

如斯. 偉大なる宗教的建物すら時勢の費濯は院がれない。

十字架と云ふ中必のない、一般の建物は推して知右可きにと思はれる。

政治的革命が、爆竹の様に. 突瑳的に起って、電光石火的に片付〈が産業の革命は後 り

気付かね内に舞菱商を費へて しまう。

一方はフ 4 ジカJ L. アタジョン. 一方はケミカ J L . アクシヨンの作用の如〈で産業革命

に は 、 終 末 が な し 時 k 刻々に、進展しつ〉ある、産業と科星第との閥1系が、深〈なるに伴

れて科書匹の進歩が. 一 日も止まない限り産業も、日一日と生産の方法が獲りつ〉ある。

如何に産業革命が. テンポ t ; . 遅いとは云へ. 此頃の科書県の進歩でも 10年20年で革命的

の費化がある。

時は進み、入は勤し型も蟹る. 目まヤるしい位のテンポの速い時勢となれば、之れに

劃して封感性がなければならぬ。

樹木でも、春夏秋冬に依って、花咲く時季もあろうしＮ葉 の 落ちる時季もあるがＮ樹ｾｾ

そのものには、時節により劃際し得る生命カがある。

建築物も生活 }J の存在が. 大切なことで、有機拘誇命はものに依って、幾年. 或は 10年

位の もの ふ 長 〈て40年. 50年は保し難い、この意味で. 杭打地業なども、建築ω薄命を

考へれば. 木坑で可いではないかとの設も建てられる理でせう。それに、構造は鎖骨館筋

の耐久性によりて工作される. 此所に二ツの矛盾が出来る. この解決は仲 k パケ敷い僚に

思はれる。

t: Ｍ［に‘興業的憤値ｾねらってＮ新し〈新し〈は云ふ のみ で‘深き根擦なき模倣は、著
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しき危険率がある主云へる。

機能性の張主主は、建築内部に如何なる 鑓化は興へるか、議測し! 難い fごらうが . 或は内壁

に或 は外壁に 或は天井高 に、 或 は基礎に、そ の人 k の意見叉は建物の性質で各 k 異れる封

感性を? とり、之れに 依って卒面が成立ち架構を考ふ可きで 、1=1: に現在のみの要求による

? ごりでは、将来の生命力を失ふ時期を早めることは有り得る。

或 る時. 漁業の大謀網を見fこ時に 、200 名近〈 の赤銅色し1=逗まし き荒〈れ漁師は 、全

員音頭ｾ と りながらＮ組げに緊張しに動作は 、 見る人に 、 息をつぐ暇も輿へ ぬ位でＮ ZIjし

て、潮風に晒され＿二、茶色のコールテン服 の 上下に身簡 を包 ん ＱｾＧ 年老ひた大船頭の、オー

ガナ 4 ザアと して、八方に策を配って、 IJ 、舟を? 、彼方此方に漕せながら . 鈎棒で指闘する

活躍振りは、質に素晴しいものでしに。

潮に撞けでは居るが、どこかに、物に動ぜぬ 、落着きを示し七、柔和な人相を持ち 、百

戦練摩の大船頭の一分の隙もない動作、殊に彼が極めて 、無口で無造作であって、少しも

権力{ t > 揮ふと 云ふ所が見へないのに、計li一人として不満営感ぜする易々として、各 k の部署

を? 臨んで居る。

飾り気とか、 気ど りとか云ふも のが微塵も見へない. この I沙fこるー老爺の存在が 200 人

近い荒〈れ児の呼吸をビツタリと一つに ｾｉ き緊めてＮこの苦しい努働を、毎日繰り返へす。

双頓の溢に微笑を見せつつ. 口を一文字に結んで、 絶へ十全工程に寓過なし 祭 主? 配っ

て居る。ますエこの老爺の宗明はすでに、海を苓んでおる . 彼は自信をもって. この策分は

線、ての人 k の心に通じて. 緊張させる‘ そして、喜んで. 安心して、信頼をする、ここに

立沃な統ーが出来上って 、雨方カ: ビツタリと. 意気が合致する。之れが仕事の出来る第一

の動力で . 之れあってこそ困難を物ともせ十成し遂げ得るの? ごろうと思はれる。

彼は決断が早い . すぐに、賓行に移る . そして、純、ての前後の献況 を察知して、機に臨

み費に感じて、所置を誤まらない. 命令を二 、三にしない. 最も彼等に心の弛みを起させ

る無駄な仕事をさせな い、彼等の努力を最 も効果的に使用させる. 之等が彼等をして. 常

に喜んで全力を怒り' て 、働〈原因? ごと推せられる。

規模の大小、作業の種類に依って、各々異る ｴ は云へＮこの主意に劃しては、感せＧｾＮる

を得ない。上手な運碍子は悪い道路 ｾｌ 良き道路の様に走るかも知れねＮ巧みなプツチ

ヤーは、肉と 什との聞を紫々と! 包丁を使用す るかも 知れぬが、之れは一個の技術で人封人

の一つの勢国策金作り得る . こ の老爺の如きは統制者として. 何時の世にも、必要な存在

でなりればならぬ。

今子供 に10阜の道を行〈のと、 5 里 の道{ t >zt 7る〈 のと . どちらが. 疲びれる かと質問し

にら、子供は笑ふTごろう。然し ¥0塁歩るいて . 疲ぴれす. 5 里歩 るいて疲びれることは 、

随分有り得ることで. 或る人が. 小田原から熱海の 7 里の間金歩るいたが‘ 少しも疲努を
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受へなかっ fこのに. 那須野の騨から. 那須温泉八の 4 阜の道には、へ t へとに疲れ? 二、こ

れは如何なる理でせう コ

小国原から熱海迄の道は景色が良〈てＮ車事ノーとして、密化がある、山には、柑橘が賓ｾ

ｒｉ ｾ 下には青 ｫ ￨ し＿こ 海を眺められて、どちらを 向いても良き 景色 で、疲れを、わすれてし

まう。それに那須野ケ原は、どちらを向いても景色に密化もなし心ｾ慰むべきものがな

い、それで疲れも出るのです. か〉ることは. 人生到る所にありで、協同作業で多人数が

寄り合つ七時、御互に良ＩｊらかであればＮ時間もわすれようＮ朝Ｎ顔ｾ舎し ｔ こ時 でもＮ明る

〈御早う、御寒う御座います、御暑う御座いますし挨拶し合つ? これ御菅努きんでしに

し慰め合つ? これ ＡｾＳ らかに笑ひ合ったりすれば、心無は一時する、疲れはわすれられる

要は心の. とり合ひで、事者の所調六ケ敷い理論でなし道は近きにありと思はせられる。

人類の歴史は可成り永い そして色 k に移り費って来1: . 昔千年を要しにものが百年に.

百年要しにものが、 10年で出来る様になるかも知れぬが. 何時の時代でも理想、なんて 、賞

現し? こことはない。然し人聞は根気よ〈歩るき積りてゐる。

今沙漠を歩る< . キャラバンの胸には、常にオージスが、識かれて居る fごろう。人の歩

るいてゐる. 先には. アスビレーシヨンがある fごろう。

4 ギリスの或青年が、 長 い間、高山にあこがれて. ょうや〈望がかなって、高山へ登山

することになっ仁、同行者に話す言葉に、イギリスにもウエルス漫りには、相蛍大きな山

が有りますが、あれ等は山では有りません、もっと高い、年中雲を、頂いに、そして氷の

ーーさう云うのが. 私の言ふ山なんです。私が子供の頃、父が大きな山の茜を呉れましTこ

が、其以来. 私は異物の山を見? こい t 願って居Tこのです。私はその讃ι 額に入れて寝留

の上に掛げて、 毎朝眺めでは、何時かは、本物の大きな山を見? こいと願って居ましに。

私は. 其等の大きな山の名前も、高きも. 皆んな知ってゐるのです、一一一アルプス 、ア

ンデス. 包マラヤ. 共れからロツキ" . エヴヱレスト、ダブサン、オリザバ. 毛ンプラン

一一皆ん な知って居ます . 南アフリカにも随分立減なのが有ります。メルセダリオ、ガ) 1 ，.

デイエリ、アコンカグア. どれも皆んな、 2 蔦吠以上なんです一一それで、私は、子供の

時から心掛けて、 50迄には、包マラヤを見に行こうと思つにのです 。

私は. エヴヱレストが見Tこいのです 。

世界最高峰の 2 禽 9 千 2 吠へ。

彼は如斯して. 花を咲かせる雨は. 花を散らす雨で. 山に殉じ? こと云ふ話がある。

吾々は、山高きが放に、得からす¥木あるを以て等 しとすると. 云はれてゐるが、高〈

て も、はげ山に登るより、管蒼＿こる樹木のある所へ招かれるＮ川でも海 Ｑｾ か川 ｦ ごかＮ解ら

ぬ泥水の大JII よ れ U. J 肌をすべって、 落ちて来る涼 しい風に. 静かな川 の流れに交って河

鹿の聾が聞へるとなれば、行き度いと望みを起す。
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工 事 随 想、

池田宮 彦

化け公孫樹 私が 尋 常 ノ ト ｅ 裂校へ通ム頃の 士 族 ｪ 宇野 ｩ は、名古屋市内といっても、ま Ｑｾ

l宅敷の中に庚い J梅林や竹鍛があり. 近所の家も同じやう に森や林のやうな紙態で 、共の中

に藁葺の家が黒占在し、杉や棋の生垣があり、門から玄闘迄飛石がつ Y き熊笹b;生ひ茂って

居った o 夜は勿論街燈や門; 燈 もな Ulまに静寂 なものであった。其の頃街外 れの伯母さんの

家へ時々遊びに行つ1=。そこは更に淋しい田舎であった。そしてお化げ の; 取 を聞かされた

恐いものを見1= しとかいふ諺の様に、 寝床へ入り掛有j 聞を聞から引被っ て、怖る怖る其の

話 に耳f頃りた ものであった。狐が人を化かして馬紫のお綬頭を食はせ 1= り肥瓶の温泉へ入

れたり、川期カ :美人に化げて蛇の目傘どきして立って居つに、 傘の 下から司見いにらとても

怜iし、顔をして居つ 1: 話、天狗さんが連れて行って一週間もあちらこ ちらと緩行し 1: 話、さ

では人魂 といふ火玉が飛び出す話 . 等 A'.:k; イじりの話は量ま きなかった。 そ して夜便所へ連れ

て行ってもらひ、お化けは 屑はしな ｌ 、かと恐る恐る便所の下地窓から外ｾ覗いたりした事

を費えて居る 勺叉其の頃はコ ッ クリさんと 云ふものがはやっ 1: 。それはム ジナといふ裂が

夜になると共の呼ばれ? こ家の縁の下へ来て. コ ッ クリさんになり‘ 活躍するも のfごと聞か

された o 然しそれか ら段 k 大きくなって、 尋常' 四年から高等ノj 、望書校へ進む頃には、学は好

奇心に駆られて、態々問夜にイ1'1母の家から歩いて師り、川瀬の化げにといふ川べりを歩い

たり、天狗さん が火を焚いて居たれ、ふ大松の下を通ったりしにが、途におイじりも見守、

天狗さんにも舎ふ機舎がなかっ＿こ ， そのうちに文化が進んで、電燈がキ ラ キラ主同合道ｾ

照し、電車が走り、工場 t; 回令に建ち 並ぶ に及んで . それ等のお化げは途に謎となってし

まった。どうも是等のお化けは都合と文化には都合が悪いらしく、自 分の子供等はかうい

ふお化りや天狗さん の話 を知らない様である。然るに認 に不思議なのは、 大阪の真中 . 中

之島の真中の而も文化の問屋である新聞枇のすぐお隣に 、化け公孫樹といふものがあって、

積 ｫ の仕業主＿なし人ￄＧｾ苦しめにといふ話はＮ時代 錯誤 も亦甚 ｔ ごしし、も の ではなし、か。何

んでも 今の新大阪ホテルの敷地の一隅に化け公 孫樹があった。それを移楠するに敬意が足

りなかっTことかの夕、リで、ホテル建築の諸工事に l l U失が多いと やら調ふ事である。さて

どんな夕、リがあったであらう口

草で再び幼年時代の話に逆戻りをして考へて見ょう。此のおrイヒけとい ふ ものは賓に 怪 し

い もの であって 、之れを心理接的に解剖して見る色、それは化かされに;本人が何かの失敗

を糊塗せんために作った; お話しでゐって、本嘗は聞いに人 が化かされた事になるのである
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様 Ｑ ｾ Ｇ 0 叉天狗さんは、いつも 墨染の衣 を着 Tこ若いお坊さんの姿をして居るといふ事であっ

たから. そ の話の内蒋から推して之れは全 〈催眠術の際用であら う。若い坊さんの或 る者

が、研究の矯めに感舷の良い子供を使って、色々の暗示を興へて賓験をし7こものらしいと

解樺せられるのである 。 これは少し〈賓験心理接、催眠術的暗示作用といふ事を研究資践

すればすぐ前得のい〈話である。斯〈宇| 康的に物事を分析して見る し 世の中は次第に面

白みがな〈なり、至って淡白なもの主なれ味ひが消えてしまう、が致し方がなし、。此の

化け公孫樹のお話ト科書耳的に分析 して見ると、聞いて ゐ1: 者が化かされ てゐ? こ事になる

のではないでせうか。

さて此の化り公孫樹はどんなに夕、ツタか? どうもをかしいではないか。何度入札し

でも猿算内に納まらない、真直ぐに掘って行〈筈の井戸が曲るらしい。吊り上げに鍛荘が

孫ち る。ヂリツクが傾しきでは… … 等々 、然しながら今は晴やか に開庖せ られて 、なか

なか混雑を極め押すな押すな の繁栄娠 りで 目出度〈お化けも退散したらしい J 技術者の立

場として、再び化げない様に、之等のお化りの正鰐を角f(jt lj して置き? こいものである。

水墨 鎖は水より重し鍛片が水の中へ沈むことは誰れも知ってゐる o 然し識で遣

った舶は能< 7]( に浮l i 。銭筋コンクリートは水よりも 重い。然し銭節 コンクリート迭の舶

は能〈水に浮ぷ。銀筋コンクリート誼の建物の地下室は 、恰も舶の如きものであって、殊

に大阪の河川の多い所では地下水が非常に多し地下室の大部分は水中にある。その水中

にある深さに相営する 7]( 障によって浮かされて居る諜である 。然し地下室の底が水面 ( 地

下の常水面Ｉ迄ポツカリ浮き上って 来な いのは建物自身 のｾ量が浮力 よりも大きいからで

ある。従って若しも浮力の方が大きい様な場合が あわぱ、地下室は其の浮力によって浮き

上って来ることは言ふ迄 もなし、。こんな判りき っ1: ことが往 k 疎略にせられて失敗の原固

となる。叉水は相聯絡してゐる詮中が如何に細くても水盤力 には襲 りがない。石崖の聞を

通ったり砂利の聞を通って居るからＪｾが減る ＱＺ らう等、呑気に構 へて 設計し＿こり疎に工

事を行ふと . ホ・ツ カリやって来る c 自然は買に正直である。

土恵 土や砂を高〈盛り上げると、上の方が自然に刷れ孫ちて、山の形となって残

る。これ以上積み上げても直ぐにとり落ちてしまう。そこでとり落ちない様に、擁壁を造

って、此の士二る土砂を支へることになる。主主に於て擁壁に土llsがか〉ることとなる 。此の

土ｾは常時か〉って腐って決して休むことはない。

般に乗って属て自分で舷を. j lj l しでも舶は進まない。河の流れに押し流きる〉舶の舷¥t ' .

上流へ向って. j IP しでも、舶の流れは止まらぬo こ れ と 閉 じ し 擁 壁 lこか、って居 る土揮者を

其の己れの基礎へ支左t ¥t ' 設けても . 此 の土摩を防ぐことは出来ない。舶 と同様にその本関

全障が押し動かされるであらう。それ放に此の土m¥t ' 支へる切梁、支柱は反劉側の土型軽と
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の聞に設り 、互に相殺出来る様に考へねばならない。

ワ4 ヤーロープ 近年の建築工事は機械設備をフンダンに使用することによって、

非常にスピ ー ドアッ プせられて居る。拘に結構な ことである。然しながら斯〈設備に頼り

て仕事をする以上、其等の設備の すべての部分が 、完全 にして充分の能力を瑳揮するも の

でな〈てはならない。若しも欠陥があれば反って作業の支障を醸すのみなら子、更に思は

さ' る事故を生す・るものである。

建方は専らガイデリツクによって行はれ、 5 噸乃至 lO噸もある銭桂や大梁も易 k と昼中

八釣り上げられて思ふ所へ釣り降きれる。寸分遣はす' 共の位置へ犯を付りて降す巧妙なる

腕前は 、近年の鳶職の腕の見せ所である。此の重い銭桂や錨梁を釣り上げる にワイヤーロ

ープを用ひられるが、品物を直接縛るに用ゆるものを甚付りと偶して特に太いものを周ゆ

るのであるが、ワイヤーロー プは針金の集りであ るから、摺れて一方が切 れると急: に弱〈

なる。故に、ワイヤーロープが摺れない様に、餓製のポール ト、或は フックポ ールトにて

鍛を直かに受け、此のボールト営ワイヤ ー且ープにて釣るのである、か〈すればワイヤー

ロープが念に傷みて切れる様な事は防がれる 。

鎖材のうちでも L ，1，L ，等のロ ールせられに材料は 、共の端が多少の丸味を帯びて居

て、ワイヤ ー ロープが縮れでも左程危険ではないが 、鍛板を切断し7こ端は非常に鋭いから.

ロープが此鹿へ蹴れ或は摺 れると、速かに切れる民れが多分にある。梯形の梁とか桂のタ

イプレート等は. 之れを取扱ふ時. 此の鍛板へ直接にワイヤーロープを掛けて吊れば、其

の重量 仁よって、ロ{ プが摺れて傷み . 1象想、外に速く切断するから深甚の注意を要す る。

丁度欽みの忍の先へロープをかけて何噸といふ目方即ち力で押し切って居る様なものであ

る。切断しないのが不思議である。

虎綱 彼の高いガイデリツクが杢高

〈鋒え立って居るのは . 阿方へ張つである

虎制の張力 によ って安定して居るものであ

って、プ{ ム に荷物を釣つでも倒れないの

は. その虎綱が能〈抵抗して居るからであ

る。虎綱に用ゆるワイヤーロープは、非常

に大きな安全容が輿凡であるから、之れが

切断する様な事は殆んどない。然し往々に

して起る事故は虎綱の締方或はアンカーの

抵抗不足によるものである。締方の不充分

から、ロ ープの一方 の結び目が仲ぴて来て

荘3

をJ f削
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傾斜する。ロープの締方は闘の様にしであるから、ポ ールトのナッ トさへ充分に締めて置

けば良い筈である コ然 しこの座金は錨物であ るから、此の鉱物に欠黙はないか . 一側宛検

夜を最重に行はねばならない。仁左 へ一例 の座金が破れて飛んで も、 荷重のM犬態 によって

は、忽ち全部のものに影響し、此のロ ープの其の結び目はズ J l- ズル と伸びてし まう 。 そし

てデ リツ クは傾斜し或は時倒 するに至る 。時には重大なる事件 を生宇るに 至るのである。

命の虎桝であるから 、保設物とは王子へ 、特に微に入り* f R { t > 穿って巌重に検資を潟す べきで

ある。

吉田と凶目に就て 一 日に養 と夜とがある。蛍は陽であ り叉夜は陰である。|主 主

陽 t は相反するものであり 、一日に此の明暗があれば日に吉と凶とがあるとの考へを持つ

人が現今に於てもまに相嘗津山ある様である。 霊 と夜とは地球の自縛から生じ. 一日のう

ち聾の長短は地球の公縛から生する。叉潮の満干は、更に) j と太陽との位置によって自ら

定 って来る。之れ等の 天文地支の理の判然せなかった頃の自然現象崇奔の習慣が . 米Tご吾

k 人類の脳裡に残って居 る所から、日に 吉凶あるかの如〈感するるものであらう。 然 しなが

ら之は全〈荒唐無槽の事である 。

きて此の大工事に何程の事故があったか。叉如何なる日に事故があったか。即ち吉日 に

は事故がなかっ fこかどうかを統計上調べて見ょう。但し基礎工事( 大林組施工) 中の事故

は判然しない黙があるから之れを省略し. 主腫工事( 清水組施工) 中の事故につい ては努

働者災害扶助法貰施後であって極めて正確に記録せられであ るから之れに 因つ にa

主鰹工事に従事し? こ延人工は、 148，000 人であって. 事故即ち怪我人は . 133人である。

此の人数の割合は約 ] / 1100 であ るつ現場に 於げる怪我は 、努働者災害扶助法の定むる )起

によりて. 直ちに歯師の診断を求め 、全治迄に要する日数の指定を受〈るのである。診断

の結果、擦過傷の如き程度のものでト全治迄 1 週間位の診断念下されるのでめる。限異

物の如きものも 2 日或は 3 日の診断であ るから. 本法の施行前は殆んど怪我ω うちに入ら

ない核な ものでも 、現今に於ては 7 日或は 10 日と いふ諜であるから 、件数が統計に於 ては

多 くなって腐 る。従って、此の 133 人の怪我は 、本工事に於て . 特に怪我が多かつ fごと考

へるのは甚t.: 早計である。事情が斯〈の如〈であるから 、今軽傷と重傷 とに 別りて見ると

次の通り となる 。但し 3 : i i 昼間以上を重傷 とす。

経 傷

重 傷

( 2日ー20日〉

' (20日以 上〉

117人

16人

之等の事故は、年齢に於て 25凌乃至30成迄が多 し 17歳 - 20歳及び30滋以上には極めて

齢 し 又 i 日中 に於ては午前 l O時乃至11時及び午後 3 時頃が多い との事である。次に世に

謂ふ吉日 と凶日との閥係について分類して見ょう 。先づ千支 によって分かてば 、次の主n<. 、

特に多いといふ日は無い様でめ る。
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一

百l' 133 人

9人

4 人

1o人

11 人

B人

12人

16人

18人

10人

4 人

17人

17人

子の 日

現'. I! 

I! 

I! 

I! 

11 

I! 

I! 

I! 

I! 

I! 

寅

卯

反

己

午

米

山

中

凶

山

伏

亥
I! 

芸大に昭和 9 年 1 月始め より年末超 満 i ケ年1:¥1に於 て、A主築工事に於 て人々 の嫌ふ三 りん

ぼうの日即ち凶の日左 、大公: と僻する 吉の 日と の事故数を分類して見れば

i ヲノ、大 a交の 日の事 故

7ノ、三 り ん lまう の日 の事故

之れによっても 、大交の 日必ら 十 しも 安ら かでなし 、様である。次に月のう ち上旬. 中旬 .

及下旬並に上宇月と下半月とに匪別して見れば

40入 、

4 6 人 L言l' 133 人

47ノ、 !

句

旬

句

d

H

，

 

ｬ 日よｾ 15日j 主57入)

ト古l' 133 人

16 Ll J: り月末 j'b7j 人}

以 t の統計上ーから見ると結局事故 ( 仲 裁) はw1[ 苦手から生す・ることが多い様に息はれる。

即 ち ｊ ｩ の初め に 一 日 或 は二日三日迄休 み 休 養をし て 回復しに者が Ｎ 工事ｾ急Ｚ <' E.I;め に無辺il.

な{動 きを? なし矢! の主主 り頃に近づきて 、疲t与を? 碍し 、住立力の昧乏を米7こして、 途に思はさe

る-1条我が起る様 iこ思はれる。 1 日のうち 午前 II 時頃或は午後 3 時頃が事故の多い といふ主義

及月の終りに近づ〈に従って多くなる事ち亦此の理由によると思はれる。

之れを要するに悪い日に事故が起るのてなく 、事故のあった日は悪い日 であると 言へる

のである 。

とい ふ名構は吾 k 技術者には不通官:; 1，i 名前である. 工事の; 背負 といふ 事現場監督

が設計者の; 立志即 ち圃.官 、仕線並 に設計者の有す る人絡 を共の ま〉 表 現 する様に努力 せら

る〉も の とせば、拘に理想的であるが今の庇では到底堅 まれなし、。よし工事の請責の形式

が賓費精算の如き理怨的のものとなりても設計者の意志を其のま〉施工し表現せしむる こ

とは六 ケ敷きことである。謂はんや現今の如〈 工事請負なるものが 、首 に金額の競争と な

りて設計者の意志を付度 するが ごと き事は先づ第二 、或は第三義 と考へら れ、 叉他方地主
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に於ても或者は請負者が見込遠ひをして、議想以 上に 去: ( 入札せんことを希ふが如きもの

が無いとは断言出来難き j伏況にある。斯界の現場に働〈現場係員なる者は全〈つらい職業

ではある。然し乍ら現今の第一流請負者に於ては其の従業員の人絡、教養が向上して居る

から無暗な競争1は行はれな u ょっ fこ。

きて監答者といふ名稿は何時頃から用ひられにか知らないが、 .U(' ふに之れは官僚式の響

きを持って居る様である。

恐らく不合理なる競領、入札に依って取られに請負工事を現場施工に嘗りて、軌道に上せ

んが矯めに努力せしむるが矯め現場監督者の必要を認、むるのではなからうか。

建築工事の理想、は賞費精算にある( 此の名稿に誤解なきを望む 、凡てを? 直替の如〈施工

する方針を指す) 之れが請負の形式を採るや否やは別として、どこまでも設計者の宣志; m

りの材料を用ひ、叉設計者の意志通りに施工せしむることが理想、であらねばならぬ。之れ

には貸費精算以外には求なることが出来ない。此の場合設計者の代表者となる者は現場の

技師であって 、 それは即ち工事指導者で あらねばならない。然るに現今一般に現場監督な

る者の中には工事の質際を知らすＮ究め十Ｎ叉材料の性質ｾ知らするして ｊｴ 無暗に形式に趨

り或は極端に放任して工事の成 り行きを慢然とみるのみにして、指導精 J神の部弱Tよる者あ

るは建築工事制度の弊より来て居る現象と思はれる。之れを更に誇 j長して言へば、共の輿

へられ? こる名揺が監督なるが矯めに監腎さへすればよいといふ考へからアル種の監俸を潟

す。従って請負者側の代人も監管が斯々であるから之れ位の虞でお茶を濁して置こうとい

ふ気配が感ぜられる様である。尤も凡てが斯ふいふ !fk態であると言ふのでない 、少〈とも

其'i ( の如き傾向が見える のは心元ない。

現場の仕事の一宇は事務. 合計であり他の一宇は工事の指導である。前者は事務者によ

り、後者は専ら技術者によって指導せらるべきである。施主側ｾ代表する技師は請負者ＨＩＡｉ ｊ

の代人を指導し 、 更に請負者側の代人は共の意ｾ纏涼して専ら諸職を＿指導すべきである。

此の指導精神は其者をして常 k 施工に闘し或は材料に封して研究を怠らさ' ること〉なり、

己の立携を常に明らかにするに至るであらう。主主に於て筆者は此の監管といふ名構を、 工

事指導者と改稿しにい、そして指導者の自費を持にせにい、 ( 本項は新大阪ホテルの現場

に就て述べ? このでは無い. 誤解なき様に申添ふ) ( 以上 10- 2- 22)  

111 4 0  



新 大 阪 ホ アノレの家 具 装 飾 に就て

長 谷 部 鋭

新大|奴ホテルの家具接飾の意匠及監督を御引受しましにが . 他人の設計に 成 る建築の家

具猿飾をやるのは . 私としてはまづ初めてと云って宜 しい様な次第で、自分でやつに建築

の場合よ りも. 後稗無骨の折れる仕事である ことをρ 知 りまし1: 。建築 との調和も絵程考へ

てやっ7こつもりですが 、Hl 来上っ てから 随分策に 入らぬ黙も多〈 遺憾 に思って居る次第で

すが、 7象uや時日にも縛られてやり 直 しも出来す、あきらめ て居る様な有機です。

家具の大慌の配置は、ホテJ I - 経営者側からの詩 文もあって、配置岡に示されてある様に

決定しまし1: 。ホテルの家具の取扱は、非常に日乱暴なものであるのが普通fごと聞いて居り

ます ので 、竪7ドを? 主とし i政放に便なる様に心懸げましに。叉椅子張下地のス プ リンクe の留

め方等は、将来狂ひを生ぜざ る様特に念を入れて堅聞にしました。

一般寝室の調度品の品別{ 間数償格の棋準は御参考ーにもなるか と思ひますので次 に掲げます
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小 精 子

安 当理 的 子

肘 鍋 尚 子

ｾ付銃

敷 物

ペ ツ ド ステ ッ γ 及 ス プ リ y グ

同 J' .附鴎品

シ ア ン デ リア

む主主スタ y ド

11組

l 組

2  

寝 ::t:プ ラツ ケ ッ ト

令官r 1ι 58  

，、.  
フ

nE1'  1  名 自問|鍛:

九 卓 子

脇 卓 そ(-

書 机

飾 棚

小 精 子
2  

肘 掛 精 子

安 祭 精 子

長 約 子

敷 物

TE気 スタ y ド

窓、 主持 l ケF斤

倒杓〈阿〕

22 

20 

20 

80 

28 

45 

1  ∞ 

2 10  

310  

9  

95 

合 計 939 

家具の用材 はホ テル 慣間廻 り及 貴賓室等 はウオ ｉｌ ナットｾ用 ひ 、 共 他 は ｦｦ 材を＿主としＮ

倉庫其他下級品に柄等を用ひましに。製 イノ ｲｾ 所は日本繁片品 、 内外木材工芸ｾ Ｎ 富士工事 、大丸 ‘

高島原 、大阪i清水 、東京清水、石川 医務所等であります 向鋼餓家具 もグリル、ティ ーパ

ーラ ー等 に用 ひま しに 。

敷物はホテ; 1. . - 際問 、貴賓室 、合館E質問等は天津及北京の純支那製で 、共他は内地製の支

那風の織方のものとしました ｮ 製作所は赤 山 、佐野 、 三 越 、 大 丸、 柳 ｾｈ . 川 島 . 高島屋等
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であります。

窓掛及椅子張裂地は全部川島織物所に命じ、意匠織方を示 して新らし〈織らせました。

電燈器具は員総製ホワ イトブロンズ叉は銀の鍍金仕上 とし、シェードは島国製を指定し、

カットグ ラスは尚回と岩域との製作としましに 。請負者は大阪電気、島田 、池本、 去を・美等

であります。

塗布ji はキルク粉撒ペンキ仕上、不li 張 ペンキ仕上、模様置ペ ンキ仕上、 コンピネ ーシヨン

仕上等の混用で壁天井を仕上げ、叉ラッカー仕上で羽目類を仕上げ叉床板は色付ワックス

仕上主しまして、主として組谷に命じて施工せしめましに。

何分室教が多い震. 各般に 豆 り種類と数量が多いので古賀郷賓君、相馬了一君、河主差益

太郎君、笹川慎一君. 其他二三氏に夫々分婚して助力して戴い? 二次第です。

ｦ 柚総額は京断申の歯家ｾ主としＮ東京方面のも加へ少批の方に御願して描いて戴きま

しに。寝室内には江戸時代の版蓄を主として風景のものを撰んで掲げましに。ホテル康問

の壁掛は末吉舶と来日I鏑舶とを組織で現はしにもので、川島織物所の製作に成るものであり

ます。

衣に相馬君の書かれに説明と感想を掲げます。

ホテル側玄闘より入りて粛ましさ緩色の敷物上を抜り庚聞の一隅毛深き大椅子のーに腰

を降せば、淡紅色の大理石周壁に和かに調和されt: 錆コパルト色の大敷物に目は自ら落ち

行きＮその中央の Ｓ 枚には古事大阪城が表はされてゐるに策付〈。抜は白、土、鼠色ｾ主

調とし古松等を配ひ t: り。凡そこのホテルにはふさはし〈も意義ある意匠といふべし。他

にも同色にて力強き交線の織り出せるもあり、毛足の長短にて模様商に凹凸を作りたるも

線の切り込みに止め地質の向上に依り更に耐久及燭感上を考ふる方可ならん北京製なり。

これ等の上に配置されし高雅なるウオルナット の多種多様の家具の中 、椅子張地は線じて

色形淡〈地質は柔に工風され、鼠. 銀友色、クリ戸ム色等を主とし、所k 強調の矯暗朱、

控. 深標、白茶、銀色等を使用し . 模様も直線的で従来の所謂模核的のものを避VJ . 絹.

人絹、綿、毛、銀糸等種々異る繊維を以て厚郎. 粗密の蝿感をも考慮せられたり例せば

1  蒸栗色、毛長約 Ｗ 分長短及ｾ犬の如き姥毛ある人絹シール、銀線 、 朱線Ｎ黄線ｾ所

々に入れ? こるものは長椅子、安紫椅子及び大楕翻嫡子に使用。

1. 銀友色、土色 . 淡紫色、銀等にて地異り市松風に織り? こる錦地長腰掛等に使用。

1. 深標色に茶、銀にて土俗風なる 草花模様 、ある斜子地. 小椅子. 肱掛等に使用、此

の標色は沈み過ぎて暗〈美 しき海色とすべかりしものとす。

1. 銀鼠色を主とし所々にコバル人朱、銀の格子を 入れにる畦織のものは安楽椅子、

肱掛に使用、淡コパルト色は暗〈蘭き場内には効果少 しp
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1. 泊色地に暗朱、程、白茶、紺の粗なる格子を入れたる斜子織、安楽、肱掛に使用。

1. 4 基の大桂下に脊高 き別製の椅子 には手織のシ ートを使用車に花模様な れども 後考

すれば土地に固める花等を撰ぶぺかりし、絹毛の交織なり。

窓掛 窓、掛地は校色にて毛斜子織、人絹及毛にて金、銀色の幾何的模様を附し綿、樟銀友

色 に落付きたる 内部の諸調度に穏かな る生祭主T輿へ た り、レー ス引上げ式 日除( 毛織〉紅

梅色の もりもり 等 もこ の中 に含まる。

壁 壁仕上げは i安喰の上にコ ルク撒き底に銀を治める楼鼠色ペンキ仕上げ大脂なる紡垂

形、 雲の意なる模様を銀にて浮べTこれ凡て調子は静なる此の室の目的の矯に正洋 として

つかみ所なさが如き線色彩金以て構成され し放に壁聞の額悩織の壁掛、銀製花賞 、電;股類

及生花の如何に床し〈引立っかを知る。

因みに額類は

婦 人 像 ( 小出橋重筆〕 1  

難波橋風景 ( 粛藤 輿里筆)

風 景 ( 野 口調太郎筆〉

水彩風景小品 ( 川 上 大二筆)
2  

組 織 壁 掛 。11島甚兵衛製)
2  

風 景 ( 園 枝 金 三 )
l  

2 陪ホテル側ギャラリー この廻廊には浪mうの椴通告? 通路敷として・淡藍色に銀を配せる

裂地張 りの長椅子、肱掛り 、小卓 、花王正等を配 して読書室 . テイ { ル{ ム、貴賓寝室及其

のホ ー)1.-含館側 より の交路に充つ. 銀梨地に 叩き Tこる天井よりは樋形の長き電燈、階下古

城敷物の心に向て垂下せり。

2 階禽館、ホテル、取合せのホー) 1 . 0 低き 縦盟風の床には浪紅の鍛通銀鼠色に銀柄柑子

守色 、青磁色の格子模様裂地にて張り包める長椅子 、安楽椅子を配す. 織物の地質は絹節糸

使用畦織なり。大食堂見降しの錨格子入り窓には哲堅金色 に銀蹴段ある手織のレース、含官官

との間仕切扉 には棲鼠に銀の段ある紗をもりもりに取付 fこり。

2 階貴賓室側ホー) 1 . 0 敷物は次コバルト色{ f 主色とし舶、 波、革、共の他をボ ーダに取

傘〈少 し〈 賑かなるもの天津製椴通地質好きものなり 、椅子張りは階下のホールに類する

もの、外 、朱 、オーヵー. コ バル トを組 み入れ?こる風通織のものあれ窓掛地は絹糸を以

て 色は紅樺色に白茶、紺等の ｴ ｾ ん 銀糸ｻｦ所 ｫ に入 れて 手織夙 に 織上ぐ 、 天井壁は階下ホ ー

ルに同" vo
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額 風 景

同

( )II 上大二筆)

( 鍋井克之筆)

1  

1  

2 階讃書室 大阪市簡を意匠せ る敷物 ( 北京製) 藍色に白茶、ォーカーの色調に鼠 と卵



色のグングラ格子裂地張書記椅子、小豆鼠、銀の配色せる裂地張犬精子提色に掴茶、銀等

の茶系統の窓掛地、材料は毛糸にて畝織風に織られ高楚なる家具と相侠ちて落付き? こる読

書室 を作る。

額 水 彩 。11上大二筆) 2  

テイルーム 銅銭製ホワイトブロンズ色付の近代式腫快なる藤張テイセッ ト類配置 し卓

子の天板には朱 主銀のベ ークラ イト 塗 り分り、グレーメープルの衝立赤暗き朱、白、茄子

紺色にて朱子織の聴 き花模4設を飛ばしにる窓掛、クリーム地に 赤格子縞のマ ドラスレ ース

等は it 岸の説書室とは忽然と襲り た るも更に素朴なる組織と して 自に黒、 黒に賞 、銀 、赤

2 色位に配色され し方此の室の矯に適宜なりしならん。

額 婦人像 ( 小磯良卒筆) 1  

以上階下康問階上諸ホ{ ル読書室等はいづれも同ーの壁仕上、大理石 、天井. 仕上等に

て統一 され? こる アイデアの許に各自猫特の形而を生か さんとせり。

曾館側鹿間 この蹟聞はホテル側の庚聞 と金〈 異 れ 上 長j十|オニツクの周壁. 天井はコ

ルク撒きに青磁朱、銀 、ペンキのコンビネ ーシヨンにて金憶に は育 〈仕上げ 、大な る3 伎

の天津製床敷はボンベイ朱色 に 舞柴商 、 柴器 Ｎ 花 、 舶の見える風景等ｾ織り込み 隅々に配

置され? こる白きえき毛の大椅子類にて構成され fこる色調は狭き北入口及小窓より漏れ〈る北

光線のみの陰管 さを全〈忘れ しな。

額 風 景 ( 園枝金三筆) 1  

1 階常宣堂 Ｒ 階ｾ打抜〈銀色の大天井を受げた Ｔ 基の石 柱は Ｈ矢橋 ＵＰ 蹴Ｉの鰐糞色に

高きオ ーク材ペェア張のパネル、家具等も同一色調に塗られ、床は更に浪〈セ ピア色をな

す、天井小壁は司1i 張りの上に銀塗、高窓の欄間. オ{ ケストラボックスの手摺金物サッシ

ユも同じ銀色な り。

窓掛は濃きプルシャンブルーの階調に少量の樺賞、銀等を配し? こるものこれ等多量なる

静止色に封し椅子張りは飽〈迄赤〈底銀の毛ワナ織は この土耳古赤を出す に遁質 なりき、

卓被の純白に花天井の主主風口底色は柑子賞、中間のカットグラス大シャンデリアには金色

を含み 、これ等静と動 との封j照は食堂として色彩上愉快なる交錯をな し若 し東南l百にこ の

室ありせば高窓より落ち込む朝の陽影と共に更に些かなる饗を得ん。

額 静 物 ( 中村研一筆) 1  

同 ( 中野和高筆) 1  

特別食堂 小なるこの室は其の用途の馬に纏りて而して更に高雅、ボーダーを張 りつけ

たる組布の壁地はオチパ色のペ ンキ塗に銀を浮かせ支那の古陶の肌を偲、ばしむ. 天井燈及

プラケヅ F はカットグラス加工、古佳色縞織のピロードの椅子張り花色又はコバルトの窓
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掛敷物等 も華かなる中に品を失はす。

額 風 景 ( 小山敬三筆)
1  

同 ( 川 口軌外筆)
1  

静 物 ( 鍋井克之筆) 1  

グリル食堂 '館内にて最も所謂近代調{ t ' 盛り? こる所. 天井、梁、宇桂等極めて大つかみ

の味を見せ乍ら、腰初回、火口 、壁高等に柔か き種 々なるいたづらさを様入せる室、粗; f rj

の腰張りには草花、生物等多種形而{ t ' ステンシルし. 家具はパイプ製卓子天板ベークライ

ト塗り分け、銀箔型押しの革張椅子 、明るきこの室の窓は濃! f . 色の紋紗に黄色の日除を重

ねたるカーテンを垂れ外部より の透視をきし iGE藍色を透す黄色は室を陰気になす、この

失敗を幾分取戻す震に目隠しのもりもりは華盟なる黄控色のレ ースを用ふ、室狭き篤これ

等の近代色調引立fニゴる憾なしとせ十。

額 婦人像 ( 東郷育児筆) 1  

風 景 ( 野間仁根筆) 1  

2 陪宴禽場 臨地材ベニア張パネルはウオル ナット色、床は幾分明るきオーク色、低き

天井は次クリーム色一色に仕上 c 窓掛は金銀色の大段人絹綾織. レースはレモン色、抜

き紗. 食卓用椅子には 白茶銀入ピロ{ ド i農藍濃緋の縞織ピロ{ ドをつげ休憩用椅子には兎

茶色のモ ール糸織込み? こる裂地主? 椅子に張る標色縦通を敷〈。

客の都合に依り室内を直分する様間仕切の取外し得るものを設げたり。

2 階小宴奮場 3 1. 淡青色の壁紙張の室は天井うす卵色カーテンはコバルトグリン.

銀色の喰蓮ひ段。

2. 薄茶色の壁紙の室は茶、セピア、銀、天井は白茶。

3. 朱色の墜紙のものには濃緋色に銀いづれもモ畝織なり。

額 裸婦像 ( 藤岡嗣治筆〉

婦人美容室 壁は銀次色、椅子張りも肉色の ベ ロア. 窓掛も朱. 銀等にて明るき近代調

なり。

3 階宴曾場組布張り の壁油色、銀のペ ンキ仕上げ、窓掛裂地は朱色花模俵ある風通織

椅子張 り等も大崎 2 階宴合場に同じ。

3 陪儀式室 金色を底に透しにる紺青色の紋紗を壁に張り小壁は木屑撒き銀鼠に仕上げ

窓掛は白き毛長のシールに銀の節糸を段 k に織り込みたり椅子張りは白茶絹. ピロード、

床全面{ t ' 敷き込み? こる蘇芳色の鍛通は色調少し〈華ーかならば和風素朴作りのこの室を一入

引立たせたるならん。

4 階大休憩 室 壁 は コ ル ク 撒 き 次青色塗 りの上に銀色ぞ叩きたるもの天井梁も次色なり

m 4 6  



敷物は茶色とし椅子張りには錆び? こる朱のチンコール織. 窓掛地はスペイン嵐の育、赤、

銀色調で斜線を描けるもの 2.......3 階の室よりも精天井高〈家具倉庫の如き感を危〈莞れTこ

り。

5 階大宴禽海 5 - 6雨階a ' 抜き fこる舎携はグレーに整美きる大銀盤上、吹上る光の噴水

を巡りて踊る集大の立像を配せる大シャンデリア敷箇是等の背景をなす天井は俗に( 瓶の

ぞき) といふ育患の湛淡を以て彩られ大梁壁 6 階ギャラリー廻りはグレー・ハンチ彫刻に

は銀の拭ひ取りを施す、高き窓廻りパネルは満洲クルミ材をグレーメーフ・) 1 ，. . 色に仕上げ、

床は青みのあるセピア、完まには赤き椴帳a ' 懸し浪朱色に鼠色チンコールにて鷺ど芦の意

を織り出し所 k ベロア等にてアップルケーを施し. 銀の透し金物a ' 一文字とす. 事韓考ふ

れば濃朱及鼠チンコー) 1 ，. . は周園のグレーに射し高き窓際の激しき外光の矯に暗き影'a' 生じ

明るさ華かさを殺ヤ朱或はカ{ ネーシヨンピンクに銀色に光り fこる人絹手織叉はピロード

類の配合とせば可なりしならん。

通例 500 名多きは 1，000 名を着席せしむる椅子は階下と同一じ〈白茶色に銀. 赤と有輔の

高礁に叉力強きピロードを以て張られ 6 階ギャラリーの手摺子金物は銀色、笠木は古金色

に塗らる。

仔細に見るときは古典的なる室内構造様式と明快なる近代的後備調度はこ〉顕著に掛立

をなし相侠ちて融合の美に迄至らぎる様に思へで措し h

2 . 3・4 ・5 ・6 . 7階階段鹿間及休憩室 一様にグレー天井壁仕上げ赤紙髭を敷き椅子を二

三配す、 7 階の蹟聞は屋上出入口なれば銅銭製藤家具セットなれ窓には朱色、銀色の明

るきカーテンを装ふ、休憩室は窓には快きコパルト色の毛及人絹製のカーテン、椅子は宴

舎室に同じ。

額 水彩小品 ( J ! ! 上大二筆)

2 階特別寝室( 以下ホテル寝室に付) 中央蹟聞を挟みて東西に分かれたる 2 組の寝室の

中東方の室は宰色鼠、育、藍銀等に壁紙. 窓掛. 椅子張. ベッドカヴ戸、敷物等凡て落付

きたれども力を入れ過ぎて重 k しき感じあり、裂地類は絹ピロード敷物は天津製なり。

天井燈は小豆色と白茶の絹を 6 角形の笠に張り合はしナイトテープル上の電燈はセード

黄色のレース. 柄は紺地に蒔絵を施す、西側の寝室はこの鐙にて色調は瑚瑚朱色に統一さ

る。

化粧室 壁は肌色の壁紙カーテンも洗朱敷物は樺色に花模様明るき白と緋色の格子ピロ

ードを張れるカウチ 1 脚化粧机スツール各 i 脚あり木材はグレーメーフワレ。

次室 壁紙は玉濁黍色に して中央の卓を固める椅子類は糞篠色に銀の模様を底に表はせ

るピロードに包まれ窓掛は黄色に小鳥を銀に浮き出せる井筒織なり。

敷物はクリーム色に朱、セルリアシブルー黒等の入りたる賑はしきものなれ E も少し落
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付 を 欠 し 西 側の女室も調度凡て同一にて窓掛の色は古き 朱色 、椅子張りは擦色な b合議 i

用として長卓及茶色に 金棋の交へ? こるものを同用椅子張 りとして 用ひ? こり。

額 風 景 ( 石井 柏亭筆)

同 ( 梅原龍三郎筆)

同 ( 南 薫 浩 筆)

同 ( 安井曾太郎筆)

3 階客用寝室 1例 南 に面せ る室 、壁は笠木以下はヘシアン張り に土色のペンキ塗 り朱

色の軽快な る線僚をステン シルス 、こ の仕上げはペンキ職の桐等苦心を要せ しも のなり 。

敷 物 はバ ル カ ン 風 花 模様 、 色 は 黒 コパ ル 人グレー 等ｾ 主 色 とし、 窓掛は コ バル ト フ Ｇ ル

ー及黄色の濃淡にて材料は絹 . 京市の節糸な り、 寝豪掛はグレ ーコパルト の花模4茶、地質は

轍密なる畦織に て絹、綿交織、椅子張 りは朽葉色及濃赤のチ ンコー ル¥糸織 化粧用椅子張

りも 同質にて温か き銀錆色な り。

織物の染料は媒染聞を使用し. いづれも日 光 に良 〈耐ゆる様注意 し特 に寝肇 カバーは洗

濯の黙を? も考へ細き強き繊維を以て織られ fこり. 鎧式通風 日除 を取付〈中央燈の セ』ド は

玉萄黍色なり 。ト ラン ク蛮は繍模様の丈夫なる帆布を? とぢづ りにり 。

各階寝室に就き線、諭 すれば各階共調度類同一なれども色調等受化あるも のな れ 3 階

中廊下側の室内の壁はグ レー コパル人 北側の室はレ モン色地 に朱線カーテンは大部分 間

ーな り。

4 階 壁は薄茶に ロー ズ色及銀の立線窓、掛はオ ル トローズに 銀色の花模様ある もの敷物は

瓶のぞ き色地に土耳古赤の花模様電燈セ ー ドは珊瑚色?

Ｕ 階梅鼠色に銀或は 黄 オ リー プ等 に て 細き 菱線 ｾ表はせ る壁 に 窓掛は 藍 地に 金 の水 玉模

様あるもの敷物は 4 階 に同 じ電燈 セードは白茶 と鳶茶色。

Ｖ 階壁は鼠茶地に コ バルト 朱或 は銀にて 棋模 様ｾ表は しカ ｻ テン は黄 色を主 とした る 毛

織朱色 と白茶の電燈セ ー ド。

7 階壁は朱が〉り ?こる 茶地 に紫、茶等の線模様、窓掛はオ リー ブと鼠銀の花模様人絹 を

主 主す、 敷物は 水 色が〉り ｔ こる ブ ル ｾ Ｏ ｊ 、 花 を 散 し たるも の電斑セ 戸 ドは 萌黄 色と 部次色 。

Ｘ 階友色 に 銀線 にで花Ｎ 鳥 Ｎ 蝶 等 ｾ飛ばせ Ｑ こる 壁 に カ ー テン は 議 不ｪＢき＿ こ る緋色の 花 模様

敷物は淘黄な れ 電燈セ{ ドは控色 と淡き苔色の配合 なり 、以上は大田谷なれ ども各階共室

に依りカーテ ン及壁ぬ必要上型 化 を設げ叉壁は模犠 ｾ 省き 各 色を混 彩 し 銀 色 等 を も叩 きて

所謂 コンピネー シヨンに仕上げ しも の も多し。 200 除の室な れば窓掛. 敷物. 壁. 電燈 、

寝筆カ ゆ【等各種の色彩 の集 りは時に思はね好調 に恵 まれしも の もあり、 叉不結果なる も

数多し、 皆思ひて至らす偶然なり。
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合館側 3 階 家 具配 置 問

合官官側 4 階 家 具配 置悶

曾館側 5 階署長具 配置図
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常食堂上部グ タノレ

常食堂バン ド前 手摺

誕

ロツピー上部 ギャラリ ー手摺

大宴舎揚ギャ ラソー手摺

川 52 新 大 限 ホ ア ノν 装 飾 金 具
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新大阪ホテノv の装飾意匠 について
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新大阪ホテルの装飾意匠について何かー稿物せよとの御依頼を受けましにが 、私がこの

建築に開係しにのはすでに設計の方針の大略も決まって只仕上げを御手体ひし? こ ?VJ で今

更事あら? こめて兎や角書き連ねる何物も無いのであります。

只ホテルの外観の意匠について大阪が水の都であるとの事で 、甫駄の ik者[1ベ ェスのゴシ

ック 風を取り 入れに事は誠に時代錯誤の下らぬシヤレの様に思はれてなりません。

諸 ｫ の大先 ｾｈＺＧ さしおいて、こんな口幅 ｦ こし、事会いふのも、おろかな事ですが現今の我

が大日本帝閤産業の大都、大阪市の情勢はそんな一時代のローマンチシズムに低調すべき

で な し も っ と 新 進E つ健全な行き方を以てこの建築の姿を決定すべきであっ? このではな

かっ? こでせうか、ぞれは翠なる若草どもの理想、といふものであると云はれ、ばそれ迄の事

ですが、私の知って居る範囲で心ある建築家の多〈はほとんどこの言を繰り返へきぬもの

はtrrゆ' つにのであります。

然し、事すでにその様式に従って進行しつ〉ある以上、この建築が只翠なる表面的ゴシ

ックに終らぬ様 、狛 このゴシックアイディアを無引のない科度に近代イじする事に努めねば

ならぬと いふ事。

これはこの完成をあづかっ 1: 人 k の誰でもが期せす・して考へて居? こ; 熊耕であっ 1: のであ

ります。

共結果の如何は営事者どもの云 k すべ き問題でなし心める批判者の墜を待つのみであ

りますが、只ホテル建築なるものが線、ての方商から非常に複雑. . 1 3 . つ多難なものである矯

めに、よくよ〈深い理解を持つ 1: 批判者でない限り不用意な批判は下し得ぬものであると

いふ事を営事者の立場から言明しておきます。

狛叉共装飾意匠に至つては 、人は好害 女子寺 、誹るも好き好寺、買におかめ八回なのであ

ります。

只. に私一{何 人としての建築を眺め廻る時 . 失敗の数 k のみが心にf必みて . 来る べき扶:

の良策金苦む心はおそ C，< 多〈の設計者の心: t ! J l . と鐙らぬもの fごと信じE つ未来を深〈戒め

1: いと思って居ります。
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新 犬 阪 ホ テ ノ レ 家 具 装 飾 を 携 賞 し て

古賀
前

附

'
w
#
ノ

賓

私が新大阪ホテルの家具接飾工事を権営して猿算を作つにのが昭和 8 年 6 月であっ t: が

家具、窓掛、敷物、電燈器具共他関係工事費を含む総工費賓に 60寓闘に まE と々し、 直接取

扱つ に設計闘数約 500 種製作員数 1 高黙に 近 し 大な るも のは家具に於て洋服タ ンス 、各

倉庫棚類 を始 め として、 小なるは 、客室ス テー シヨナ リボックス宴舎用名札に到る迄犬小

無数到底是等のものを - k 吟味説明 する 事は只今不可能であり 、叉特殊の ものを除き趣味

的形j伏叉は色調等は改めて論争 る迄 もな〈一見分明の事であり. 叉技術者により種々異な

るもの故是等の所感は述 べ度 〈ないが、只以上の如き種 k 雑多な設計に より製作完成迄に

は、経営者側との接渉に於て普通技術者の思もよらぬ問題或は少なから す・童芸術的自 律心を

傷付る様な要求を受りる事極めて多 し 而 も夫等の事柄が後日 に到って成程 と窃か に感 心

する様な場合が多いのは 、ホテ; L- と云ふ営業夫 自信各機闘 に於て頗る生 k と所動して居る

闘係上営然の事では有るげれ共. 殊に此の営業に於てはー共家具叉は接飾工事等に於ても 設

計製作に首り生きにものを作らねばならぬ諜で、此の意味に於て技術者は隔意なきホテル

側関係者叉は係の意見を聞き是を技術的胃の舶にて 完全にIIU鴨 して計量: に首 らなげ ればな

らぬ義務を感する のである。新大阪ホテル完成に蛍 り家具装飾に於て も見 る入により 種 k

の意見もある事と思ふりれ共 、共間技術以外 に人知れぬ苦勢をなめ て来 fこ事をl [ 9pか記憶を

辿り申上げ て見Tこい。 以下記す事は 、以上の意味に於げ る牧穫の一部であ る。但し、 電燈

務具 、窓掛工事は直接監督をしなかっ 1こので是等に就 ての記述を省 t 。

ホテルの機能を大別 して

1  ホテ; L- 倶1

1 . 舎 館 側

の二径 とする 事が出来 る。云ふ迄もな 〈ホテノL 側は 、宿泊 を目 的とする人の矯めの設備 .

舎館側は宴舎叉は催し物を目的と する人に撃すする営業である。先づホテル側 より謹ベ度い

此記事としてホテル側の包含する主なる室は

一階庚問、常食堂、特別食堂 、二階府間. 同廻郎 、貴賓室、同次室、同化粧室、テイル

ーム、 読書室、一般寝室 . パー ラー、 舷接室等である。

一階康問用家具は特殊材料を除き仕上材 、サ ーカ シャンウオ ールを用ひ種類数量 は大路

下の通 りである。

第萱階康問
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長 橋 =子

安当理 椅 子

肘 掛 勝 子

4守 子

緒 聞 大 裕 子

13fli司

30  /1 

50  /1 

35 1/ 

ノ、イパック チェア 10 /1 

卓 子 32 /1 

花 署長 22 /1 

燃 草 茶 15 /1 

以上の内 、安祭 . JIサ掛 . 小椅子で 115 人之に長精子及陪闘形大椅子に掛げる人を約35人

と見て、日O 人分の設備となる是に、二階照問、廻廊の分、安祭2511川、 ! 日掛精子10佃 . 長

特子 8 111if の使丹j 人員金約.50人と見て. 約 200 名の休憩が出来る のであるが、以上は室の性

質上‘ 主として宿泊客、同訪問者等の休憩、談話に使用される のである。然るに. 営ホテ

ルの ベットルームは、線、計 203 室、牧容人員、最大 270 人徐となる. 此外食事客の人員を

考慮し少な〈共宿泊客数の 3 分の 2 以上の椅子を成聞に用意せねばならぬ、以上 . 1 - 2 階

康問牧容人員約 200 とした のは此王m由 lこよる 。

此に 長 椅子に就 て一 言し ＿ごし、。 庚間使用のものは見 付 Ｖ 尺 Ｕ 寸とし ｲ ｾ の で相営の人 Ｓ 人

は楽に腰掛け得るりれ共友人知己なればよいが、全然知らぬ人は中身行儀よ〈一緒に掛け

て央れないのと夜学等 は従業員 の慌のよい ベッドとなる事があり、重い矯めに掃除等の際

移動不便等 と云ふ管業上の猷献があるので徐り喜ばれなし 、。只安の腫裁上最少限に用意し

にに過ぎない。常食堂、特別食堂家具は大してお話する程の事もないが. 椅子は弱〈なら

ぬ限り出来得る丈り軒〈する事力: 必要である。肘掛椅子は高さを却し奥行を浅くし、肘金

利低〈短かくせねば食事に不都合なのと卓子の下に押込u 事が出来ない o モグレも徐り高

過ぎるとサーヴイ スの邪魔となる。サイ ドポ{ ド、には重いナイフ. フオ ーク類を入れる

ので計lJ.'l の引手は掛戻りな き方法で頑丈なものを取付 げねばなら ぬ。

貴賓室 、に は特記する事がな いo 読書室は害新を読むと云ム より、 手紙 を書 〈人の方が

多い。此意味に於て 、ライ チング・テ { プルは特に留意せねばならぬ。テ ィールームには

清利な る特殊ノミ イプ椅子ーを用ひ膝張 りとした、 冬季は「クッシヨン」を取付11，夏季は之を

除げば便利である。甲板には j耐熱塗料「グリプトン」を使用しにものである。

次 に寝室家具 に就て述べ度い。 寝室 には特殊の ものを除 き、I 入室 と2 入室 とに大別す

るが大韓首ホテル に使用せる家具の種類は次の通りであ る。

寝 室 家 具

家 具 和 努1 ダプｽｾルーム シ y グ ノι ノルー ム

書害 机

偶

M

，

M

M

個

M

M

M

H

セ ｾＡｊ ー テー プ ル

ナイ ト テ ー プ ル
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〈小〉

y  ? 護

化 粧

荷主H!l ?l 

同

M

M

M

M

M

M

M

M

M

W

M

W

M

M

M

W

 

V

A

1

a

1
且

1

a

'

a

1

a

'

A

n

，
b

ノル

子

子

子

鏡

物

ト ラ

ツ

椅

集 締

掛 椅

見

コぇ

小

安

肘

委

敷

ペ

r  

シングル・ルームの小なるものには化粧机を用ひす・従って 、之に要するスツ

ールのない室もあ る。 洋服タンス . 大型は外法間口 5 尺. 奥行 1 尺 9 寸 . 高き 6 尺 5 寸と

ツ

上記の内 .

し小型は間口 4 尺 とし1: けれ共室 により 3 尺 5 寸位のものを今一種位必要と思ふ。ナイト

テープルの甲板、巾 1 尺 3 寸 、長さ 1 尺 7 寸. 高さ 2 ) ¥. としTこのは特 iこ研究しに長小限の

寸法である 。他は特筆すべきものはないが 、只姿見鏡に就て一寸注意すべき事がある。是

は壁に取付りに、巾 2 尺、高 さ6 )て( 床 より ) のものであるが取付位置に就て特 に注意す

ベき事は、入口より鏡の見える場合其反射により寝事が絶劃見え ぬ様な位置に置かねばな

らぬ事である。向化粧机の位置も其反射法角を成 る可〈迦り廊下より直接化粧姿の見える

のは最も禁物である。配置に際して 、先づ「ベッド」の位置を定め 、鏡の位置 、化粧机の

位置を研究 して他のも のを誼営に按配する事が肝要である。向叉ベッド に臥して共寝姿が

鏡 に映っるのも絶望討に 避 げねばな らぬ。鏡は其fll: 世主 しき を得れば室 を明る〈 廃 寺感じを

ｾＣＡ へて大 盤 効果的のものであるが是を誤り取付くれば 、 日光を反射し＿こり電燈がキ ラ ツい

? こりして非常に不愉快な落付かなし、感じ を輿へるも ので 、共配置は「ベッドル ーム 」中最

も注意すべきものなのである。

費用は家具 、敷物、窓掛 . 電燈務具 . 寝葺附属品共全部で一室営り「シングルル ーム」

1 千闘程度、「ダフe ルル ームJ 1 千 5 百闘程度である。

其外寝室附属のパ ーラ{、 際接室が少しめる η れ共家具接飾と して特に申上げる程の も

のはな い。

次 に舎館側の家具設計 に就て盤 fこ事 {e 少しばかり申上げ t: ｾ、。

舎館側の含む室は大関次の通りであ る。

一階康問、二階よ り七階迄のエ レベーターロビー。

日本室、三階儀式室等グリル・ルーム. 二、三. 五階安舎場、二、三、四階各待合室、

である。

安舎には必十休憩室の設備があ るので、一階庚聞を始め各階康問共家具 としては僅かぱ

かりを配し? こ に過ぎぬので大して申上げる事もない。グリルは目先をかへる矯め にパイプ
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使用の2家長具とし7に: 。テ 一プJルL には テ- フ

桜に特殊耐異製熱4熱l塗料の「グリブトン」 をを 「使使 ｡ 用 し ｔ仁Ｍ ｾ

ヨたに宴合用と して の家具に就て純J 目的 に月』述べよう。先づ:応舎として最 も重要な事は共

人員槻係である 。営ホ テノt . : 以・合場及待合室のm，' 般の割合下の通りである。

第 二 階 待 合 室 130府 間 安合場 230) 市

第 三 階 待 合室 130m;  同 安食場 184席

第 四 階 待 合 室 315m;  

第 五 階 休 憩宣伝 37) 市 岡大去・合場 486ff1; 

是によりて 見れば、安合場席数 900 に封し待合室 ffI，' 数 612 ff{; で是も矢張り前者に劃し後

者は 3 分の 2 以上なければならぬのである 。

安舎は云ふ迄 もな〈毎日種々雑多な ものを引受け るので共忙関、大小絶え聞な いのであ

る、従って使用する 家具 に就て は以下示す様な僚件を具備せねばなら ぬ。

1. 椅子、卓子共短時間に配置を するので極めて堅牢に し而も出来 る丈げ躯 〈せねばな

らぬ。

1. 食卓は Ip 阪の反り狂ひのない様じ注意 し、共紘は疋確に削り 角を立てる 事之 はテー

プル. ク口スをを? 掛け fたこ時非常に奇 麗に見 えるので dめうる、 f向古苛ul ;J.与L子は必必、す

事。

1. 椅 子の党れは床より「 シ ート ｊ 迄の高さより ｦｦ￬ 低〈して片付げの際反 ｾ ｦ に 重ね る 事

が ｉＺ ｈ ｾ 夜る様 にする のである ｄ

営ホテルの分は上記寸法は勿論 「シキ」の前部の権を殴し金物にて連結して 、特に前

「アホ リJ として製作したので掛心地よく殊に長時間の宴舎には疲れを料くする事が出

来るのである。

1. 掃除及配置を? 急: ぐ局め卓子、椅子共ij.t U部 には必十とり 金物公付 すべ き事。

1. 宴合席数 以 上の大 Ｚ 広舎ある場合常備の椅子不足する場令待合汗 ｪ の 小 椅了Ｎｾ用ひ 得る

様小椅子の高きを宴舎用のもの と同厳にして置く必要がある、 ij長材料な成 る可〈似ょ

った ものに越しに事はない 。

合総側の家具設備に就てはった開以上の如きものであるが、 ;去t舎携に使用する! 1 ! - - T は 小村

子 900 f悶に十1・二 、三、五階宴舎場全部 にて

何 4 )ミSτj・ 1- L 卓 子 宮8flb1

3尺 x 5尺 長方卓子 176イ1M

係 5 尺 竿悩!卓 子 10似1

傾 3尺 同 5佃

である 。牛閲卓子は長方卓子を連 続 したる場合の南端に使用するものである。
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営ホチルには長;J 卓子に重きを置いて居るが大骨量之は東京式と云ってよ い. 大 阪地方は

丸卓子{ t > 本位とする方が喜ばれる桜である。 4 尺 8 寸 丸 辛子は 8 人分であるげれ共係 6 )く

として 10人分の もの.{t>設 備すれば大阪では向ー居結構である。

食 卓 、椅子共各階食堂ハ唱えす・融通する ので其材 料及仕上げは全然同ーとせねばならぬ

事は言を侠Tこない。

害 事来って刷れば、何fごか取! とめない下手なホテル講義の綾な ものになってし まつ にけ

れ共貧- 際闘面を 見 ても質物 { t >見て も一寸策のつかぬ事が多いの で、新大阪ホテルの家具に

就て書い たと云ふより、こんな J兵毛合で兎にも角 に も同ホテ JルL の家具設計 i仁こ t亀笛主言.つ fにこものと j

つ τ 戴き t: いのてで占ある。

此 外以上述べに より以」三大 切と思は れる のは . 特殊事務家具 、及相l家具殊に地下大会見4

の各種棚煩である、装飾的のものは平〈いへばどうでもよい様なもので . あるげれ共. 種

ｫ の酒類や鑑訪・類忽始め無数の食料品ｻｴ＾入れる棚Ｎ箱頴、リネン闘係の棚、 ｾ［￭ Ｇｩ 類Ｎ仕事合

等は賞用品M係にて. 些車18の融温も利かない. 非常な 重 いも の をf 入れるもの等水柄、材料.

製作方法等に就て帝国ホテル其他へ幾度か賓地見皐研究をしにもので柳か書添へ御参考に

供し度いのであ るのれ 共徐白なき矯め筆者の甚 ｴｾ 遺憾とする 彪である 。

新 大 阪 ホ テ ル 一 階 中 央 ホ ー ル
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新大阪ホテノV の 構 造 及 強 度 計 算

竹 内 政 ?台

新大阪ホテルの構造計算概要を要 致されにるも、本来該構浩設計は現大阪府営繕謀長

川口先輩の手になるものであり. 小生は営時金〈共の一助手として仕事に闘係致 しfこるに

過ぎする. 都合により小生が代筆す る事になり簡単に概設する次第でめる。

新大阪ホテ ) L は御承知の通り大大| 妓の文化施設として有数の大管迭であり、是が設計内

容に於ても幾多賞事者の研舗をw' ねられたるものであり. 加之ホテル t 稽する類の建築が

あらゆる建築に比し、諸機能に於げる有機的結合牽聯ｾ最も要求される事は論を侠 ｦ こ ぬ 課

である。則ち構造主穏に於 ても 一切附帯設備の諸機能にー背馳せす充分合理的構法を誼用す

る必要あり. 官時に於ては位相互の配置 、梁の架設法等に細心の注意を要した次第である

竣工せる現在に於て向不都合の黙あらば研究米 ｴｾ しの非難は甘んじて受ける心算であるが

首初に於ては全〈最善の努力{ f t ! 弗つ fこ事を認められたい。

就中最も苦しん fごのは: 医冷房ダクトの横走叉は立上り配置に封 し是を如何に梁叉は往 に

抱き込み叉は馴ませるかの黙でめり、軍事に架構法には多 k 考ー慮を要したのであって、健全

なる人慢が rt 似の所在を忘れると同様健全なる建築は如上の各機能がその所在を露骨に示

さすして機能金からしむべきを期したのである。因て誇構造設計は「ビーム・プランJ rス

ケレツトン ・アウトライン」の完成によ h先づ仕事の過竿を了しにもので以後の計算法に

歪つては敢て諭す・る程の難しい事はやって尉らぬ積 りで ある。 ftl Jち 「スロープ・デフレク

シヨン」法により梨構解法を逐次に行った次第である。

おもその解法の内察に到つては )11 口氏摘得の「プロセス」を用ひられたる事を特筆する

次第であるが、その設明は只今は御兎象り t: ぃ。

構造概要 建築平岡は東西 36. 4米 、南北 80・02 永、地童話商周圏 lこは L 日米の室濠を

f u ! らす、北側は地下一階共七階にして中央は地下二階共十階建、南側は地下一階共九階建

の三大「プロック」 よりなる、第 一階外壁翼線内面積 2，725. 666 平方米、第一地階擁壁員

総内面積三115.48 卒方米である 。主開は餓骨鍛筋コンク リート iι 長度 0.1 のl耐震耐火構

造である。鍛什は較鋲に因ると! 1 1ft も要所に於て計算外に電気熔接怖強をなす。鎖骨・の加工

徒に熔接;JJI 工は三菱及川崎治舶所の施工に因るが故に橡想外の好成績を牧め得 t: e聞いて

居る 。基礎は第一第二地階を廻っ て「ペタ 」基般地行となし. 桂下を中心にわt 長24米及20

米 . 末口 25粕iの米松杭打として耐荷力 25噸となした。是は50噸の載荷梨積試験凶週間に於

て沈下量約1 . 5 榔止りなるを認め、共の字分25: 煩を以て安全耐荷ブJ と確認しに のである。

「ベ タ」基礎より連続して擁壁を立上げ一歩) 外防水仕鮮となして充分水墜に耐えしむる方

針を? とる、第二地階の雨翼には製設「ラルゼン J Ｑ Ｂ 型矢板攻め として 是ｾ夫 ｫ 第一 地階下

「コンク ' ート」製「アンカー・プレート」と「タイロツド」を以て繋結す. 基礎繋梁はそ

の主要 なる梁通りに於て鎖骨枕梁を鍛筋に代替せしめ以て大なる負幽能率に耐えしむるも
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のとす。

向上部鎖骨柱は殆ど Box

型 . 等脚 L 八校組を以てし

梁 も同断等脚 L Box 型 と

して佐梁の仕上見小j は同 11I

となる如〈計聾した。

向官会談であるが杭は一切

「マキナ ンテリー」杭打機

9- B 型 、叉は油谷上n l

型複働式により一日二事乃

至三菱運樽別閣の如き工院

により 杭打金属 し、 大韓打

止沈下量に より算定さ れfこ

耐荷力は30噸内外であ った

「コンクリート 」工事に就て

は 、基礎泣「イナン データ 」

使用、上部主憶に於ては「

ワーセ ク リータ J { t >使用特

に上部「コンクリ ー トJ ¥こ

於ては水セメント比並に I

ウヲーカピリティー 」 の黙

に考慮を挑ひ、先つ' 嵐定 4

5Iil; /糎 2 以上の温度を得 fこ

のである 。構造計算は鼠に

その一例のみを? 示 して繁雑

を避りた ので、計算の順序

としては可及的系統的に属

理する事に勉めにのである

各街重の限定は次の 如〈 で

ある。次 i二*- 卒荷重を算定

し各架構の横力分布係数合

定め 、各架構に就き j祥法を

なして後各部材断面の決定

に{ 多つ fこのである 。以下そ

の断片伝記す事 により大幅

の傾向を 示 すに 11: めに い。
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新大阪ホテノレ設備設計施工の跡を顧みて

甲 斐 原 四 郎

昭和 4 年12月大阪市に園際ホテルを建設すると云ム共の目論見書に要する設備概要の致

算を頼まれ 、続いて此の設計より昨年12月落成迄 5 ヶ年間の 日子を費しましに。 最初E象算

{e作った時は物債の安し、時でありましにが 、途中金の輪出禁止になり俄か に物慣が騰貴し

矯めに珠算の金では如何ともする事が出来な〈なれ舶来品は全部和製と費更し、向節約

の出来る所は極力節約したる設計に費へましたが . 倫官余儀なく多大の追加珠算を致しまし

に。此の間相営の苦心をしましにが、叉閥係者方 k の御了解 に依って設計 も棋本的に覆す

にも至らする、私の希望{ e ' e { 現させて戴いた事は感謝に堪えませんでしに。

扱て設計に取りか〉りますし第 1 に定めなげればならぬ諸設備の容量に就ては、主幹ひ

私が10年間程帝図ホテルに泰職 して居て同所及び東京舎舘に於いて質際耳元放つての上の「

デｻグ」がありましにし、叉系数等ｾ 定め るに 就ては Ｏ ｊ 、 規模乍ら質験等もし て 見 、之れに

「モダーン」ホテルとして米圏 一流ホテルの 「データ」を雑誌や本の上で拾ひ参酌して定

めま し? 二。帝園 ホテル を建てる 時は外人の設計に依つにが矯 めに. 日本人 とは生前様式に

於いて異なる鹿があり都合の惑いｾがあっ＿こと思ひます。例へば Ｗ｝Ｈ や 湯 は日本人の方が多

〈使用致 します。 幸ひ開業営日よ り客室宴舎共に満員の盛況にて諸設備に金負荷の「テス

ト」をする事が出来まし? こが. 仮定や推察に誤つ に黙のなかった事をひそか に喜んで居り

ます。

次 に建築の「プラン」に就てホテルはサ{ ピスを賀 る所と申しでもよい所でありますか

らサービス の矯し易いやう にしな〈ては な りません口 ホテル建築の最 も他の ピルヂングと

の特異性は此鹿にあるものと思ひます、然も之れは多〈所謂「パックサイド」にあります、

舞蓋裏がしっかりして居ぬと立汲な芝居は出来ませ ん、私は設備の受持ちであるが同時に

主 として此の方も見ました。第 l 料理. 材料はホテルの何庭の入口 から 入って来るか、何底

で検慈し何虞の倉庫に入れるか. 叉生な物ならば「 ブツ チヤー」とか魚、場 、野菜携に入れ

r-7 ｾレ ー 」 として冷 蔵庫 に入り料 理場配膳室 を経て客の前まで出る、其「コース 」 が 整

然となって居らねばなりません 。叉従業 員が何ｾから入 っ て来て 「タ イムキーパー」より

更衣室洗面所を経て各自の職場に就き 、叉 は寝室 、食堂 、グリル 、安舎場より洗務室. 用

度 、倉庫等に過する「コ ース J . さでは従業員食堂叉は従業員休憩室への裏通れ此の道が

便利よく叉不都合のない様に 昇降機装階段叉は「オ{ グーシユート」とか「ダストシユー

トJ 1" リネン シユ { ト 」の如きも ので接がれて居らねばなりません。



従来のホテルにては此の最も大切なお Ｕｴ､ 誌も献りてｽ，ヰ ｲｾ 棋に犯は思ひまし ＱＺ ので 、 之れ

を到1想、に 近 し、械なも のにするに建築設計者 と共に 大いに苦心間安全致し現在 同来て居 る様

なものを設 計 しまし 1: 。賓に 此の方面には放 も力を注 ぎ多大の「 スペースJ ｾ割 愛 し Ｎ 設

備 としても亦各 所 に Ｔｾ の自働式人初 Ｇｪ J i j 昇降機と 2; ; ; の「ダ ムウエーター」を置き、 打合

ぜ用とし- r ｾ［内専用 の向 的 式電話叉は「てウマチッ クキ ヤ リ ャ」等 Ｎ も設りまし た 。 術直 通

用の 「イ ンターホ ン」 も目下迫力量生置中にて術ー唐の徹底 を期 しJtt<l. 、t 思って居 りま す、

指定 するに人祭，的「サ{ ピス J をH' ，来る映り機械力に診し、人件費 と無駄ぞ省 き其の上 に

敏速仰賓 に し ｦＱ ｮ 、ｾめであります ｌ 之れと同時 に お客様の 出 入口と従業員商人の 問 入 口

が定めら れ1: O 所以外 に1. ) 組劉的にない事であ ります 最 も大切な事の一つ であ ります己

又料停場が従業員の通 り抜り の道路にな ったり 、お客様が「ト ラン クJ やおtl 援物 と一緒に

昇降機に 乗り合はきれにり す る不都合のない様 に しました。

此のホテルの「バックサ イ ド」 の連終が従来の ホテ ルの夫れより良好であ る と云ふ事 tこ

な りまし たならば . 私共の苦心がほんと に酬ひられにもの と思 って屑りま す。 知て設備夫

れ自身の設計に就 て思ひ附す ま〉 を、 11関序 もな 〈記述して見度い と思ひま すが、色 々設計

者の顔の異って居 る様に考へ方は人々 lこ依って異なるも ので、新大阪ホテルの設1 J m設計カ;

絶到的に最良のも の とは私向身思って廃 りまぜんが 、相営苦心をし叉之れ も考へ方 の一つ

であると云ふ稗度に待jJ了解を刷ひま す。先づ暖房及 び冷房に刻: て帝図ホテルは 長 い間電気

暖房を して 居 仁 厳 近 温 水 暖 房 に 轡 更しましt: 。湖水; 医房にし 1: のは建物の構造より 強制

循環をしなげればな らぬからでありま す、 夫 れ以外の盟山はありません。

新大阪ホテ; ! - の設計に嘗り非常じ経費のか= り保守に困難な電気暖房は問題になりませ

んでし1: 。保守に ffi 難と巾しまし 1: のは電製lは家庭 t 異り大袈裟に使ふも のでは電流が多

〈 なりＮ 韻電線から 「 コード」 に 至る志太〈なり接続制所の過熱 Ｎ ｾ常に心配し て 居ら ねば

なりま せん。然し便利なものでありますから 此の度は 夏冬の移りかわ り目とか . 病人の場

合 とかに 妓房を通して 居ら ぬ時、客の要求に感じて臨時に小型のものを入れら れる 丈りの

科度 に して置きまし 1: 。芸大ぎに 潰7) ( 暖房 に就て考へて見ま しt: が. 第一設備貨が高 〈なり

、第 2 に客室 には徐分の 「スペース 」がないので脱力「ラヂエー タ- J を小型 に したい、

第日客は終日 日室に居るものでなく 鮭は f{{ 守の時の方が多いので 、其の閉経済上「ボ ーイ

」 が「ラ ヂエ ーターJ ｾＮｬｬＭＮめており 、 蹄へって 来て「ヴア ルプ」を聞き短時間 に ［臨める 、

此の鳥11病院の病室とは異るものでめります。斯う云ム使用 には潟水 よ りも 紫門の方が都合

が良い . 1，j¥ 4  ｩ ｆＮ［ 風ｾ作つ ｴＺ ，) 洗i存や料 flj l.に虫I1(nf しでも 務汽が必要である防l係、ト、淑 ;Mf f i ::t

げでは間 に 合はぬ Ｎ 内側 ｩ 室 に 湖水 ［段りｽ丈 り の訟Ｈｩ ｩＣ ｾ 別にしな〈てはならぬ 、 滋 ｦｩ 媛房なら

ば 「レデ・ュ ーシング ヴアノL プ」がめ れば夫れでよい 「スペ ース」の閥係もある 、斯う云ふ

講で蒸門暖房を採用しました。ホテ A 側は B階なので 「ダ ウンフィ ー ド」とし 、安舎携は

77 川



日階迄で で あるから「アップフ イ { ド」 に しま した。次 ぎに 冷房接置で あ ります力; 目論見

珠算金作 りまし?こ 昭和14 年頃は未ピ冷房装置は大い に位樺 な ものと考へ られ て居ましに し

父後り方 k に もやって居りませ んで しにが之れから建てる「モダ ー ンホテル」には是非採

用什ね』まならぬ主恩ひまし 1: 。

扱て採用 すると すれば何鹿を冷房 するか 、金付にては費用がか〉る 、客安にす る か %台

主主 とするか . 叉食堂「ロビ ー」等の「パブリツク J ，)， - ; t - にするか相蛍議論もありました

が、結 局「ロビー」、 食堂 、グ リ; L 等 の所謂「パブ リツク」ホ ールにす る事に 致 しまし に。

後ち に客室の一部 と安合場に も蹴日長しましにが初めは上記の所丈げでありましに。冷日 FIJ

「コンプ レツサ ー」は機械室の床面積の最 も少な〈て情む東洋キヤリヤのターボ式の もの

を採用しましに. 衛 生設備 にはホテルとしての使命上のーっとして最も金をかりたつもり

であります 。 例へば浴柑の如きも 陶総製 に しましに 、 ｦ 古 ｪｊｾ 有型をやめて「 ス リーパ Ｍｊ 型と

し. 日本人の標準身長に依って特製せしめにのは無駄な湯 を節約す る矯めであり去す 0

ＲＰＰ 以上の浴村 Ｑｬ の数になり毎日使用する と 大きい費用の節減になります。叉浴料 ｬｉ の製作ｾ

内地陶器舎枇に依頼す るに就ては、 州予夜祭えと納期に劉し、イii I分初め ての大量注文であっ

1: ので可成りの英断を要 しましにが、陶総合祉も非常に王常設して 1災れ7象明以上の結果; を納

めましに。配管に就ては「プラ スパ イプ」の事を考へまし1: が、費用の黙で取り止めまし

た、只給湯管で循還系統から離れ fこ11他省ーとなる所は全部銅管にしましに 、給湯管に鉛管は

絶剖的に避りましに 、 給水管として用ふる際も般震な検脊を致しました、排便管はｾＩ論鋳

接管と し其異型 管に劃 しで も特に検有を腕し くしまし仁 、井戸71<1まfi l . ! 6l f の流し水と 用外撒

水機械 の冷 却水以外 に は使用しませんでし仁、筒井水の色度を考へてｻ史探にｾ Ｎ ｉ￮ ｌ 、色物 の ｬ 宋

期も考へまし1: カ; 白色が最も衛生的に感じられると云ふ見地から取り 11: めにしまし仁 、

井水は検l ! f . ω結果鎖分が多いので 策曝州にて「ヱーレ{ シヨン」念行ひ、「サンドフィル

グー」 で路過して用ひて居ります、可成り悪質の7) <. の様に思ひまし? こが充分なる 「ヱ ーレ

{ シヨン」に依って支障な〈使って居ります。別に過 マンガン自主力H阜の如き薬物は使用し

て居りません。 屋内 を走 る主主水管の青 に劃しては流水の速度を比較的少な〈するとか、「チ

ヱツキヴア ルブ」を全部「スモレンスキー型」にするとか. rタービン」刊筒も製作者 に

脅の燃 を注意する とかして可成り 策をつけましに。暖房用蒸門の「スチ ーム ハンマー」と

共 に 客室として使用の州予匹余ねる 所の 、同来る事 ・ ｾ Ｇｉ 其 れたからであります 。換気 に就ては

客室及其の浴室 、 主主Ｚ 合 疫の 便所Ｎ料開場及配膳室、地下室 、 お ｕ ｾ ｾ 主 と各系統分りにしまし

たが、特に地下室 の換祭は 禿分にし洗濯室及電策室には排気の外に詮策もなす様にしまし

?こ。ホ テル建物の釘1< 地下室に小さな主力;深山出来るも のでは 、特， . 此の部分の換気は定

分にす る必要があると思ひますり之れは従業員の能率に大 きい附係が めります。叉 Ijft号に

は排気色共 ｉ ｾ 新鮮な益集を ｩ 若りますと、 Ｑ えー期暑熱に ｴｬ ｪ しむ頃ｌｩ特によ い と思ひましにカ人
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排策 に故 障のある時直 ち に 副房 内 の策 魅力［高〈なり Ｎ 食 堂 Ｍｽｴ の 他隣接の ＱＱｾｉｍ に臭気合出す

倶れが あ るので 、外聞にて は迭気 もな して居る 附 もあ るが、此の何 ではl : nl: の様な王rp.Ll Iで

封| 策のみ に l上めまし1= 。大阪 は年中南阿風が強レ ので此の l玖慨を 挫 りる矯めに . 料: F! 日拐を?

県側仁 Jl iI. つに の も一つは奥気念館内に蛾放せしむる事 を。|免れ 1=からであ りますO

汽銚には ＷＩＨ 管式を採用しましに、之 れは 料 正 ｜ｉＡＮ 場、洗 ｩ 私場等に於いて多量 の 楽汽ｾ 放 ｩ ｬ ｜ せ

しめる矯め;暖房にのみ使用する場合と異なり 、常に新しい7 k { e 補給せねばならぬ。従って

跳内に 「 スケール」が淵まりますから、焔管式の械に拙 除の ｾ し 襲ｉｦＮいものでは よく な いか

らであります 、又共の容量を定めるには冬期最も忙しし 、時三占採用ひ、通常二織として一様

的制加とし 、 叉夏期間 ｾｊ 散なる ｬ 時 は Ｍ ｭｲｬｦ に て足 り る様 に 脊 Ｚ 世 を 定めＮ大憾に於て常に始ど金

負荷に使用し料い負荷状態で使用せぬ様に しに事は、円融{ e 出来る限り能率よ q 動らかせ

燃料の総理与を計るつ もりで あ ります。 叉汽Oi ! 1i の常用監力は 100 封度でありますが . rスー

パ ーヒーター 」を附し30度蒸何を過熱して居 りま す。 「ドレ ーン」 が非常に少な〈現在使

用して結果は頗る良いと思って居ります。

向 ｬ ｕｏ 封皮の蒸円ｾ 75， 30， 15， 5 と種 k 肱カ{ e 艶へて 、 夫々最も i薗嘗な恩尽力の下に使

用して居ります。燃料は重油を使用し土しに。之れは主として汽縦室が第 2 地階にあり 、

石炭を用ふる時は相嘗の蹟さの石茨E誌が必要でありま す、之れが地下室に取り得なかっ?こ

からでありま すが 、又一つには勿論取扱ひに重油の方が便利であるからでもあります。朝

日新聞社 主の聞の掘割 に重油舶を入れ . 船 より 直接道路の下 に埋設 しである パ イプに依っ

て第 2 地階の油糟に入れる仕掛にな っ て居り ます。

電気設備としては市電より 3，300 ボルト にて 受電 して居ります 、二 回 線 あ れ 一 回 線 は

激備でありま す、 官。; 内第 l 地階 に中央費電室 と屋上 に、 客室側 と宴舎室側 と各 々- j同所の

受 電 室 公設り Ｑ Ｎ Ｑ Ｎ Ｑ 央 後 電室 より 之等に高 ｊｂｉｾ にて配電しＮ叉遠方操 作 式にて操作し 、 中央襲 Ｇ竜

安以外 には常時石-1混入を置いて居りません 。之れは高! 軍配電 に依って設 備費ヤ安 〈すると

共1二、第 i 地階の如 き利用禁の高い丹JTに蹟 い「ス ペース 」を取らない事と 、故障を医分的

にする矯めでありま す。停電用としては蓄電池 と 「ガソリンヱ ンヂン J l E ( 結の強電機 とを

(ri li へに き希笠を有して肘り ます 。弘二電池は殻電するまでの聞を持ち l耐え得る丈り の本最に

て‘ 父「ガソ リンヱ ンヂン」 にし 1= のは起動力: 科 易である矯めで あ ります 。総 べて竹・nr の

際自l動式 i二切 り占拠る織にしましTこ。

ｊＡ ｾ ｻＮ＠ U.月間 の 「ア ウトレツト 」 は光泌を大 き〈して共の放を少な 〈す る事を 、叉「コ ンビユ

ヱン トコ ンセ ン トl としての「アウトレツト」は充分i*山に出 す様に心拡十けまし 1: 0  !!(l，明

周の「アウトレツ 卜J ｾ少〈しにのは保守上よＱＩ Ｎ X  rコンビ ニヱン トコ ンセント | を多

t しにのは使禾リの 上か らでめ りますの
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給 ｩ 士 呼出標 示 桜 、 客の在不在の様 子 式総等 に ｾｩ し ｵ 考案 し た も のを 使って居りま す が Ｎ 1f T  

車 ｊｩ 巣ｾ得て居ります。

諸機械の故障標示遠方操作記録計等を一列のボ ード に納め 、件j 生機械電気 を取組 めソン

マンコ ン トロールと す る様に致 しまし 1: 。

之れに依って非常に多数の宥硯人を省事. 故障ち未然に防ぎ狛経済運特に大い に役に 主;

って居ります。之れは ｉ Ｍ ｉｪ 来上っ て使川するま では多少の挺曜を 以て 居り ましたが、 ｴ ｾ ，明以

上 の成功にて 今後も ・此のブ'j l商には主華々 力を註 ぎ度、 、t 思 っ て出ーり ますし. 3 ( 将来 1:11 - Kる大

きいビルデイ ングには此のワン マ ンコン トロ ーリ ングボ ー ドを必す・備 へ 、統制 ある蓮陣と

経済 連 時と に 留意せられん事ｾ［ｦｦ ｪ 笠致しま す ｊ

既に あ る建築に此のホテル と同校の此の極ボ ードを設置す る事を閉し、て居りま す。私と

しては心よい= ユースと思って 居 ります。猪本設備 設 計に於いては電気 . 瓦斯、井 7)( . 市

7k . 給湯 、蒸汽等全部 各係系統別に して各 々計量器を以 て計量し得ら る〉様になって居 り

ます コ原慎計算 を疋尚一にすると共に営業上より無駄を省〈目的でありま す。上に記述 し1:

庭は主として設計に就ての心持ちの概峰でありましたが . 諸 先TEの御指導 . 同僚諸氏の御

ｉ ｴｊ， Ｉ ｊ に依って 幸ひ大 ｩ め な〈工 事決成さに立 ち至りまし ｔ ご事 を深〈感謝 し て 筆Ｚ ｾ捌きま す ｕ

新 大 阪 ホ テ ル ・排 水 ポ y プ



ヲ ン ? ン コ ン ト ロ ー リン グ ボ ー ド

接電機 ・詮風機 ・冷房機 の様作盤

新 大 阪 ホ テノV 設 備 機 械
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戚温度ｾｾ

気 遺 装 置 用 プ ロ ワ ー ニュー 7 チ ッ ク ヱ セ ' ク タ ー の 宰 試I酪縮

機1えそのタ ンク

ニ ュ ー マ チ ッ ク ヱゼ・クターとそのバノν プ

圏. 睡圏直 、 ， 
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。

客窒出入口 の給仕呼出

袋起用標示品



消火ポンプ・反

其 の ヱ ン デ ン

ポ ン フ・室

バ キ ュ ー ム

ク 9 ー す ー

新 大 限 ホ ア ノv 設 備 機 誠
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7令市用

茨 酸 克Wrff '世紺i機

モ ー タ ー ハ、、ノレプ

モ ー タ ー タ. 〆バー
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新 大 阪 ホ ア

乞 配 管 準 備

ノ レ 設 備 概 要

工 作 に 就 て

竹 花 末 春

新大阪ホ テル設計営時主開構造の闘面を縮め てゐ 1: 閥係上、多少設備工事 との聞に交渉

があっ t: ので餓'円・現寸完成後建方が 5 階頃主主進んに頃. 急: に設備工事掛制1助 として設備と

建物と の取合ひを主 として撚首する様になり ましに。 今迄にこ の程の仕事 に劃する経験な

〈殆ん ど白紙の妖態で司王に臨んにので、一定 しに見識 も意見 もありませんが該建物の設備

工事の大要 と配管準備工作 とも 云ふべきコンク リート 打以前迄の仕事 全漫談的に述べ て見

7こい と思ひま す。先づ設備工事の概要から始めますが、設計最初の主旨及び用途上の効果

等は巾斐原氏の論文を御多J! f1下さい 。

1 電 気 工 事

イ. 電力線ケ ープノL 引込み及電話局線引込工事

口、電灯 プラツグ 、天井扇 、電熱動力及私設電話配管配線工事

ハ. 鐙電室、中央監覗繋装置 、内外 火災報知 、電策時計 . 非常用蓄電池、給仕11千出並 自

働車11手/+'， f言蹴 、デノー テイ ング、私設電話交換並潟県室接世 . 及避雷針設備工事

以上工事の慌走配管は在来 と問機コ ンクリー ト床版内 に隠蔽工事 とし ましt: 。 コンヂツ

トチュ ーブ配管に際 して 、整然 と配筋 されに餓筋を商Lさな い様 にアウ トレツ トボ ックス に

錨鎖製の使 3 11寸高さ 3} 吋の闘筒型の ボックスを採用して 、コ ンクリ ー ト床版上端に チュー

ブを配管しました。故にIJ、梁或は大梁の上を横断する時針金でチュ ーブをよ 〈梁 に結着 し

て置げばコンクリ ート 被被上露出する 民れはあ りません。立上 り管は専用のパイプ シャ フ

ト内に露出配管なので すが、 シャ フ トの向きがフ・ランニングの都合上費 る事が間々あ りま

す。 こんな場合天井の有効高 を可及的 に多 〈採 らうとす るt 勢ひ シヤ { プベ ン ドに陥 り易

いのです。こ れが配棋上最も困る 問題 なので シャ フト は絶射 に一直線に 採るべ きfごと思ひ

ます。 ホテル建築の如〈 深山の寝室主? 有する建物 に於ては ベツ F . 家具 、鏡の配置が各室

各様なので 、「アウトレ ツ ト」の位置を趨縦 に盛出しして ゆ 〈に は可成 り津山の園面が必要

となり 繁維を来 しますが、施行に際 して見易 い様 に岡商を整理するには闘商呑競の付 け方

如何によって割合簡寧に纏める ことが出来 ます。

受電は 市 電本 閏 費電所 中 央 市 場線 及 端建蔵橋棋よ り 二 回 線ｾｊ［ＮＨ、て西 側 擁壁を貫通 し 、 第
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Ｑ 地 階 中 央饗電 所へ 交流 Ｓ ， ｾＰＰ グ オ ルト 、 ＶＰ サ イ クｽ ｬＭ . 三相三繰式にて受電 し、こ、で主

要電力 を制禦配電するの です。叉別に屋階に 2 個所の補助費電室を設り . 之 よ り附近の電

灯電力 に配給して ゐます。 配電方式は芸大の如〈です 。

高摩動力一一交流 3，300ヴオル ト三相三線式

低贋動力一一交流 220ヴオ ル ト三相三線式

電灯幹線一一交流 220ヴオルト 翠相三線式

或は 交流 110ヴオル ト皐相二線式

7象備護電装置 としては「ガ ソリ ンエンジン」直結交流瑳電機を設置 しで あり ます c f ガ

ソリ ンエ ンジン」 は、出力80馬カ 、4 策筒 . 廻輔教毎分 1，200 回. 燃料消費料金負荷に於

て 1 馬カ 1 時間 に付き 0. 45 立で、 交流護電機は横車dl防惚型 、廻持界磁「ダンパ ーワ インデ

イ ング」付き三相三棋式、出力 62. 5 K ・V. A 極敢 6、廻持政毎分 1，200 回、 電摩 110 ヴオ

ルト、用波数60サイクル 、カ率80. %の ものです、 狛ほ 3 馬力の起(動機 . 12ヴオルト 150 A. H.  

の議電池、出 力 14 K. W 防iゑ型 「コ ンシ ユテー テング」 什直流附l磁機 を併置 して ゐま す。

前記護電機には停電の際「ボ ーアホ ールポンプJ ( l o馬力) rサムピッ トポンプJ ( 10馬力)

の電源、として三相60サイクル 、220 ヴオルトの鑓I繋総を設備してゐます 。

111 $ 6  

三大に設備設計者が最もカを注L、Tご中央・監視盤の装置を名前fごり列拳しておきます J

... . 電気親時計 ( 有極式直流24ヴオル ト、 一分飛式)

口、 火災報知機

電鈴動作表示( 全官官32 ケ所)

，、. 温度及i身、度計

温課度計 、ホテ J l- 側温度計、冷裁庫用温度計 、合館側温度計 、温水用温度計 、感潟、度

計モ ーター操作. 温幌、度計基盤沈ー器保作。

- . 電働機運梓及事故表示( 二面)

電働機運韓表示、ヱレベ { グー事故表示及際答 . モーター操作表示 、モーター ダンバ

{ 操作表示、ポンフ・自働運轄表示 、屋上費電室操作及表示 . モー ターパルプ操作及表

示. ガ ソリ ン種電機操作。

ホ、 蒸祭流量記録計

サムピッ ト、 厨房蒸策流量計( 30ポン ド、 15ポンド) 、洗濯場蒸策流量計、エレベター

故障 . 幸子報電鈴、遠方操作手元控操作、モーター事故詳報 、自働起働モ ーター 事故事長

報。

へ、 水位計

祭曝槽、井7 k タンク 、市水タンク、流量記録計( 厨房、各階パン トリー、 洗濯室 、ホ

テル系統. 合舘系統) 、水位 計 操 作 ( サ ムピ ット、 集曝措 . 井水、 市水タン ク) 、ホテ

ル系統蒸気・流量計、合舘系統蒸気流量計、水位非常笹報電鈴。



ト. 監カ記鍬計

瓦斯. ニュ ーマチックエゼクタ ー. 給湯置き力計、Jj J房l出力計( 15ポンド) Ｎ ボイ ラ ー ｾ

力計、厨房墜力計 ( 30ポンド) 、洗濯蒸気l監力計 ( 30ポンド . 5ポンド) 、 ラヂエ ータ-

R 力計。

以上の 8 面が中央費電室の一部に設置してめります 。

2. 給 水 工 事

衛生器具の洗機用水を除〈外線、て上水を用ひ . 上水引込は南北南道路に腿淡しである市

水道本管 6 吋及 511寸管より 511寸及 411寸管を分岐して西側敷地内に引込み . j r，I] 7) ( 会を経て 2

管を結んで 5 吋管とし、擁壁貫通後第 2 地階 に立下げ 、分離糟に導主 l 5馬力電{ 動機直結タ

ーピンポンプ ( 2 ｾ長 内 Ｑ 葺は後 備Ｉ にて Ｕ ｲ ｬｾＭ 揚 水主 ｲｩ Ｚ に依り 屋 階貯 水槽 ｩ こ 揚水し 、給水主

管 811寸を I写ぴ第 2 地階に立下げ 6 吋及 5 吋の二管を分11改し、これ等を主管として各系統に

分りて給水します。 この外盤弁より 15馬力電動機直結ポー アーホールポンプで気爆殺lti' 71<.

柑に揚水し. 之より更に 15馬力電動機直結タ ーピンポン プ ( 2 設内 l 妥は致倣 ) にて拙過

器を経て 411寸湯水管 lこて屋階l貯水柑に 活 り込み. これより 611寸主管 佐取出し各分岐管より

大小便* i i : 撒水栓共の他の雑用に給水します。狛市7)( 井7 1 < . 雨給水本管{ f 5  11寸バイ パス管を以

て連聯し、 修理 . 故障等の際切替が出来 る様にし卒l侍はゲートパルプによって区分 してゐ

ます。

消火設備 としては第 2 地階に消火専用の25馬力電働機及28馬力ガソリンエンジン直結タ

{ ピンポンプを設置して 、升ニ7 ] ( . 管より吸水し各階( 卒均 1 階笥: に 3 ケ所) に設けた30ケ所

の消火栓に接続し、ポンフ・自動運時は各消火栓内に設vt1ニボタンスヰツチにより操作する

ことが出来ます。叉別に井7 1 < . J貯水槽より給水管を取出し、第 l 丸l ! 階の スプリン クラ ー及各

階消火栓に絶えす・詮7 1 < . してゐます。この外に消防ポンプに依る給水法として南北雨正面に

サイヤミーズコンネクシヨンを取付け市水、弁水各主管に妓続し非常の場合に備へま した 。

3 給 湯 工 事

第 2 地階 に給湯用ヒ ーグータ ンク 6 ; 去を設備 し. 屋上市水貯水槽より給水を受り門鑑ヘ

ッダー減堅金より約30ポンドの諜汽を之 に導きホテル及宴合場側は給湯華氏 120 度、厨房

及ノミントリー閥係は華氏 150 皮 とし、2 管式強制循環法に より 各階設置の器具約 650 ケ所

に給湯するものでありま すの

4 給 蒸 汽 工 事

門鑑ヘッダー減摩会より 30ポンドの蒸門{ f 各ノごン トリー、 厨房及第 1 地階ノミン工場、従

業員厨房に導〈も の及び 100 ポンドの蒸汽を洗濯場内の各器具に供給するもので . 各室に

8 7 川



至る 蒸汽管には夫々 モーター パルプ を取付t 1 . 中央監硯盤で調整す ることが出来ます。

5. 飲 料 冷 却 水 設 備

第 2 地階の冷凍機並冷却捺より 華氏45度の冷却水の供給を受け 、メ馬力電l動機直結タ ー

ピンポンフ・を以て強制式下向供給法に よ れ ホ テル客室66 ケ所及給仕室 6 ケ所に絶 えす飲

料水を供給す るも のでありま す。

6. 轟 空 除 塵 工 事

10馬力電働機直結チックバキ ュー ムク リーナーを第 2 地階 に設置 し、全階 115 ケ所のイ

ンレツ トノ ツズルよ り塵芥 を吸引し. 塵芥のみ セバ レーグ ーで分離 し、汚完まは煙突内 に排

気します 。等量は同時に 6 ケ所の掃除をなし得るものです 。

7. 排 水 工 事

1 階以上各務具の排水は 2 管式配管法により 排便は将化槽に導 き、 一般排水は直接東側

下水に放流するも ので 、第 1 地階以 下の排便は第 2 地階設置の全能力I ; j : 分 200 ガロン の エ

ユーマチツクシユウヱ ージエゼ クターに導き. 自働的に j手化槽に排出しま す。又一般: M水

は Ｒ ケ所のサムピット に 集め竪軸 ＱＰ 馬力の ポ ンフ・ ｾＲ 蛋で自働的に 屋 外に 排除 します 。

8. 蒸 汽 媛 房 工 事

低摩真空式蒸汽暖房接置でアップフイ{ ドと ダウン フィード雨様を用 ひ ましに。円錐は

池田式ウォ ーターチュープボイ ラーで多熱面積 1，300 卒方吹、使用塵力 100ポ ンド/ 卒方吋.

毎時蒸穫量 5，000 ポンドの容量のもの 3 華を設置し. 燃料としては重油を使用し、戦火に

は瓦斯を用ひてゐます o オイルバ ーナーは レイ NO. 125 動式調整型のもの です。放熱総は

日本標準型の ものです。

川 勝

9. 換 気 工 事

換気装置とじては衣の 6 系統に別れてゐます。

第 1 系統 ホテル浴室排気。

第 2 系 統 安 舎場側便所排気。

第 3 系 統 阿 房 、配膳室排気。

第 4 系 統 第 i 第 2 地階各室排気。

第 5 系統洗濯工場排気。

第 6 系統 洗濯工場言及費電安迭集。

上i記各系統の煽風機及電働機の容量を次に示し ます。



系 統 煽風機祁こ披 青手 膝 1J 風: J i l 131m 1' &働機 H P  

6  1" 写650 3.0  

4  3ギH 5α xコ 3.0  

8  

Yz "  
21910 7.5  

四 11 
Ys"  

50730  20.0 

ヨι 4  
1" 6∞o  3.0 

ノ占、 4  :;( "  6∞o  3.0 

10. 冷 蔵 設 備

ￜｾ＠ ｾ地階設置の茨酸瓦斯冷凍機Ｈ脱水冷却Ｉにより冷却せられに冷械水を各階厨房及ノ ミ

ントリー内の冷蔵庫 、冷戴曲並にカウンタ ー等の内部に配列せられ1: 捲管内に循環せしむ

るもので 、 山内の冷却保持は 主 義氏 ＳＰＰｾＴＰＰ であります。茨酸瓦斯 ｬ 監縮機は雌型車 Ｑ 動式 Ｒ

汽筒? ? : 閉型のもので 、冷却温度華氏70度 、IJ彰脹温度華氏 5) でー設夜13噸の冷却能力を持

ってゐるものです。

J令械7. k供給の配管は l必倒! し易< . ＲｾＳ 年に 一 度代収換えの必要があるので露出配管す

べ きTごと思ひます。又保温仕上外何が非常に大き〈なるも のです。 2 11寸位のパイフ“で外{:E

6  ｉｉｾ Ｇ 位 に なります。

11 . 空 気 調 整 装 置

本装置は夏季外策乾球温度華氏95度i始球温度輩- 氏80度 、冬季乾球温度義氏28度の場合{ f

f限定し、これを夏季華氏80度i感度50パ ーセント、冬季華氏65度の調整空気を各室に詮風せ

んとするもので 、舎舘側各階妥合場。 第 3 ・4 ・5 階南側寝室。ホテル側常食堂及大康問o

グリル及 i 階舎舘側康問。 2 階貴賓室ウエザーマスター の 5 系統に別ち、各il 討に温1然度調

整接置 を有し各 k 誼宜に宰気を調整するこ とが出来ます。叉主なる風道の分岐黙 にはモー

グーグンパ ーを取付け 、中央監視盤にて遠方操作も可能であります。

冷凍機は 150 馬力の電働機をギヤー コンネクシヨン して動力 とし ，-j J j :夜 130 噸の冷却

能力を有す るものです。

12. ヱ レ ベ ー タ ー

次表各種工事の配昔・は . 第 I 階以上各階勇志向暖房のパ イプの 一部金除き殆んど二重間仕

切天井内或はパ イプシャフ ト内等に隠蔽工事としました . 限ら れにスベ イス内 に施行上無

理のない様、叉後日修理に{ 更なる犠に配管せ ねばならないので各立上り管( 風道、パ イプ

を含む) のノ〈イプシャフ トは各階20分の 1 縮尺でデザインの方と打合せつ〉各種配管を書

き入れ、必要 に腹じてマンホ { ル或はハン ドホールを取付 けにの ですが、これが「デザイ
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使 用 名 喜重 主主

積 載 量 主主 度

型 式 種 類
，r- y ド 吹/ 毎分

合 館 講: JH 2  2500 3∞ 
直 流 ギ ヤード型・パリエ プ JI.-・ボル テージ・

カースヰツチ・イシダ !t 17- ・コ シ トロー ル

合官官人荷 J+J 2  1300 200 交 流 7 イクロ自働精密着床・金 自 働 式

シン グル・ラッ プ・トラクシ ヨ y ・ギヤ ード

ホテ ル 客 用 2  20)() 300 

型・ユ= ツト・ マル チ ボル テ ー ジ ・メイシ ・モ

- 1 7 - ・マ イ ク ロド ライ プ カ ー ス ヰ ツ チ ・2

y トロール

ホ テ ル

2α )0 150  

シ ゾ グノレ・ ラ ッ プ・トテグシヨ ン ・ギ ヤー ド

人 荷 用 型 ・プ ッシ ユ ・ポ タ シ ・コ y トロール

客 室 サーピ

900  150  同 上

ス 人 符 月l

サ ー ピ ー ス

}甘ダム ウエ 2  220  140  押釦式君主働ダ ム ウエ ー タ ー

一 宇 一

ン」の方から目障りになり勝ちなのでオミットされ易〈なります 。事賓暖房パイ プが隠蔽 せ

られに場合、後日ヱキスパンジョインドを慰除或は修理に便ならしめる様ハンド ホールを

取付け る と可成の敢に上 る もので、部屋の美感上これを如何に取扱ふかと云ふ事は納りの

上から困難な問題です 。併しマンホール或はハンドホールば建物が出来上って全機闘が運

鱒を始め穴場合 、工事が大 きければ大きい程施 工営時厳筏に憤復されでも多少の故障は免

れないも のですから、その時始めてマンホール或はハンド ホールが役立って来 るのです。

叉パイ プシャフトの大 きさは修理に 際 して大 人 l 人が入って仕事を矯し得る最少限の告余

地はほしいと思ひます。ホテル浴室のパイプ シャフトの大きさは正味、面積1 . 53 m X  . 64 m 

1. 07 m X  . 64 m 1. 065 m x  . 64 m .615 m x  .64 m 等でこの中に 5 吋( 排便管) 4 吋( 排水管)

3Y. 吋( バキュームクリーナー) 3 吋( 換気管) 2 吋 ( 露水排水省つ 1y. n寸( 井水管) 1Y. 吋

〔市水管) 1){ 吋( 給湯管) x吋 ( 冷却水) 1){ 吋 メ吋 ( 蒸気媛房管 ) 等 11本のパイフ。が入

ってゐ ますからこれ等各管のフラ ンジ、ソケット 或は保温仕上り外径、分岐管の取合ひを

考へれば 1. 53 m x  .64 m のパ イプシ ャ フトで了度頃合? ごと思ひます。それにしても 一方或

は二方を煉瓦積み として配管施工後に国ひをなす べ きです。換頭、 2さ策調整接置の立上り

風道も成る可〈フリ クシ ヨンロス のない様にシ ャフ トの大小‘ 或 は他の配管との取合上原

案の寸法を多少襲更して各階20分の l 詳細及断面闘 を作 りましに。

:9<にコンクリート打仮枠工事 以前の準備工作に就 て自分の採った道順を書いて見ます。

先づ第 2 地階 、こ〉は ホテ ルの大部分 の機械が配置されてゐ るの で自然パイプ風道等縦横

無量産に天井を這 ふ諜で天井高 も床か ら床迄 4.50 m で きして階高が高い左も思はれ ません

が有効高 を成る 可〈 高 〈取 りfこL 、と思ひま して各種配管の重り 合 ふとこ ろ或は交3えす る と

ころ をチツエクして見ましに。原設計 100 分の l の各種配管を 1 枚の園面に 50分の 1 縮尺

で全部書 き入れることは繁雑 を増す のみで却って解り難〈なりますから. 請負者の闘係上

給排 水、 給湯 、 給蒸 汽、冷却水、真 空除慶 の各工事ｾｬ［伎の 圃 面に、蒸気 Ｔ 援房Ｎ換気工事ｾ

I 枚、空気調整装置を 1 枚 、電 気工事を 1 枚と都合 4 枚の圃面をトレーシング‘ペ ーパーに

“190 
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50分の l 縮尺で国示させ 乙れを 4 校重ね合せて 、配管の重 り合ふとこ ろ叉は交叉する とこ

ろをチツエクして. 不都合を譲見しにらば蒸‘ 汽管 、給排水管、排便管. 給湯管、パキ ューム

クリ ーナー のパ イフ。等の勾配 を必要 とす る ものに点有機を奥へ . 決に空気調整装置のサプ

ライ風道、次に同レタ ーン風道 、換気風道の )1慎k に電気のパイプを最後として各々衝突黙

を譲り合 させました。此の如〈して大韓チェック が終れば同縮尺で断面圃を、 更 に重要な

個所は20分の 1 縮尺の圃面を作りましに。各管の受り金物のインサートの位置或はコンク

リート間仕切、梁等を貫通する 位置は一般卒商闘 ( 1/ 100) に圃示し. 詳細闘を 50分の 1 縮

尺で現して工事現場 に詮りました 。第 1 地階は割合簡単f.: つに ので50分の 1 縮尺で金工事

の配管を圃示 し前記の棋な方法を とり ました o インサート取付に 際 して工事別に符践を恨

枠へ墨書して置〈とコンクリ ート 打後仮枠を取外した後コンクリ{ ト商に符・競が手奇麗に残

りますから配管施行に際して津山のインザートをw.: 別す るには便利な方法? ごと思ひますが

残念ながら賓行するこ と が出来ませんでした。＿Ａｾ Ｓ 階以上はｾ策調整及換気の風道或は蒸

汽; 暖房の横走管等天井高が低いのてー全部梁を貫通させまし1: 。叉浴室のパイプシャフ トも

設計の都合上大梁( ボックス) の中聞を縦貫通して居ります。か〈の如〈各種配管が床版

間仕切 、 梁等 ｾ貫通す る孔が Ｑ 階平均 ＱＵＰ ケ 所桂ありま した が之等の位置は一般卒商嗣

( 1/ 100) に闘示し詳細に 50分の l 或は20分の l 縮尺の闘商を作り工事係に提出しましに。

これ等の貫通孔はコン クリ{ ト 打上り後殆ん ど全部インサ ート は少 k i ラフ J fごったので

80パーセントイ了f役立つ f: こと〉思ひます。

瓦斯メ ータ{ は 5 年に一度宛必す・]伐換えの必要があります。大景の瓦斯供給を受げてゐ

る建物では「メ ーター 」が大型のものになりこれを般に寝かして運搬する こと が出来ない

ものですから. 搬出入に或は通路は高さ幅共相嘗に見込んで・お くべきにと思ひます。

最後に空気調整接置に多少の設計星空更がありまして園面の訂正が出来て居 りませんが大

韓の概念は得られると思ひますから持入して置きます。

lrI 9 2  



新 大 阪 ホ テ ノV 工 事 施 工 に 就 て

力日 藤 誠

今般 日本建築協合 k 長 より 「建築と 社合J 3 月蹴 に新大阪ホ テル特輯蹴を環刊するに際

し. 工事施工の感想 を寄稿 する様との御通知に接 し、 誠 に光楽に存じます。工事施工に闘

しまして は殊更申 上げる 事 も御座いません ので. 簡翠に共 の感想、な り御挨拶なりを申上ま

す。本工事の 内、 基礎工事は大林組の請負にて完了 し、共の主臨及仕上工事を 、清水組に

御下命 に預 りまし? こか ら、昭和 8 年 3 月工事着手 よ れ 昭 和 9 年 12月工事竣工起は22ヶ月

の長期間で御座いましに ので、自然其の聞大小の「ト ラプル」も起きましに様に記憶致 し

て居 ります。 然 し幸 に して、其の者[1度 . 市営局者並 に新大医ホ テル臨時建設事務所員各位

の、理解ある御指導 と油宜の御鞭轄 とによりまして、此虞に 「新大阪ホテル」の大工事を

大地な〈 竣功せ しめ得 まし1: 事 を無上の光栄 と存じますと同時に、首事者各位の御厚志に

針し、減!腔:の謝意を表する 次第で御座います。特に工事 中は四季を通じ 、県昔 t 塵挨 を立

て或は交通障害等の御迷惑 も相かりまし? こにも不拘 . 近隣の大阪捗旧新聞社並 に三信 ピル

官事者各位f は諸積の御便宜 と御後援を下さいまし七、叉一般市民の方 k にも附近御通行の

際は心に もな く何か と御邪魔を致 し?こ事を深謝すると 同時に深 〈御詫申上げ ます。

本建築の設立趣旨立立建物の設計内存等は既に夫々公表 になって ゐ ます ので、改めて申上

げる迄もないこと〉 存 じますO 我 k 請負業者の職責ーは設計者、監'1筆者の指闘に従ひ、興へ

られ?こ期間に 、一定の工事そ完成せ しめる事は勿論. 共の一部では あ りますけれども 更 に

進ん で注文主の御満足を得る 事は勿論の事 . 建造物の用詮に依り梯はれ? こる 設計者の苦心

意志を解 し、 共の樹て られ7こ技術 を尊重し . 以て共の建造物を じて真 に面 目路如7こらしめ

る事にあるのでありま すと 考へます。此の意味に於 て私は施工の要離を経験深 きど裳 に県

議 すると 同時 に工 事 闘 係の弊社員 に 酎 し、 多言を＿ 要せす ・ 、賀行を ＿旨 とし、 常 に共身ｾ 修 め

其の技を繰 り↑tJ，力一致共の責任にl恵じ全精神を傾倒する様夫 k 指導致して参りましに 。

?)( にi1， l立本工事の指蛍者 主致 しまして先づ直感致しましに事は、本建築物は闘西に於げ

る有数なる 美術建築であっ て、殊に共れは複雑なる設備を要する蹴係上、之れを大過な〈

仕上げる事は請負者として特別なる 技何 と不断の努力を要するは勿論. 延いては此の工事

の出来栄への結果に依 り、一般社舎の信用保持上至大の闘係ある事と信じ、責任の重、且

つ大 なる事を第ーに 感 じfこのであります。本工事に 於げる場合、主韓工事に於ては強カな

る下請者の撰定 を篤し. 以 て工期の迅速及碓守を期 し、仕上工事 も併せて其の道 に於ける

9 3 川
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機戚ある庄に依頼し. 施工の寓全を期する方針を採りまし1: 。就ては鎖骨工事に於ては I11

崎造船所を煩はし 、引続いて骨材納入者等も蛍初の主旨 に恭き決定ぞ進めまし 1: 。叉仕上

げ工事の方も大理石を矢橋大理石応に決定し? こ るを始とし 、自分としては向れも斯界に於

りる絶大なる信用ある先を撰定なし、之等 iこ配するに従来よ り永〈嘗組工事に闘係し . 其

の成績優秀なる職方自? 配し、地工[liji 管の堅固を期しに積りでありま す。 然 る鹿本工事 に側

係せし材料庄及職方各位は 、庇の真意を充分に待j I 了解下さって 、我制: 員と協力一致所期の

日的 に向って悲進下さいましに矯 め、昭和 9 年 3 月15 日金主搾工事を終了致 し、叉仕上工

事は同年12月末日議定通り完成迄無事に引渡しの出来まし仁三与を? 顧みまして 、誠に欣快に

存す・る次第であります。

建物の荷重及地下室の闘係上建物周囲の銭矢板抜 を主鵠工事途中に着手致しTこmめに、

外部足代其他の仮設物施工等は . 主開工事 に全能率引頃注致して居りましに時期fごりに最

も苦心を致しましに。叉同時に新掘割河岸を通ってゐまし1: 遁信省気選管の保護、養生と

は全〈主腫工事中 の稿で御座いましにが、総ての事は無事に囚l渦に何等の危| 共ちな〈終了

しましに事は誠に感謝の外御座いません。

内部遺作仕上工事は主開工事進行に伴ひ監督者の指l副に依りまして順次着工致 しましに

共等の結果は全〈致想以上の好成績を得まし1: 事と確信致します。

更に内部設備工事闘係者には、浴室武百徐ケ所 を始め衛生に 、; 暖房 に、換気 に、電寄託に

其他各工事共非常に複雑致して居りましにが. よ〈我 k 建築関係者と協力一致只工事完成

の一念に向ひ努力を惜まれなかっ 1: 事を今更ながら感想; 致して居ります。

要するに、之等は金〈武田、竹) 臨雨幹部を初め設計. 現場、庶務の各関係営事者の御人

徳、の賜と存じます。

叉工事中は闘係諸職方にも非常な無理な御願ひも致しましたにも不和IJ. 気持よ〈各位の

使命を全ふし下さいました事を此鹿に感謝致します。

土佐堀川の一角に発八立つ「新大阪ホテル」の永久に繁栄致します様祈りつ〉失問させ

て戴きます。

甚 Ｑｾ 勝手な握りのない事のみ申上げて 誌 面を汚しまし ＱＺ 事公恐怖致して居ります、何卒

今後共何分の御数示の科御願ひ致 します。
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今度日本建築協合 k 長より「建築と祉合J 3 月披は「新大阪ホテル」 に闘して特輯を致

し度いから何か「新大阪ホテル工事施工」に就て執筆する様にとの御通知に接し誠に光柴

に存じます。就きましては甚Tご倦越では御康し、ますりれども、協合の御趣意御厚志に封し

一寸御挨拶を述べさせて戴きます。

「新大阪ホテル」建設の趣旨並に起工よ り竣工迄の事業的経過は、既に御承知のこ主〉存

じます。叉工事概要、設計要旨等の重要黙は今 日迄に、 夫 各々l釧係営事者諸彦より御程表

になって居りますし、本特輯蹴には更に詳細に記載しでありますこと〉存じま すので、私

は極〈簡単に随感として御邪魔致します。

「新大阪ホテル」は 「舎館」と「ホテル J e に二分さ れて居 りまして、「舎儲」は堂島川、

「ホテル」は土佐堀111 に面して居ります。「鎖骨鎖筋 コンクリート」迭の地下 2 居 . 地上 8

居建で延 6，489 坪後 を有する近代的高居建築であります。従って外観は東京の「帝園ホテ

ル」や京都の「都ホテル」等に比べますと自然其の趣を異にして居ります。

基礎工事は既に完成致 して居 りましに ので、現場作業 と致しましては、先づ昭和 8 年 6

月下旬から鎖骨建方工事に着手致しましに。地上の工事のみでしにから非常に順調に進捗

致 しまして、昭和 9 年 3 月上旬金主樟工事金 完了しまし1: 。土佐沼川筋に新設しました浮

化槽は昭和 8 年 7 月中に外廓 を整へ. 東側に設備工事l釧係者の事務所を設置し、西側は限

設材料の置場として利用致 しまし1: 。只 今では 自動車置場 e ｾｩ Ａｩ 願巡不正詰所とに利用されて

居りま す建物内部仕上工事は、昭和 9 年 2 月から準備に掛 り、同年10月に大韓終了致しま

しにが、 塗師共他二三工事の矯完成は 12月中旬になりましに。此の間 580 日後の日数を要

し. 従業人員延約15高入、 一日平均 260 名の割になります。昨年 9 月21日の大暴風雨の際

は大しに被害もなし叉何等工程 にも影響致しませんでし? こが、丁度西側の外足代ー音¥¥'の

解開力人 9 月19 日終了致して居りまし? こから 助か りまし1: が. 若し一 、二日 遅れて居まし

? こら相営の御迷惑をかりましにこと〉存じます。

現場施工と致しましては、内外共線、韓的に非常に苦心致しましにので、特に之と言って

摘出して御報告申し上げる事に苦心致 します。只工事中私が特に感じ ました事は成る程「

ホテル」建築と 言ふものは 、一般事・務所建築とか. 百貨庖建築 とか、劇場建築等と比較し

て極々微細な黙に、注意をして行かなりればならぬ. 丁度立減な住宅を建築する時の椋な

気持にならねばならぬと言ふ事で御座いま しにつ例へば各階の厨房にしても、寝室、浴室

9，&  ':'，'  



にして も叉便所にしても総てが他建築に 、見る事の出来ないものばかりで、最も常識的な

最も数理的な施工方法を必要とするものばかりで御座いましに。勿論此等は「ホテル」の

生命の一つで御座いませう。設計者、監管者の御苦心は申す迄もなく、設備工事闘係の方

々もさぞ苦心 されに事と存じます。

市民待望の「新大阪ホテル」が此庭に目出度〈 完成致 しましてか〈も今日多〈の讃都を

受げて居り ますのは、武田、竹IJ要雨i幹部を初め営事者諸彦の御苦心 . 御努力の結果営然の

事かは知りませんが 、 さぞかし皆ｾ＼Ｇ隊も御満足の事と存じます。

過去約 2 ヶ年の開高事に御鞭撞 と御指導 とを賜はりましに武田. 竹腰雨先生:¥! : ' 初め三好

技師 、池田監' 督共他闘係各位の御芳情に劃し 、現場員一同に 代り満腔の謝意を表する 女第

で御座います。お蔭様で先づ大過な 〈今日を迎へ得ま しに上に、 現場施工技術者 としては

再び得難い非常に有主主な経験を得ました事は誠に望外の幸幅で御座いましに。叉工事中直

接間接御協力、御援助下さつに材料納入者の方々や諸職方各位に封し深甚の謝意を表しま

す口

私は過去十数年来現場施工にばか り従事して参り ました。その間私が常に考へて居りま

しに品位と言ふ意味を今回特に強〈感す・る ことが出来ましに 事は重ね ての幸踊 と存じます

入は申すに及ばする、世の凡ゆ る物には確かに夫 k の品位があります。特に人間の技で出来

? こ線、ての建築物 には、最も額著に現は れて居ります 。

「上品な建物J I下品な建物」

私は工事中度々武田. 長谷部. 竹腰各先生に接し共の高: 誌 な人格に感銘致しましに 。人

間の品位と言ふものは容貌、地位 、;) ;11識、或は衣裳等で償値付掲げられるものではないと、

同様に、建築物の品位も亦建物の大小や、坪翠債の多寡等に依って . 自由に奥へられるも

のでは御座いません。即ち外に奥へられるものではな〈内に奥へられτ 始めて品位 を生む

のであります。如何に設計者、監 ，ｾ者の 技術力［優れ、如何に多額の財貨を投じ、如何に天

然の勝景に悪まれでも、之を賓施して行〈現場技術者の精紳が、宰虚であつにならば共の

結果は決して期待出来るものでは御座いません。此の重大な現場技術員としての、責任を

感じて居ります私は今後共更に強〈歩いて行事度いものと存じます。何卒此の機舎に今後

主主 k 御指導御援助下さる様皆 k i僚に御願ひ致します。甚 f.: 纏りのない勝手な事ばかり申し

まして恐縮致 して居ります。 ( 昭和 10年 2 月20 日記〉
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新 大 阪 ホ ア ノV の 厨 房 に 就 τ

上. 田清

今まで私も微力乍らも厨房の設備改善 と申しま し?こ様な方面 に多少趣味を持ってゐまし

たもので、此の度の新大阪ホテルの厨房設備に営 りまして は諸先輩の御後援によりまして

此の工事を完成さす事を得? このであります。

厨房は我 k 生活上に一日と して快ヤ事の出来ない大切な食物の調理所 として 毎 日間断な

〈使用せられ 、家庭 にあーきましては家族、レス トラン人倶楽部、ホテル、 一般料理業に

於いては公衆の保健に甚大の闘係を有し. 賞に厨房は柴養の策源地でありますと共に衛生

の本営であるのでありますが、我が園にありましては普から台所は人に見すべきものでは

ないと云ふ観念からして、 暗いジメジメ として気持ち悪る〈蜘昧の巣?ごら v; e云ふ様な極

めて非衛生的なものが多い事は誠になげかはしいのであります。従て方位、桃迭の使、不

便と同時に設備の良否は直ち に綿、てに影響する事は市上ぐるまでもない事と存じます。以

上述ペましに様な事からして厨房の位置の如きも誠に重大問題でありますが 、此の稿にて

は抜きと致しまして 、先づ狭い場所に出来得る限り器具の完全さをまって設備され、能筆

よく作業し得られる様に成きしむる事が何よりと肝腎なことではなし、かと存じます。営ホ

テルの厨房も決して庚いとは申上げられませんが、比較的好都合に器具の完全さと共に設

備し得られ 1: 事は誠に喜ばしい事であると共に感謝致して居る次第であります。

何分にもホ テJ 1..- . 宴舎と雨模の商責でありますもので、勿論主厨房の みにては手狭であ

りますが、 安舎用としては共の矯めに各階配 ｊｊｩｾＮ 室を設けらてますので此の部分を も小 調理

所として使用し得られてゐる事は非常に好結果を納めてゐる様に考へられます。以下私の

思ふま〉を列暴して御批判を仰ぐと共に御教示賜り度ふ御陵ゐます。

厨房設備に先き? ごちまして最も重要な役目を演じてゐるものは冷戴設備ではなし 、かと存

じます。之れは地下一階に大冷蔵庫 として設りられ内部を準備室 、鳥肉類、魚類 . ガール

マンヂエ、果物等の五区分に致 しまして、 受り入所より受 け入れに品物に感じまして夫れ

夫れ冷離すると共に 、温度の調節を充分に得られる様に配備致しまし? こ事は何よりと良好

の成績を奉げてゐるのであります。此の冷離庫を中心としま して 鳥肉類を調理する プツチ

ヤー魚類の調理場を設りであります。主なる 器具 としてはミートチヨツパー - フー ドチョ

ツパー等であります。之れ等は殊に湿気を嫌ふ事は申上ヤるまでもないので地階に設げら

れてゐる事は賓に結果が宜しい様に考へられ ます。 主厨房にありまして は色々の部に分割

されてますと共に、備品も相蛍に数が多いので一つ一つ明細に申上ぐる事は出来ませんが

各部の配置によりまして順次申述ぺ て見にひと 存 じます。私共俗に「コ戸ヒ」バントリー
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と申して 居 ます が. 此の部分では「コーヒ J . 紅茶. トース グー、アイスクリーム、果物

のサ ービスに適する僚に設備致しまして 、器具 として は「メチル」使用の小型冷凍機に依

る「アイスクリ ームキャビネット」を初め「プライン」式の小冷蔵函、五期i湯沸器、電熱

の「 トース ターJ rコ{ ヒミル J (コ ーヒ粉砕機) 等を主なるもの として備へておきましに

主調理場には 5尺 X 10尺 の 大 きさの石茨レンヂ及び小型瓦斯レンヂを配備 しまして、 食堂

用調理と共に安舎用の物も大韓此の部分で調理 し得られる様に考へて見ましに。

此の部 に附随しまして「ス ープ」専門用の蒸汽 に依る二重釜式の「スタックケッ トル」

2 華、共外橡備として瓦斯七輸の大型の もの q 長、海老野菜類蒸し用と して蒸器 に依って

蒸 す髭の「スティ ーマー J 2 裏 、七面鳥等を蒸し焼きする彪の電熱感用の「ロ ースト オー

ブンJ 1 事 、「ビフテキ j 用 として瓦斯 「プロ イラーJ 2 基金設備致 しましに。此の外野

菜類の冷物を主として調理する l : . t ードブル」を配しまして . 此の部分 には前面硝子張り

ｾ ｾ有する冷 蹴曲を設備致しまし て、製品を貯 蔵 すると共に順序正し〈出し入れし得る構

造 として考へて見ましにが誠に好結果佐得てゐる様に思はれます。共の外「パン」菓子工

場があ りまして粉煉機、パン切り機、「アイスクリーム 」製造機、「ベーカオープン」等を

設備しまして「パンJ rアイスク リーム J rケーキ」 類 一 切 を造れる様に致 しであります

叉ホテル濁特としてグリル食堂を設げ まして 、お客様の御注文に熔じまして其の場所で直

ちに調理して供せられる様に 、一品料理用として五斯ブロツシユ( 別名串焼持) 、「チヤ ー

コールブロイラ ー」瓦斯レンヂ等を設備しまして賞味して頂き度い様に考へて見ましたが

之れも 一寸面白いも の 〉様 に存じられます。共の他洗場につきましては各部分的には勿論

小型の「流し」を設け、 鍋類の如き大きいものについては「ポット シンク」として鍋洗壌

を設備し食堂宴舎に使用しましに食器 . 銀持類の洗場として、皿洗機、「タハラマシ ーン」

( 銀器研機〕等 を設備し まして、 数時間にして数百人分の食器類を僅かの入手間にで洗織し

得ら れる 事は東京の情閤ホテルと蛍ホテノL のみとして充分に食搭洗機の能カを奉げてゐる

のであ ります。本J::f 房設備 におき まして特に申上げて御参考 にで も成 りますればと存じま

す事に就て二三お話して見? こいと思ひます。私共今 まで東京の帝閣ホテルにゐま したが帝

国ホテルの厨房設備には機械格具類は多〈舶来品を使用してますので破損等の場合は誠に

手古争ってゐ? こ事や其の他「 スティ ームテ ープル」皿温器、流し類は線、ベて銅板、餓板等

を使用して製作しであります もので 、維育或は鎖命! ? を時折り生じて不衛生的にな り勝ちで

あ ります ので 、大切な時聞を徒費する様な始末であ りましたが、首 ホテル におきましては

機械器具類の殆どは和製品を使用して舶来品に劣ら十共の能力を穆げると共に 、前記銅板

鍛板類の如きも のは一切使用を止めまして此れに代るに 「ステン レススチ- J 1 - J ( サビナ

イハガネ) を以て「ステ弓 ームテ ープル」皿温持 、流し「ウオ { クテ ーブルJ rカウンタ ー

」等を製作して見ましt: が賓に見ぱへもよ〈其の上掃除等も極〈簡撃にして誠に衛生的で

あ る事であります。給水 ・給湯 ・排水・換祭設備にありましては建築営初 より充分 に考慮

して頂いて居Tこも ので何等不イ更を感す る事な< n喜k として働いてゐる事は貨に喜ば しい次

第であります 。
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新 大 阪 ホ ア ノ レ 衛 生 設 備

須 賀 藤 五 郎

新大阪ホテルは近代的設備 に於て東洋ーと 誇 る丈ありま して共の衛生工事設備は様式に

於ても亦使用材料に於ても 最も斬新にして従前のも の と不砂共の趣を異にしております。

幸ひ本工事は弊社へ御下命の楽に浴 しましたに就ては共施工に営つ でも絶え守護達し、仲

ぴ行< I建築」の歩み に射して一歩も 遅 れざらん震にありと凡ゆる黙に細心の注意と努力

を梯ひま し?こ の と叉工事監督各位の御鞭撞により幸に大過な 〈竣工 しにことを深 〈感謝し

ております。

衛生設備工事は昭和 8 年 12 月に着工 しまして以来約 9，500 人の従業員 と約 367，000 閣の

工費を要し、昨 9 年 12月に竣成いたしましに。以下極〈簡単に此の設備概要を述べること

〉します。

l 上 水 給 水 設 備

衛生器具の洗瀧用水を除〈外全部上7Kが供給 されております o 上水引込本管は部分的断

水を考慮しまして北側及び南側道路左11設の市水道本管より分11伎し之を一本に取糎めて第二

地階の市水道受水槽に導き二基の上水揚水柳筒 lこて加摩して;格屋設置の上7kJ 狩摘に揚水し

まして . 之より下降本管を取出し第二地階機械室に立下げ誌に於て下記系統に分ちまして

夫 k に量水吉止を設備 して各階の器具約 660 箇所に給水すること〉なっております。

A  ホテル一般給水用 5" 

ll .  厨房 . 配膳室及びパン工場給水用 4"  

c. 宴合場側一般給水用
3ν 

D.  安舎場、給湯用給水 2
'1 

E. ホテル伺IJ 給湯用給水 4"  

F  厨房 、配膳室、バン工場給湯用給水 3"  

2. 井 水 給 水 設 備

m二地階機械室に掘撃せる盤井より「ポア ーホーJ レ・ ポンフ・」を以て先づ策H暴粂貯水宇宙

に揚水し まして之より更に 揚水曜P筒 により二豪の雑水専用念連施過機に進水し除鍛せる後

第屋の井7K貯槽に揚水して之より 大便器 、小便器、撒水栓其の他の雑用水栓約 275 筒所に

給水しております。叉冷房用には上記雑用とは別箇に二盗の急速描過器を設備し、コンデ
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ンサ ーに詮 水する 様になってゐます。

上水貯槽、井71 ¥貯楠及ぴ祭曝槽 lこは夫 k rハ イウ ォーグーアラ ーム J rロウウォ ーター ・

アラ ーム」及び「レ モート・ ウオ ータ{・ レベル・インヂケ ーグー」を取附り何れも第一地

階「コントロ ールセンタ ー」に 於て絶えす揚水 、不測の故障及び貯水水位を識り得る装置

が施しであると同時に叉電働機が運輔中であるか或は停止して居るかをも判る様になって

居ます Ｎ 更 に 叉上Ｗｫ ｵ￟ｾ 筒及井Ｗｫ ｐ￟ｾ 筒の使用水量が激増 しまして貯 槽の 水位が 「 ローウオｻ

グーライン」以下になりますと二憂同時に脚筒が自働運轄 して急速に必要の水位に迄師し

得る装置になっ て居 ります。

後記の排水 ｐｾｾ 筒に射しでも之と同様に地階の排水量の激増します場合には同時運縛装置

になって居りまして 、此「 ワン・マン ・コ ントロ ール センタ ー」と 云ふ事に非常に意を用ひ

られております。

3. 消 火 設 備

第二地階機械室に電働機及び「エンヂン」直結消火目印筒公設置 し井水管より吸水し各階

設置の 30箇所の消火松に迭7]( する 装置であ りまして消火柳筒の自働運轄は各消火栓箱内 に

設 げられ? こる「ボタンスヰツチ」 により操作せ しむる 棋 になっております D 叉屋外 より の

非常選水用として 玄闘 に 「サイヤミ ース・コネクシ ヨン」を備へ消防柳筒よりも亦送水し

得る事となってゐます。倫ほ第一地階の「パゲ ー ジ ・ルーム」には前記泊火設備 とは別筒

に「スプリンク ラ戸」 が設け てあります。
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4. 給 湯 設 備

円健室に給湯用「タンク・ヒータ ーJ 6 主主を設備 し高座蒸門臨より高層雪蒸汽の供給を受

りホテル側及び宴合場開係は給湯温度華氏 120 度厨房及び配路室開係 fj 華 氏 150 度 にカ11熱

しまして、二管式怨制循環法により各階の給湯1金約 650 箇所に供給されております。配管

は大韓

A.  ホテル側及第一地階一般雑用給湯用

B  宴舎場開係給湯用

C  厨房及配膳室闘f系給湯用

の三系統に分つであります。

5. 給 蒸 汽 設 備

各階配膳室 、厨房及び地階パン工場 に約 30 封度/ 毎: 卒方吋地階洗濃場内の各器具に毎卒

方吋 100 封皮の高噴き蒸汽を供給 します。叉此の蒸行は何れも 高座蒸汽踏 より 導いておりま

して 、(各室 に至る 蒸汽管には夫 々「モーターバル ブJ ｾ取附り第二地階「コン トロー ル・



センター」で操作せしめるものであります。

6. 飲料用冷却水給水設備

冷却水はホテル側客室66箇所及び給仕主主6 箇所に絶え十飲料用冷却水を供給せ しめる設

備であり まして 第二地階機械室 に冷凍機並に冷却器を設置し強制式下向供給法に よ り給水

します。従来の7K {t>口に しながら気味謡 き微温の不快もな〈必十使用者の賞設を博する こ

と〉考へ られます。

7.  . . 空 掃 除 設 備

各階に 115 箇所の「インレツト・パルプ」を設け「パキュ ーム・クリ ーナー」にて壊芥金

吸引して塵芥のみは「セバレ ーター」に 於て分離し汚莱のみを煙突に排気せ しむる様にな

ってゐま す。ホテルの如 き紋眠等の多い所では能率の酷掃除の完全なる こと 等 より最も適

宜の設備である と考えます 。

8. 塵 芥 焼 却 設 備

ホテル内各階の「ダス ト」全部全焼却するものでありま して耐火煉瓦を以て築治し餓骨

にて堅固に補強 しで ありま すo

排 水 設 備

一階以上の各器具排水は二管式配管方法により排便醐係は土佐掘川畔に設置の汚水浮化

槽 lこ導き又一般排水は直接下水に放流すること〉なっております。第一地階以下の排便は

第二地階設置の l:=' ユウマテツグ・シユウエ ージ・エゼクタ ー」に導き自働的に前記汚水洋

化摺に排出せ しめ、叉一般排水は二箇所の排水「ピット」 に集め三韮の排水抑筒により屋

外に排除してお ります。排水「ピッ ト」には何れも「ハイ ・ウオタ ー・アラ { ム 」を取附り

不期の故障並に起動及び停止 を 「コン トロー ル・セン ター J Iこて識別す る様になっ てゐま

す。

9. 汚 水 j事 化 槽

海化槽は南側道路をl f T . てに土佐沼川畔に約 2，000 人分の滞化機能を有するものを設げ ま

して 、汚水が各槽を)1国共に通過する聞に腐敗並に酸化作用を受けて完全に深化して、排水

ピッ トに入り 盟素滅菌設備により 殺菌作用 を施 したる上同所吸上 の排水ポンプ によ り土佐

沼川に導いております。

10. 本工事に使用せる主なる機器額欄筒類

本日卯筒類は荏原製作所製 . 電働機は三菱電機株式合前土製にて 叉電働機制禦盤は何れも明
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電合製品ｾ用ひま しに。向 ｬ ま 容量及び数量等は 下記 の 通りであります。

1.  ボアーホールポンプ 1益

揚水量 10，000石/ 日

全揚程 75吹

口 笹 5吋

廻時数毎分
1720 

馬 カ
15 H J:' 

2 .  上水、井水揚水明筒 4妥

上7] ( 柳筒 井 Ｗｫ￸ｾｐ 筒

揚水量/ 毎分 32立方択 20立方択

金揚程 140択 170択

ロ 径
4吋 3吋

段 数
2  3  

廻時数
1750 1750 

馬 力
15  H P  15 H P  

肇 数 2蓮華 2護

3 消 火 吻 筒 1菱

本格p筒は「ガソリン・エンヂン」及び電働機直結型でありまして「エンヂン」は「ギヤ

ーカップリング」を用ひ「スピードアップ J せしめる猿置となっており ます 。

揚水量/ 毎分
33立方択

全揚程
200吠

口 径
4吋

段 数
3  

廻時数
1720 

馬 カ
25 H P  

4 .  給湯循遁噛筒

ホテル用 厨房用 3Z舎場周

揚水量/ 毎分 8立方吠 8立方択 4立方択

金揚程 30択 30吹 20択

口 径
2吋 2P寸 1;¥吋

廻縛敏
1750 1750 1750 

馬 力
1  H P  1  H P  t  H P  

基 数
2菱 2菱 2夜

5 .  冷却水循彊咽筒

川 1 0 4



揚水量/ 毎分

金揚程

口 健

廻特敷

馬 力

議 数

6 .  コンデンセージョンポンプ

揚水量/ 毎分

全揚程

ロ ｦｾ

廻時数

レシ ーパー容量

4立方択

20択

1を吋

1750 

t  HP  

2  

l 豪

2.7立方択

15封度/ 毎: 平方吋

1-&吋

1750 

4立方択

馬 力 t HP  

フ目 排 水 明 筒 Ｕ ｾ 盃

本pP- n筒は何れも竪軸電働機直結 『ナンク ロツグ」型であります。

揚水量/ 毎分 52立方択 20立方択 ＲＵ 立方ｾ

金儲程 40択 40択 15日R

口 部 5吋 3吋 311寸

廻時数 1150 1750 1710 

馬 力 10 J 王P 5  H P  2  H P  

護 教ー 2豪 l ;i 差 2高

8 .  方.ソリンエンチン ｬ ｾ 誕

消火pPn筒直結用でありま して「エンヂン」は米園 「ウオ { ケシヤ ーモーター」 舎J社製電

祭起動装置附でありま す。

汽 笛 Ｓ ｾ 吋 ｸＴ ｴ 吋

廻輔教

馬 力

9 . 垂 蓮 諸 過 器

1200 

28 HP  

策目暴槽に於て先づ無線作用を行はしめたる後本泌 ｩ 晶君器ｾ通すも の で米閣「パタ ｻ ソン」

舎j社型底力式竪型急: 法施過器でありま す。

任

高

拙過量/ 匂: 日

冷房用 雑71¥. 用

ＸＮＵｾ＠

9. 0吠

8600石

8.0択

9.0吠

D100石

J 05
1U  



基 数 2基 Ｒｾ 佐

グーポプロワー l 蓬

気曝槽詮風用 にして荏原製作所製電働機調帯掛タ ーボ型主主風機の下記容量の ものであり

ます。

遺風量/ 毎分
100立方択

摩 カ
5封度/ 毎卒方吋

廻輔教/ 毎分
4500 

馬 力
10 H l' 

員 空 掃 除 機 Ｑｾ 益

米園「スベンサー・タービン ・クリーナー」舎枇製にて「ダス ト・セ パレ ークー」を附

属しております。

同時使用量 6箇所

廻輔教/ 毎分 3600 

馬 力
10 H P  

エ ゼ ク タ ー 1議

第一地階以下の排便を自働的に rlj J k 糟に揚水する機能を有するものにて米園「ヨーマン

プラザース」舎枇製「 ニ ユウマテツク・ジユウプレツクス・ シ ユウ エ ー ヂエゼクグ ｾｊ であ

ります。

揚水量/ 毎分
27立方吠

会揚程
40択

宰気座搾俊 2韮

本機は前記「ヱゼクグー」主霊祭用にて自働的に二基交互運持する装置となっております

向ほ本機は目立製作所製
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ストロ{ ク

デスプレースメント

最大底力

馬 カ

水 Z槽 : 類

Ｗ ｾ Ｑｉ寸 ｸ 611寸

4!- 吋

55立方択/ 毎分

80封度/ 毎卒方吋

10 H P  

1. 給湯用タンク包ーター 6基

米国「パグソン・ケリー」舎祉型に準操し製作せしものにて何れも自働温度調師会を備



へており ます。

ｦｾ＠

長

選数

2 . 給 水 加 熱 器

何 2.5吠

3 . 上 水 、 井 水 槽

巾

長

高

4. 集 曝 槽

rtJ 

長

高

5 ， 受水槽及び気曝槽

4耳E

高

衛 生 器 具

4. 0吠

J  5.0吠

5姦

長 5・0択

井7 ) (

8. 0吠

ＱＲ Ｎ Ｐｾ＠

6.0吹

8.0吠

20. 0吠

7.0吠

受7) ( 糟

4. 0吹

6.0吠

3.0吹

8.0択

I 奈

I 肇

Ｒ ｾ 差

」二 7](

10.0吠

12. 0吠

6.0吠

1選

Ｒｾ 菱

宰 策 柑

3.5吠

8. 5択

陶総類は東河陶符株式含J社製熔化素地一等品を用ひまして 、之等に取附 〈る7) ( 松共他の

附属持具は凡て須賀商舎特製品の「クロ ーム 」鍍金のものを使用しました . 向ほ 「フラッ

シユ」会はニ{ ト商合製「ニ ート・フラッシ ユ・パルプ」を附しました。

本工事じ用ひました衛生陶務の数量は大関下記の通りでありますが殊に閣産「パス」の

斯〈も多数採用されに事は新記鍬でー あ ります。

洋 風 浴 憎 BH- 1 9  11箇

BH- 2 0  146箇

BH- 2 4  48箇

洋風穴便総 C- 38 177箇

C - 50 12箇

C- 73 44箇

和風大使持 C - I  5箇

C - 7I 27箇

l 07 111 



洗 面 器
L - 302 5筒

L- 303  2箇

L- 1l 4  32箇

L- 106 206箇

L- 69 2箇

L - 15 7箇

L- 1 14箇

L- 10 15箇

竪型小便器
U- 25 32箇

壁掛小使待
U- 40 7箇

U- 19 6筒

スロツフ. シンク SK- I B 1箇

S'，ぷ，- 22 12箇

7.f<. 苓 器
S- 40  2箇

度 吐 器
A - 4  12筒

石 鹸 入
S- 19 205筒

S- 22 207筒

以 上

新 大阪ホテノレ 特別室パス

川 108



ク新大阪ホアノレクの建築を語る夕

( 1;.' 1普M)

飯 高 達 夫 (mＷ ｾ 組 大阪支応長〉 )11 口
一

一 〈構 造 計 算 機 常)

11
3

斐 原 四 良1¥ ( 設 備 投 言| 携 蛍 〉 カ11 藤 誠 一 ( 清水組大阪支応次長〉

古 宇 町 質 〈 ホ テ ル 建 築 委 員〉 武 周 五 〈ホテ ル :工事主幹〕

竹 ) j 要 位 進 〈ホテ凡工 事 高IJ 主幹〉 波 江 悌 夫 〈前大阪市fJ l : 築課長〉

三 好 貫 ( ホテルエ 司王現場主任〕 吉 本 政 次 郎 ( 清 水 組制ソν現場主任〉

阿 川 ネ グJ

島 l対 良 弾

制本楠 ｾＱ Ｑ ｾ

=: illJ 1;旬 史

新 4 "， 種 犬

昭 和 10 年 2 月 17 日

於 新 大 阪 ホ テ ル
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岡田 それで はj}p t長拶致します 。今 晩 お十亡が し : のがな け れ ば 出 来 ない 、 そ れに封する t:'f{:t. 符 を

い! 誌 をお出でを 則 って 、 ζ れからと の ホ テルに

つい て 皆様 の お話 をお 何 ひするととに しま した

の は、そ れ を主主記しまして稚: 誌に 載 せ る激定で

御P. 1I います。 およ長りを願った方 々はホ テノL に御

附係乃: ケヵ:多う御ドII いま す。+¥， j設に判り1 /J った

や うな己 とでも h 際ホテ ル を見ない Jfi 者 が 読 み

ますと興味が ある と忠 ひ 空す か ら、 さやう なと

とで も一つ説者の lhに お 話 下 さ っ た方 が J ' ( う御

1'1¥"、世す。 初めにホテルはどうい」、 I!!¥，. 亡し て設

立 され 主 したか 、 そ れ か らお願 ひ し た い と恩ひ

空す。 此 方 は! l J 1I れませぬ の で、 主主日 l先 生 に 司舎

を.:16 i!Ji ひした方が 話がう まく n< と，思ひますo

r うぞ よろしくお目前ひ致します 。

武田 - t l 1 } 云」、と司令者が云』、 のは書警なんで す

けれ ども 、最初J の 起 習を一寸I j i _l -_ げて見 るの も

無 駄 ぢ ゃ な い と 思 ひます 、 ζ の 中で必 初 の 起 り

た御 承知 の 方 は 恐 ら く な か ら う と思』、 んで す が

Ｎ ｾ 云」、とと れは 市 の第 二助役の満 山君 が居ら

れると ー林 よ く判ると恩ひ ます 、 01: し今日 は そ

の 方 が お 出 にな りませ ぬ L 、 その' i ! i ' 時 に滋江宕

が ill 築課・長をし て居 られ ま し て 、大 阪市 で一番

波 江 君 が と れ に 参 具 し て 居 ら れ た の ぢ ゃ な い か

と忠」、んです 、 との 工 事 が 初 ま る 時に iji 事任さ れ

ま したけ れ ども、最 初 のIfr認袋 't 官模 糊のI:il のI)l:

t，!f l土波 江 君 が よ 〈 知 っ て 居 ら れ る の で 、私 が

寸・Ij l 上 げ ま す け れ ど も、細 いと とは 波 1工君 に お

扱 け 願 ひ たい と思 ひ ま す。元 々 ζ の話は古いの

であ りまして. iI{{ 羽13-' 1二の ぷ頃と，思って 府ります

が、h は闘市J交の 話 に ζ の 大阪にホヂノL が ない

ので 困 る 、何かホテ凡 の や うなものを 主主ら な け

れ ば なら ぬ が 、恰! f f . 昭和 9 "1-' の秋 に ;IJ 汁 4 字 m凶

大 合 が東 京 で1mかれる、 そのi . 1¥中 が大 阪 に 来て

がl るの で 、大 阪 の ホテノL は貧 弱 なので l"I とかし

アその 機舎 を. f:I )Jll して ホテ ルを 槌 へ た い と い』、

やう な話 が あ り、 - ，)・ F相談 があった のですo

A うし た らい L んた. らうとい」、様なお話 で あり

幸して 、ぼ ん や り し た ζ とであ りましたけ れ と

も多少話イ＿をしたと とがあ る 、 その ｾｾＮ時ブ ｝ 石 知

事が来ら れ て、知 事さんにも 話 たん で せう 、 知

事 さんが無 論 語 か ら う 筈 は な い の で 俊 成 さ れ た

らしいんですけれども 、 閥 君 と力石知事 や で理

絡 を 云っ て も金 がな い、市にも 4訟がな い し 何 と

もｻＱＺん が な旬、 、 白 ｊ ｾ 業 ｬ よ 金 が あ っ て も絞むす る も

ζ しら へゃ うとい」、ので 、 大 阪ｦｊ ｾ 楽部だっ たと

思 4、んで すが 、あ そ ζ で 湯 川さ ん に 合 ば れ たん

で す 、住 友 の湯 川 さん に 話 を し た 虚 が 寸 来 っ

てう!Eら れた んです 、1主は併しノ「ら湯 川 さん とい

』、おケは非常に硬い方 で なか な かう ん と云 は れ

ない 、 第擦 を ｾ｜ｦＱ いて ど うも儲りさう も ない が 殆

ど利害を 紛 れて 、 それ じゃ や っ て 見 ゃ う と 湯 川

さんが云 はれ たの が 、昭 和 3 年 の末 tr( だと 思 っ

て居ります 。 それ からは 割 合 に 着 々と 進 ん だ ん

ですけ れ ども 、湯 川 さん と して も一寸 資 本主 の

側 と し て多 少 不 安であ っ たんだ らうと忠」、 ん で

す 、 その 内東京 の 大 倉 さ ん との ケも話 が 出 来、

大 fTさんは; j . 行図ホテノι をやって居ら れ るの で、

ホテル といふも 乃に霊堂して の経験を 有 っ て居 ら

れた 。相談 し た広が 、 JJ: しか らう とい」、の で大

介 さんも同意さ れ て、大 倉 、湯 川、 7J 石 、品引か

うい ったや うな人法 の トラス トが 出 来 た諜 で 、

そ れ か らは着 と々 話 が 進 ん だ、 その幸吉泉令 請: 必

要 といふの で Ｓ Ｕ Ｐ 前倒 Ａ の ｦ 正和 ｪ 霊￯Ｚｾを ＨＱ｜ v て、そ

れで訂 ｾ Ａ ｴ を進めるとい ふ ζ と になって来 た ん で

す。さうい」、 ととで 、波 江 君 の方 か ら も 詳 しく

話 してmきたいと 恩」、んで すが、 i怠f 々 ホテル 建

設の Ｇｊｾ ［Ｎ［［ 具値 化 し 、 ＱＱ ＱＺ手 ｉｊ 資金も借 り ら れ る し、

前 'Jト本計 の 話ーにな った のは /llJ 平日 5 年 の 交のほl で

市 合 で議 決 され たのは 昭 和 5 年 の 脊 だ っ た と思

ひ ますが 、大 阪 の 市 合 で 350 前 回lの 低 利 資金 を

ｦ ，ｾ入れる と い ふ ととに議 決された 、 そ の 時 には

も う原案を作って IHされ ま し た ね 、 さうでせ う

浪 江 君、原案はその 時 で す ね。

i皮江 出たやうに思』、ん で す 、 私 はとのホ テノレ

に 1t 閥係 が あるやうで す けれども 貨 はない んで

す 、 それで 低利宝生命を借 り られる草案 を庶務 部

長と 第 二 助役 が 作って居られて 、 二二三 ＧｩＧ｛ ｾＱＱ が あ

っ た f うに 従 えて 居 りま す けれ ども 、そ の立 案

の l付谷は知 りませぬ 、 さ う して つ ま り東京 のb-

に III して 居 ら れ る内に HH布15 (，1ムの 春 2 刈tJ'iだ っ

たと思 ひま すが ね、 1 J-] だ っ た か 2 月だっ た か

低 利 t.t 4訟が愈 々借り られ るとい」、 ζ とがは っき

りして来 て 、そ れで l:t j主はかうャ」、案が あるん

だ とい」、事 で初めて 聞 い た 諜 で 、 その'i，' i ' 時に ホ

テノL : m業であり ます か ら、 ホテル に走塁線 の深い

人 に相 談しな ければ なら ぬ と い ふ の で帝図 ホテ

ル の 犬) L さんに; 弘必倒談 し た とい」、ことを承り



ました 。

武田 その原案によっ て、 _7(1例 常 りで出された

7象r ，r なんで す、そ れ も1nni 市合 Hffi 過 し ま し て

愈 々 設 立| にか L らうとした のが l昭和 5 年 で す。

設 討 をや る時 1亡附択と犬 :) L手!と 1:  ［ｦ ｾ ｪ 等 路 ｬ 業 て・同

窓だし 、ー日j と丸菅 l工事テルに it" ' i ! 除が深 ν 、から 、

犬 丸 君 に 経45 をやらせゃうと言』、課 だっ た、 ホ

テル の プ ラ ン1'1特 に杯業七の 関 係もあ るから大

惚 犬丸君に やって主主へ とffi まれて 、そ の案 が II:l

来 て 来たの が、昭和15 年 の 春 頃 だ ったと思 ひ ま

す。 その案に従 ってそれから愈 々建築 を ど う し

た らい L かとい ふ 問題に な っ て列ミた 、 その時 に

1‘¥1はま外部から 非 常 なj迷注

るしい、市長 も 非 常 に 凶 ら れ て、 ど ・1 だ. らうやれ

"¥"'，;) ，-) かとい」、話 があ りまして 、J r l土中目，.去 を受 け

まし た、ofJ. は その時 に 一寸考へ たんで すが 、 ど

う もと い つを東京 にやる ζ とは而 Ｑ ｾ Ｑ < ない 、断

然 市 符 が よからう 、市 役 所 に 建 築 課があ るんだ

か らとい」、ので 、他 の 方 の 建 築 家 は 斥 け て 愈 々

市 の7 ; でやるとい』、 ことになったわけです 。 そ

れ で つ まり波江君の民主に行 っ た ん だらうと 思」、

んで す、髭 で、 やるにしても 市長 の 考 へ と し て

It 1'( は市 の方 でやれるかとい」、話があ ったか ら

それ は 無論や れ る、立波な人が揃って居る から

結 構 ゃ れ ま す と 巾 上 げてJ I t . . ばず乍 ら私も 多 少 WJ

け て 上 げ ま せ 入 車trfi持IH来 ま す 主ャっ た、市長

も多少 市 のこ とも 考へたと 見え まし て、 それ ぢ

や顧問 といふ もの を作 らう 、務問 機関を作って

1't 際の仕事 は 市 の方 で や る、 か 3ν ・」、と とでホ

テノq l l : 築委 員合と い』、も のを作 った のが 、片 岡

君とそれから 住 友 の方の 日高 君、長 谷 部 君、f干;

それから 市 の方の ぬ君、それに 子育園 ホテル の犬

丸 君

i皮江 古宇 問 さ ん も入っ て居り ます 。

武田 古 字 国 君、 さ .， 0  ' _S、 j車中が寄っ て、 それ

で内 ＱｾＱ で どんどんやっ た んです 、 その時には築

様 で は 富 士阿君. 川 11君その 他皆 寄っ て、仕 事

Ｑ Ｑ 非常に主主んだん で す 、 大 ｾＶ 年の 春ヒ了 ｬ には大

位 設言| が出来 た んです 、_ -j iJJ りは何時でも 若 手

出来 るや〉にな っ て居りました 、 民主が仰; が昭和

Ｖ 年 Ｕ 月から ＱＱ 月 ま で 大 携の ｉ ｈ ｾ 長で 洋行し た ん

です 、洋行を した幸 に ヨー ロツ パを廻っ て来 る

か ら見 て来ゃう 、帯 し 工 事 が符 て るも のな らゆ

っ < ｾした らとう だら う 、 かう い」 、 ζ と で、 さ

ういった虚が市 の方 でも 未だ令の f1)' 入 れ が 完 f

してなか った んでせ弓 、ti. 令のブJ のIMH糸が完 t、

に 11吋/ i 出来なかっ たやう なとと で 、nnl 1智〈

ｦＭ ｾ Ｚ た う と い 」、や うな ことで 、 イ ｾＮｴｊ ［ 邸って来るま

で 111 さなかっ た、 (11 しそ の/:1] r . 基礎工事交は出

来 て 居っ たも のですから それ は 6 6F 9  Hでした

か、 その時 は大林が とって 工 事 t 平りま した、

私 が 1I 月に隠って来た時には基礎工事も段 々出

来 て 居 りま した、 それか ら上の工事の方の| 品l商

も11: l * 1: りまし たが 、多 少 そ こは後へなけ れ ば

ならぬ所 もあって 、鈴 更した んです 、喜善 更 / ｾｊ ｬ＠

l士少 し越権でした けれども殆 ど燃 の怠見でや っ

た 匙が 東京 の ｴ［ の ｽＺＺＧＩ ｌ 君 の 方で非Ｎｾｾな不平が あ

る 、 Ｍ ｩＱＱｈｊ 業 は 俺の ー かでやるんて・ 、 ｲ ｬ ￯ の ｾ ｊｊ が 勝

手に設計 してや ら札た っ て俺 の方 で は肉質 it tH

来 ぬ とい」、謬そ の時 に は 浪江 君 l士僻 任 し て 居 ら

れ ませ ぬ、 さ う して EZ士 阿 君 が 代 って住築課 長

となって居 られ て、 その下に設計主11 と して伊

藤君 、 その 伊 藤君 に度 耳々i J;てに行っ て その方日{

と折衝をして1えーった が巾 々 3 ま く行かなかった

それ か ら甲斐版科が 東京で初 め か らやっ て居ら

れたの で 度 々行って貰って うま( 認 をつ け 1 呉

れ ま したが、そ んなととには 千件ばず にどんどん

設 立! の方 は 進 ん で行った んです、 さ うして極 め

て 、係 り歳 を 延 ば す と と も 出 来 な い か ら と い」、

ので 、愈 々入札に する ζ とになりまし たが相 場

の鎚動なん かでど てどて しまして、昭 和 7 年 で

した かの 12月に 第 l 凹 の入 札 、 その 時に は致 算

超過でなかな か 決 らないで 、 と うと う昭和 8 年

2 月に愈 々清水組の 大物量産で定1 々工事 若 手 と い

』、ととになっ たλ です 。 さ うか うし て ゐる中 に

住 友の方 で も吉|需の方を治めて 戴告 、代表者と

して 竹腰君が入った 、竹腰 君 はホテ ルの方 の 犬

ＺＩ ｌ 君 の 閥係の 方 を大 ＱＺＱＱ 分 悶 ｉｾ 告 に 極めて裁いて 、

そ れか ら言 ｬ 需は非Ｎｾ・に順調に行 った ん で す 。そ

の ｪｾ に設 計費 更 は大型軽なもの でそ のｾに 現 場に

居られた 三好君は 大銀御 迷惑 で 、恐 らくζ れ1;';:

m倒臭 ν 、ェーがは なかった らう と，思ひ ます o mし

工事がやJ めら れてか らは非常 な 7 ノレ スビ ードで

i昭和 9 61三の絡むIに完成 したん です、で す か ら主

位 工 事 に か A りまして か ら Ｑ 年宇 ＡｾＯ Ｚ で す 、 とれ

丈大きな ものを 1 c. [.'. 〆やで完成 されたとい』、乙と

1
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は とれ はーの レコー ドだと思ひますが、而 もそ

れ が 初 めの設計油リ で はない 、途中 で望号更々々

があっ て、 さ うして まア出来 たと い』、 のは儀 慢

jf ( 出来 た ξ 思って居り ます。 その1111 の竹腰さ

んの方 のお' 骨折 なり 三好 君の方 な ん か大雪きだっ

たんで す、 その間市長 は1' r は との工 事の進 行 1-こ

ついて は心慨を されて、有i 々な相談 も して居 り

ましたが、ま ア干渉がましいととも 云は ず、兎

も角最後まで塁走って居 られた 、今 年の 1 月10日

の務成式に機嫁よ〈 存 ん で 式に見 えられたんで

すけれ ども 、間も な く病 につかれ て とうとう亡

〈なってしまったんです が、 本 人 と しては 満 足

して死んだだ らうと 恩 ひ ます。 そん な認 で 、 と

のホ テルが 出来 た脅なん て冒す。甲斐既{ 君も初め

か ら 殻jl / i の方 で非常' に働い て戴いて 、東京と大

阪のI 1tJの模 にな って 可な Pお 骨 が折れたんです

が非常に皆協力 して 、恐 ら〈殆 んど協力で この

ホ テル が出来 たのも 、会〈 皆様の犠牲的精神に

依 るも のだと 恩」、 んです。又そ のr: u清水組の方

も大強だ ったらうと思ひますけれども 、 とれも

まア異献な 〈市の方 で も 感 謝!I止を 出 したさ うで

すが、無論感謝に値する もの と思 ひま す。経 緯

は そん なも のなんです、東 京 の代表 は犬丸君で

すけれども 、併 L -犬j L君 の設 計 、建築技術的 の

ζ とは高橋 貞 太 郎 君が やって居り ま した、要す

るにそれ は何です 、住友、大 倉と市と の三位一

位 でや っ た ζ とにな P ます。 その ほか工事が始

って 出来 上るまでに而白い絞緯はあ ったん で す

が、 さ うい 』、細いと とは皆 様 関 係 者一同よく御

承 知 で す か ら 私 1' . 1: 担任しませう 。新名君も 途 中か

ら入 って 来られて 御迷惑で あったら うと 恩 ひ ま

す が

岡田 竹腰さん は途中からですか。

武田 途中 からです 、初 め は 東 畑 謙三 者、古 賀

郷 Ｑ 主 軍司の Ｒ 人 が窓 ｉ 烹の方を 、 続ｾ の方は 川 口君

がやって居った 、きう して 設備そ の他は初め は

市 で やって 居ったん です、甲斐 原 需・も途中だっ

たね。

甲斐 原 私 が話を 初めて聞きま したのは 昭和 4

年の暮で御 座い ましたが、 一 つ大阪にかうい」、

ホテル ーーそ の時は閣際ホテノレと申 して居 りま

きました。 それ で汲勿 を樹 て ね ばなら ぬ、設 備

の方 の激 匁 を 一つやって頂 きたいとい」、や うな

話 で、昭和 4 年 の 幕に聞きま したけれ ども、騒

々の と とで忙 が しかったも の で す か ら 、 本 ｾｗ に

か L りまし たの は 5 年 1 月の終町i で した。

武田 つまり市の方 で設備設討 をす る時 Ip袈 )Jj (

; F l が始終怒聖子者 側 を 代 表 して居 られた んだ。

波 江 それ は昭 和 5 年 の書きですよ 、 l 年諮 ひで

す、 さう して ft 際 に完成された のは 6 {ドの初

甲斐 原 私 の1主際か λ りましたの は 7 年 で す、

途 中が大後長い 間抜けて居りま したんです。

新 名 計f牲には初か ら御闘 ft，でせ う。

甲斐原 剤、 It 直接ではあり ませ ぬ が、部問機 闘

としましてい・ー

武回 同l 残 しま したが 、最初mの方で は建 築 課

で やるとい」、ととで初めた んですが 、途 中で市

の方 の建築課の方でやると手縦 上 非常・ に五 II 純

い と とがあ る、19IJへ ばそれとそ 数十の印をと ら

なけ れば一つ の仕事 が決 らな い、 ζ れ ぢゃ い か

んとい』、の で、島 常の方で 特別 の機仰を作る と

とに な って 、士、木古11直 属のホ テ凡建築 何 とかね

三 好 建築 事 務 所です。

武田 事 務 所 か、そ れを作って 、 そとで大阪市

の方 の 建 築 課 とは縁が切れた 、 その時 十ζ 市を代

表する鴛に新名 需に入 って貰っ たん です、あの

時 は波江制御承知でせうか。

i皮江 私は 3 月に笛f ，めた んで すけれ ども、 ホテ

ノもには殆 ど関係 して居ないんです。只とれ丈の

仕事になると初か ら臨時建築郊の 宇う な形でや

られた方 が如 何に も順調に行った や うに思」、 、

それ丈は大祭惜しかったやうに思ふ、 それ で最

後に参加された竹腰 さんが非常にお' 舟折だっ た

らうと 思 ひま す 、殊 に民間 の資本家も入って 、

市丈の仕事で はない 、民間と協力して のイ」事だ

から臨時建築郊の形 で、 さうし て竹腰さん のや

うな方が早〈参加さ れた らも っ 主順制に 進 展 し

て行 ったや うに 思 ひ ます 、 それ丈は如何にも遺

憾だと思 ひ ます。組織について 。

武田 住 友 を代表する の が日常i君だったから 、

その時から竹腰'f， が代表 して居られれば よか っ

たが、 日高君 が途 中で締められ た ものだか ら。

した 。閣際ホ テJ I. を建たい とい」、やう な話 をPH : 岡田 昔1- 3註された のは どう い』、目的でさ れ たん



でー.. . .

武 田 その目的は大阪に代表 (I(J の ホテルはあ っ

悶る 、 つまりかう い」、意向なんです 、そ ζ で 川

口千? が貨 はあの時現場に来てn・っ て、朝日 夕ラ

ても 、大阪ホテル 、常ピルホテル な どは東京の ・ プでしたかね 、 あの日守系 られ たの は竹内相だっ

人 宇 外 国 の 人 が 来 て 非 常に遺憾だとい」、て居 つ。 た か ね。

たんです、 大 阪 のやう な堂 々たる都市にあ んな 波 江 竹 内君だった らう 川 口需 の 意志 を有 つで

ものがホテルかとい」、官製で特困 っ て居ったんで a 柄本 川口 さんが僻め られてか らです 。

す、そ こで ど うしても大 阪 を代表す る苧う な大 ・武 図 竹内れ だったと 思」、、朝日 ピ凡で東京 の

きなホ テルが要るとい』、ので 、そ れでまアやる 。 主li 中と一新に な って話 し た慮が 、話 して見れ ば

ととにな っ たんで 、 それで淑光 ホテ凡なんて云 I 何 で も な い ん で す 、 それでそ の ま L 日出 度 〈 納

ひ出 したの は新聞肩上で 、初 め から淑光 ホテ凡な まって 、設 計 は 原 案泊りで や る と い ふ ことで桝

んて そんな意味で ζ しらへ たものではな い 、つ んだ んです 。

まり 大 阪 の シチ ー ホテル とい 」、訴J だ から 35t 盛の

署員光とかさうい』、意味ぢゃない 、市 K 於け る代

表 的 の ホテルとい』課で 、特 殊の 目的は有って 三 浦 川口 さんのおやり になった のは原案 iffi !J 

居な いと 恩 ひ ますo ピヂネス ホテルで もなけ れ 。 ですか。

ば淑光ホテルで もな ν、、何で も御肢れとい」、 ホ白 川口 原 案 J湿りやりまし た、 設 計 の は じ め 一 つ

テ凡なんで すけれど 、犬 丸 君 の考 で、 ホテル丈 而白い こ とがありしまた 、公 孫 樹 があり まして

では到底絞管が六 ケ]ll，，' ， これはホテルと饗集 。 ね、そ れ に 崇 ら れ る とい」、の で。

場 雨 方 を 兼 経 す る ととによって初めて約百寄 が保 波 江 どの設 に あったかな 。

てるといふ ので、午 分 は ホテ ル、半 分 は饗 祭 場 : )11 ロ 倉庫みたや うなものがあ ったでせ う、あ

とい』、 ζ とに なっ たんです、そ れに ヲい ては各 : の塀の外に枝を LU して居りました 、恰 皮 築 港 の

併にキツチエ Y をと らなければならぬ 、あの甲 : 方 で 1' ( へぬかとい って来 て無事にホテル の卒 面

子関ホテルな ん かでもホテル丈で は 赤字 な ん で 。 が 111来 たんで すが 。

すけれども饗築揚で宇 っと息をつな いで居 る詩・ 武 田 返信省の鉱皇室t l ' があったね 、あれ で 基 礎

です o L. ＺＮＮでも費ｾ ［揚 の 方がとんなに繁昌する ・ 工事が主主めなかった、取 って 央 れ といっ ても i盛

大成功なんで せう 。 扱 主 位 工 事 に な ってからず ; 信 省 のこ とでなか なかや っ て 央 れない し、 とつ

っと初か ら絡 ま で 聞 係 し て 居 ら れ た の は 三 灯 君 I ちでは動かせないし困 った。

だらう 三好宏 の脊 心談 を 一 つo )11 口 公 孫 樹 は 初 め は 伐 ってしま 」、心 算 で 居 つ

竹 腰 三 灯 君 も 基 礎 工 事 が 出 来 上 る 頃 か らで 、 .  たんです 、鹿 が 公 悶 課の方でも あれ丈大きいも

武 田 さ ん は 終 始 - J ' t でせう 0 ・ のを 惜 し い と い 」、んです 、恰 度 何段かにあ った

武 田 僕 丈 で す、兎 に 角 く っ つ いて居ったのは i の を城内に移した民主が奴が下車i になって死ん・だ

古字国君も初から関係があった で すけれども誌 といふ と とで 、伐 に川 口君死ぬぞとい」、んです

〈から番をして居たの で。 ( 笑 諜〉

古 字 図 金 く そ の 廻 り型II 草で す 、番 犬 みた ゃ う ;皮江 その公孫樹を何民主に移 した。

なもの で す。 新 名 市 岡 の方で し た かね。

i皮江 設計設官I i 緋径の方 を 川 口 君 が 閥 係 して 居 : 波 江 城内 のが それ だらう。

られ る 時 分 の 話はあ りま せ ぬ か一寸 椛 匙 t ー芥 ・)11口 被 内 のは 迩 ひ 主す 、君死ぬぞとい』、ので

大 事な慮で すが。

武 田 かうい」、ととがあった 、構 造を 川 口需に

やって頂きまして 、す っ か り出来た 、民主が途中

で 東 京の方のプミ九析が構造 が丈夫 過る 、 そのA

洲町1さんも ihれ は惜 しい といふ の で 診 縛 したん

です。

波 江 古い樹だ。

川口 崇 り が あ る だ ら うから肥っ た らと か う[11

に怒費が倹言| にか込る 、もっと 騒 い 構造に して 。 上げた が。

' 賞 ひたい 、かう い」、と とを云って来 た、 ホテノレ 武 田 伐 ら な ければ 家 が建た ない でせ う。

とい」、もの は さ う 最 初 の 経 費 に 俗 計 伎 は れ て は : )1旧 一 寸 ひっこめ れば よかっ たんで す 、一 際

1  13 11. 



その絞りで滋んだと主は匙ん だ んです 0 ・ 雪ｾ年の Ｑ Ｐ 月が既に大令 、如何 な る 犠牧でも抑 つ

新名 それ が相官祭っ たきう です、 湯川さ んが 。 てや って 央 れ、か うい』、話 で、 ゃれませ ぬ とい

死 なれ る・・・・ 守 ふ とと はと て も出来 ない、 それで は出来る丈の

波江 あれは騒ぎが なけ ればそ んな とと は云ひ ・ ζ とをしませう 、そ して戎 一部分 をやって一部

はし ない が、そ とか ら云 出 した んだぜ 0 ・ 分 を使 っ て頂い て、又 後 は 使 ひなが らやっ て も

)11ロ 大分 脅 か され? をも んです、あ の時 l土。 よろ しいと 恩 ひ ま して 、それで 第 ー に清水に交

武 田 ホテ ル現場 へは三灯一君 が最初から 行 っ て : 沙 し たのは 、 ζ れ丈念 ぐ仕 事だか ら人聞を揃へ

1買って、竹 内 君 が途 中 か ら、後か らJltj添 って賞 . て央 れ と言」、の で 、情水 の方 で 工 事 主イモ の吉本

っ たんだった 0 ・ 現 場 主任 の山手 この二人 lく合 っ てそれか ら加 藤

三好 徐 り 津 山ある か らどち ゃど ちゃにな って 。 君 及支底長 に も来 て貰っ て 、兎に角必死 にな っ

三浦 素人に 敵迎されき うな 面 白い話 を。 てやっ て賞ひたい 、それに は何 よ り も 俺主主の最

三好 + 合度私 は商 科大祭 の方 の 第 三期 工 事 を持

ちまし て、入 札 に 忙 が しかっ た時で 、そ の時分

は何 で も 物f賀騰貴;の最 中 で 、それが漸 く飯 った

鹿 へ 筑土 問 さ ん が 君 ホテル の方 に 行って貨は な

ければ なら ぬ、か う い 』 、 話 、 争ｾ ( 寝耳 に水だっ

たんですけれど も、 その訴があ っ てホ テル工事

場に来 て見 る と大分基礎工事が遅れて居 る、も

う10ヶ月とい』、に殆ど倍位 か λ っ て居 P ます、

とれは念が な ければ な らぬと 思っ て雨方 かけ持

で した が 、その時分 は本? 吉に キ リキ P 舞 を し ま

した、さ うして犬 丸さ ん の話 で は主慢は来年の

2 月. llnち昭 和 8 年で す が 2 月の紀元 節ですか

あの 日ま で に組めて恰度吉 日に入札し宇う とν ・

ふ と と で 、 きうする よも う4 ヶ月ある かな しで

す 、官象筑を 調 べて見ると い』、と大分闘がある 、

それが少 しぢゃな い、それで私の方 も困っ て し

まっ た、間面 j湿り に宇 ると い」、と とほ とて も六

ケ愈ぃ 、 どっ ちにした ものだら うと いふので、

兎も角間面沼 りにし て若 し 出 来ない時 には遁加

古象鋭が HJ 来 な い場 合 には漁算合 議を して11t ふと

とにしたんです、 犬丸さ ん溢り は、一流 の ホテ

ルだ か ら令 の要 ると とは仕 方 が なν・、か うい」、

穏 で 、恰 皮 入札の落 ちたの が 180 何潟闘 のが 、

最 低ーの清水 組 止の閉が 2 千回lで した か 3 千 回|で

したか 、極 〈僅 かで務ち ると とになった 、民主が

その時十合度銭 材 It 暴 騰 、品不足 とい 』、ので 、清

水組 と して も 大分 図 った ら し い 、 清水組 ｾＨＮ ｾ 喜ち

たのが 3 月の 中頃でした が 、1主際の仕事が始ま

ったの は 7 月の中頃でした 、で最初j 犬 j Lさ んの

方 で は赤 十 字 大舎 に は是非間に合はして央れと

央 々も云 はれ た、 さうす る と3 月からや って 、

111. 114 

も信般 の 出来 る人 を君等 の 方で集め て央 れ 、多

少君の方んでザ牲を梯っ て も、他 の工 事 か ら習l抜

いてでも信mの出来る人を 集 めて央 れと 央骨 も

積 ん だ、それで支 陪長 も加藤君も その窓を 持 込

んで央れ ア 、清水 組 も3空際 い A もの を寄来し て

央れた 、私 の方 も武 田先生にもお 願ひ し、 第一

役 所のあの繁華量 な民主では とて も乙 の工 事を切抜

け る と とは 出来 ない、霞計嬰更 に費して相官書面

倒 な手 績 が要 る、一つ を侵更す る震 に は 2 週間

も 3 週間もとい』、日時を要す る、それで武田先

生にお願 し て 、役 所 の 設計 受 更 手 績 を簡略に し

てやりたい、そして市 の現 場 の方にも 出来 る丈

員面白 な人塗を集めたん です 、民主が 、大 鐙工事

監 督の量生 といふものは 10; 14嗣に封 して 1 人{!t の

監督 が 欲 しいんです. さうすると 180 湾、 200

蔦近いと 15- 16人 欲 しい、所が その時分 に秘主童

の頂い たのは7- 8人{II: しか居 らぬ 、それで清 水

組に 1':1: 出来 る丈 け 一 流 の下 請ーに宇 らして央れ と

積 んだ、それで清水 の方も 鎖骨は 111 ｾ 奇造船 所、

三 菱 造船 所 に注文し た諜 です 、そして漸 ( 7 月

15日に初 めて 柱が重量っ た諜 な んで す、工事 は念

がない 無用 な仕事 は しない やうにし て 出来 る丈

手 順 ょ くしゃう 、それには材料溢り も2 ヶ月目に

要 る材料は 4 ヶ月前に注文しろ、さすれば若し

材料 を検交してい けない とい ふ駄を型軽へて 問に

介 去 、か うい」、宇う な具合に材 料 、それ か らイ1:

惑の 令 部の工 事!j[ K 封 し て不 断清ホ 組 と 密 接な折

衝を 保 って行った i認・なんです 、それからと い」、

ものは 仕 事がど ん どん 進ん で行 ったんですけれ

ども額 々の設計が東京 渡 りの、竹腰さん溢りの

御指 導 によっ て多 少そ こに 前の計 得 よ り惑 っ た

銭 に多少狂ひまし たけれ ども、今 年 の 8 月 15日

とい」 、 紙 限が 、 そ の ｓ 干 の Ｑ ＼ 月末 ｾ Ｂｾ ＮＮ｢ 、 ま で に延



ｾた丈で大ｪｊＦ な〈 ζ の 工事 を終 ったと い」ーとと Ｚ どうしても少し致 wをJ曾さ ないととんでも たい

は、貨 際 武 田 先 生 。 竹 腰 さ ん 透 り の 御 指 導 官 L : ととにな るが 、 とII' ..d・ やうな ζ とを考 へて 、 そ

告を得たととと思って l卑〈感謝して居 る諜 で あ れから X 見 直 しまし て、 1a 0 政側以 k も入れ な

ります。 ければなら ぬといふこと を犬 丸 さ ん に お 話 し し

ま した 、 そとで犬九さ んの お供 を しまし て 7 年

3 月伎でせ う此方の方に 参りまして 市 の方 に々

武 田 賀際設計俊更と v ｾ ＮＮｩ、も の は貨に大後 ｪ 己介 。 ぉ 自 に か L りまし て 、激 策 を立替へな いと初 め

なも のです 0 ・ の 致ｾ ぢ ゃい か ん のぢ苧 ないん ですかとい」 、宇

}11口 庶務 との 掛 合 はうるさ い もので す0 ・ うな話をし たととを 記憶し て 居り主すが 、そ山

武 図 書聖更手綴簡略のことなども市長の方から ・ l市に 武 問 先 生 お闘では な かった 干うに 思 って居

t任務 課長の方にプミ降った ものだ か らよかったが : l) ますが 、 さうしてそのま L 東 京 の方に幸1. は 錫

下か らあれ が上って 行 っ たんではうま〈行かな。 って参りま したが 、間も な く犬九さ んが君向 う

い 、あ λ 出来た の は非常に幸願た‘ ったと 思って j の方に行って少し共値的に苧つ で見たら とζ う

居 るんですがね。 ぃ」、様なお話 、それ から大念さん の直接命令を

武 図 甲斐!ポ君は初 か ら 放言| を宇ら れ て 必 中 で ; 受け て私は此方の方に参りまし た; 、それは 7 年

金径の望号更をしたん でせ 号、あの 怒 総 をイ[1J か。 の 4 月であ りま した 、それから 役所に 勤 めるこ

甲斐原 初からとい」、お穏 であ りますが 、昭和 I とに なったわけです。市の方で は後 藤 君 は 緩 房

4 年の暮に犬丸さ ん か ら漠然たる目 論 見 の激 雰 ; 冷厳 の方 を 術生 の方は新 熊 君 が や って 居り奪 し

の干うな もので別に賀行激算のやう な もので は。 た、 それか ら電気 の 方 に 適tt な人 !日l がなν、か ら

な 〈只何坪だか ら幾らに なる か、水道 は 幾 らに 宏に設か一つ電気の方 の人 聞を入れ てやっ て:貨

なるの か、 まアさういったやうな極〈淡然たる ひたい 、 か うい」、 やうな話 を承りまし て 、伊 藤

目論見を求め られ ま したの で 、私 の 見 紛 で は 会 ・ 去 二 さんの事務所に勤め て居りました永悶震を

郊で約Ｙｏ ｾ臨時 だったと思って居 ります、それを Ｚ ζ っちに来て貰ふととに な り、秘 は 金t量的の相

としらへて今犬メL さんの方に出しましたのが昭 : 談に乗って居りました 、その !ltl 私は主と して長

和 5 年の 3 月か 4 月位だ ったらうと思ひ ます、 11" 旬ホテルのパックサイ ドの方ばかりやって居

その前に市役 所 方で プ ラ y を立てl . Ｑ 頁 ｏ ｾ につ ｪ りま したか ら、市の伊藤君 の裕問機闘 と して 、入

v て、設 備 刀 方 と し て 後 藤 君 が 二 三 度 東 京 の 方 i 口はどっちに つけたら い λ だら う、階段はどう

にも来られ て 、 か うし たら どうかとい」、やうな; つけ た らよか らう 、院 の 開 聖 方 は ど っ ち が い λ

フ・ラ y についても 、初 めの 内は漠 然 た るもの で ， か とい』、やうなととを 綱 本 君 造 り と 一 緒 に研 究

した、それを 犬丸さんの獄っちょの民主に私が居 : をしまして、一階 、二階溢り 、 それから 一階 の

りまして 、強 い て聞かれますと我々もかうした ! 食堂とかい」、やうな本質の! l f の 方 ば か 習のプラ

方 が宜 ( は 御 座 い ます まいかとい』、宇うなとと y について 御 相談 して居りましたんです 、その

を帝閣ホテルで 、約 10年間キー パー をやって居 ， 中 l'こ建 築の方 も 入 札 が 出 来 まして 、建築の方 が

りま して 常 に 私 の 苦 心 しま した民主丈をかういふ 。 遮 れ ると 設 備 の 方 も非常に 宇り雛〈 なる か らと

具 合に す る と後でかういよ、様に具合 が 慈ν、か ら ; ぃ」‘ ので 、非 常 に と れ を 念がしましたけれども

とい」、やうな事で参考になる程度にお穏をし た j なかな かそれが金の都 合 宇 その他 で設 備 の 方の

心 昨 で 居 H ます 、 さうかろ す る中 に 昭 和 6 年 或 i 入札を出 しま したのが 7 丹、8 月の終り聞 で約

は昭 和 7 年 のI E 月過位でせ う、犬丸さ ん か らも j 負が決定しました のは 9 月伎で 、そのI: T( にはも

う少し具値的 の フ・' 7 y を立て λ 見 た ら ど う か と I 弓竹 厩 さんもお見え になって居られました 。今

い」、や うなお話があ りま して、それからは 具 値 : 一寸冷房の お話 がありましたが、冷房は ホテル

的に考へ ま し た 、 そ して算獲を入れて見ま した : にはど うして もや らなけ れ ばいかんだらうとい

蕗が 、なかな かどうも 9071f. 闘 では上りさうもな. . s 、や うな話 が出 ま したが 、初め冷房の話が出た

〆い、お まけに合総出禁止に な りまし て 、非常に ; 頃にはまだ一般的には儀り 冷房はやっ て居ら な

物倒が上心て来る激怒が ついて 居りますので、 かっ たかと恩 ひ ますが、何だかどうも賛織な も
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の をやっ て居 る気分がしま した、 rlj: L  rllr れにし

ずもこ れは や らな ければいか ぬ 、や るとい」・と

な いお にすると と に なっ た ので 、 そんな必ｾ の

ない もの は 皆必要 の高 さになって居り ます。

とになゐ と、令官官を や る とい」、と大型軽な費 JIJ だ 三浦 良家の l土!J ; 1!l!. 1'こ高 い干 うで したけれ ども

から 、そ れ を 何単にやったらい L か とい」、とと

に つ ν ・ てＺ 叡 ｊ ｾ を 申 上げた 、 ホテノ ι を ｩ 経聖 子す る Ｍ

1:j; の 人は令が取れ ない 単に冷房ーをやっ ても 仕 様

がな い から 命 ノ') 1以れ る まア妥台 場 の 方 、 とい」、

話 もありました けれども 、結 局 パ プ リツクホー

武 田 ちれ は官i'i 凶ホテノL 式 で 、 ライト互にで す、

ｦｉｾは百 Ｚｪ v、方 がい λ と思 ひ ます が、凶 洋 人 に 到 す

る{. ':j さで すか ら、日 本 人 に は一寸 j ; ( なんかには

市;E¥iぎ ます。

三浦 鍵 に i土恰 皮い λ んです かね。

ノl 、喫茶宗とい」、や うな組 っ た民主に冷房袋置を ・武 田 ζ のホ テノL の設計十こ は特に犬九さ ん が 設

す る こと にな りましてその工事が主主んで大分出 ! 世Iiと い 」、 ものは ホテルに非常に 大切 だから 、fll:

*- ま して か ら絡先 にも 冷 房 をや らなけ れ ば 、戎 ! 築の設計は鐙更してもやって穴ひた い 、か うい

は又 宴 舎 の方にも 、暑 い時分に主主舎 を す るに ど ふととを 央 々も云 はれたん で す。

うも暑くてかな はな い と、 か うい』、宇 うなお話 I 新 名 竹 腹 さ ん 何 か。

がありました が、 それ には騒 々後 更 しなけ れ ば . 武 田 竹腰 君は途 中 か ら 入 って 来 て うま〈納め

ならぬ 、機減も 大き くしなけ れ ば な らぬとい 』、 j る銭に宇られたん で 、その 苦 心談 を一 つや って

や うなと とにな りますが 、 その機械 を 大 き〈す 。 災 ひ た い 。

ると とは それ は大し た問題 で は あ りませんが 、 a 竹 腰 今 武 閉 さん か らホ テパ内部についてのお

ダ ク トをずっと 入 れ て行〈と ャ」、ことはなかな ; 話があっ たんですけれども 、私は その'M'・時住 友

か建築の方で六ケ敷いこと なん で 、 そのととに j に建築深長をして居っ て 、 ζ のホテルの 工誌に

つきま しては竹腰 さん に大分'i' j' を折っ てl ] i きま ー つい て は武図さんの立場 から見ら れた のと 、私

した 、私 l主命令に従って や った丈で 、 ダク トの ， が中か ら見て居った のと 少し事情が迩」、や うに

重量更 は 殆 ん ど竹腰さんにやって頂きました 、治 思 ひ ま す 、 さういふ駄 を 少 し話 した い と恩 ひま

策も: 兵 舎 の方もそ れ が 銭 に 冷 房 が 出 来たん で す ι す 。 それは何時の頃かはっきり記 ｴｾＮ はないので

が 将来 に 大 縫 い L んぢ ゃな か らうかと考へて居 すが 、 住 友 合 資合枇 の新 ら しい企業 を取扱」、 ｒｾ ｪ

ります。設計の方につきまして大般方針は紹々 エ;深長 か ら、貨は か うい」、苦l-: fJt があ る、 ホテル

あ P ました けれ ども、その俳| 々 に ついてはス l時 : の計3止なん で すが 、その随liiii はと れだ大 佐 の u

IHJ が あ っ た ら 中 上げます。 論見書は ζ れだ 、 ζ れが大鐘建築費だが安訴な

ものであ るかど うか見て央れ、 か うい..>、話 で あ

っ た、そ れ を 見 ますと い」、 と図面は確か大 倉 組

三浦 ドアの闘です が、 大 抵 内 闘 で す ねo の土浦君の書 い た 原案であり ました 。

甲 斐 原 それは廊 下 の 方 に開 けま すと遇っ て居 ; 甲 斐 原 左 様 で 御座 います一番最初r J r . t 私勿方 で

る人 に蛍りますか ら。 やって 居 りま した、 土浦さん で す。

三浦 伐iffrも中 の方 で す が 、大 抵 の 人 は今ま で

抑 して Il : l るや うな 習慣 が あ るもの 巴すから 、つ

い今も兵隊さんが来て居りまして 、 うん と押 し ・竹 腰 それ か ら 建築 の方 主 設 備 の 方 と 合 せ て

て 居 りました 、あん な ととは ど うでせう 。 250 7J[. 閥、坪 前 り 車1l'i 350 閥 、 その頃は比較的

甲 斐 原 中の方に 閥 ( の が い A んぢゃないかと 物 似 の下 っ て居 っ た時代ですから 、 ζ れは 計 苅

思 ひ ます。 とし ては麹蛍なも の だ と思」、、 とれ なら行け る

三浦 説 家 の ドアの把手 も高 い と思 ひ ま す が と返事をしました 。怒 管 の方の目論見容がつい

甲 斐 原 あれは把手が高 い んでな いんで して 、 て居 りま した 、 とれば併し見ましたけ れ ども 、

鍵 穴 が 高 い の で す、把 手 と 別 々 に 離 して出来な I 私共とれは初から想像して居ったの と住金程逃ふ

い ζ とはない と恩ひ ますが 、鍵 火 と 犯 手 と 一 緒 例 へ ば集合で非常に儲かる 、花 巌 で 儲 か るその

にな っ て 居 りま す か ら、鍵 を小さ い穴に 入 れな j 利 益 を 計 上 し で あ る の が 英大 な'傾であ P ます 、

ければな らぬ、 それで日の詰i さ よりも低 〈なら ; それ か ら 筆の 鍛、 室の上 ｾ ji 誌の利益と いふもの
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は非常に少い 、tJ t しこの方は私 は 列 らぬから一

つ迎 合 にお考へ !lffi ひたい とかういってやっ た、

それ が 私 が初め て ホテノむ につ いて 、かうい」、音「

主主であるとい』、ととを聞きま した 初 でした 、そ

れ から 、その後にな っ て、愈 々大 政 省の低ー刺 tu詮

をイ15 入をす る、そ の 目論見によって 350 7.fi. 問 、

それで 平 面 闘 が ついて 、府Eか エレベーシ ヨ y も

附 いて 居 りまし た、かう い』、計設であ る ん だ 、

ま ア参考に見ろと い』、科 皮でし た 、そのプラ y

l土即 ち との現在の フ・ ラ Y の計 殺 の 一端です、 そ

のf去に初、のこの ホテルに ついて聞いたととは 、

初 め 尚 工 舎 議 所 で 大 阪 ホ テ ル を 建てるとい 』、計

鐙 を して居った 、民主が 、 その前時は大獄省の低ー

キリti4訟を{ 首り て建てる とい』、 ζ とで はな な く し

て 、大阪の 有力な人 が集 っ て 金 を 出 合 っ て 建 築

をす る といふ ことであ ったん です、 島 が 、 それ

が出来ない 、その次 に 府で建 る とい』、 計 笠 、民主

が府ではど うも 思ふやうに行かない 、知 事 は 始

終 代 る、中心人物がす白書各自警るので具合が惑い 、

矢 張 り市に移した方 がい λ とい』、 ので 、それに

市 で は脇市長 を初め湘山助役 が 非常 に 熱心 にな

られて 、そ れ で住 友 さ ん の方 に 綬替 の と と を や

れと い」、 ζ とを額 りに言っ て来 ら れた、先刻も

武 回 さんの お 話 のあっ た大阪依 然]¥j iで云 々 とい

」、のはその時の ととだ らう と思ひます 、湯 川 さ

んはやって見 ゃうとい』、考であ っ たらしいです

が、住 友 の 主 役 令 部 、住 友で は さうい』、と とは

どうして もや っちゃいけない とい」、意 向を 有 っ

て居った 、 ホテル本立た といふ も の は 特 殊 の 事 業

で、 住 友で はホテ ノレ は経験がない 、ま ア さうい

」、ものに手出をす る とい」、 とと は い けな いと 、

非常な反霊すが あった、それで湯 川 さんもそれに

連 れ ら れて一 時手を引いて居られた 、それ か ら

捌市長は佐友は駄目だとい」、ととで 、 それ で は

大倉さんが帝園 ホテルをや って 居 られる 、大 倉

さんの方におIDiひしゃうとい』、の で) [ 京 に 行っ

て帝図ホテルの犬丸 さん に も 話 し 、大 倉さんに

も犬丸 さん を沼じ て話 された らうと思. ふん です

蕗が 、そ の時の諸に大倉 さんのお話 は 帝 国 ホ テ

ノι を経営して居る からとい っ て、 大 倉 さんが大

阪 に 行って ホテル経世? をやるとい っ て も そ れは

とて も出来 な い 、で 、 とれ は住友 さ ん や ら大 阪

の財界の有力者が皆して力を仇 して央れるなら

ば一肌ぬがうとい』、ととを大倉さんが偲へら れ

先、 そ こで、 その訴時 湯 川 さん が 上京 さ れ た 時

に帝劉ホテ ルに泊って居られた時、犬九さ んも

頻 りに湯 川さんを 設 いた らしい一 方 大 阪市 の 方

で も湯川 さんに勧めて居ら れたんですが 、 そと

で湯 川さ んは 自分自身 で はやって 見てもい λ と

思 はれて も住友さんの方で徐 P祭主主にならない

さうか うして居る内に湯 JII さんが住友を 僻 め ら

れた 、僻 め て 商 夜 人 にな られて、 さうし て支族

院議員になられた 、 その時湯 川 さんが又東京に

行って帝図ホテ ルに泊 って居ら れ る時に犬丸 さ

んが又頒] ) 1<:: 勧 め ら れ た 、 そ れぢ? 一つ湯川さ

んが自分でや って見ゃ うといふ然にな られた、

さうし て湯 川 さ ん が比方 に 弱 っ て見へて 、元 住

友 に 居 ら れ た 方 で退職 して 居 ら れ た 宇 う な 方 を

使 は れて一肌脱 が う市 の翁に 、骨l' し位友丈で は

いけない 、大阪の 人全 部でな け ればいけ ないか

らとい』、ので、 三井 、三 菱 その 他 、今とのホテ

ルの ill 役 を し て 居 られる 方 々 を湯川さ んが設か

れたも の と恩」、、今 日 で は 株 数 か ら云占、と住友

さんが大努津 山有って居ら れ るんですが、 三井、

三 菱 、大 倉 さん は 殆 ど 同 じ1)): の株数 を有って居

られる 、そ の 4 軒 が大 株主 で 、その他にそれよ

りも少 いけれども相営 の株 を 有って I買い てや ら

れた 、 さうかうし て居る 内に 、灰 か に 設計 の 獲

得運動に つい て種々 の デ7 が 飛 んで 照っ たんで

す け れ ど も、その日そ の日の仕事 に逐 はれてよ

くそれに興 味 を 持つ とい』、と とが私は 出 来 な か

った、 大 盤 に於 て 7 ・ラ Y は高 橋;r.がイノ'1' :る、エ レ

ペーシヨ y も高橋君で 出来て居ったと思 っ て 居

ります 、そ れは非常に簡単 な もので 、 それだ っ

た ら250 1-耳闘で 話 時 私 も 出 来 ると思 ひまし た、

蕗 が儀 P 設 計 獲 得 運 動 が ひ どく なって来 たの で

湯川さ んがそ の時 に 工 作 部 長 を し て 居 られた 日

高 さんにど うし去らよからう といふととを 相官品

に来 ら れた、日 高 さんが省時私に話された の で

はあり ませんで すが、 大!l.l とれは敷人の人 を選

んで設計競技を して 、 さうして設計捻任者にな

る人をとしらへる 、それから工事は市でやる 、

その抱任者にな る人 が 市 の 建 築 課の人のl ! I J 1J を

績 んで 市 で 工事を す る 、 か うい」、集 を湯 川さ ん

にお答へ し伊うと 思 ふ が ど うだ らうと話し?と民主

が、 それは結構 な案 だ らう と思ふとお答へした

んで す、そ の後 11 日高さ んが直接湯川さ んに お

話を された んで す が 、日高さ んは その案を 持 つ
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て 湯 ｊＯ ｉ さんへ 行かれ た民主が 、それ は非常にい ｾ ν、、それで叉 そ のと とを東京 に云ってやってそ

それ ぢや さ うい』、と とにしゃ うとい」、ととで 、 .  れ で数度往復したら しい んで す 、結局終ひにホ

I i 1 I i か関市長に話 され た 、民主が其 の後日高 さんか : テル 合 駐 が 相 手 にならぬものですから 、犬 丸 さ

ら材 〈誌が あり ませ んで したが 、ず っ と後にな I んから工事を中止 して央 れ とかう い」、話が出 た

って 設計競技ーとい』、もの はい つも い L 結果を 来 。 と L でホテ ル合尉: としても日乞驚してし まって 、

さない 、 それであれ は止 め にされた んだ 、 プラ ! 民剣に君何 とかし て央 れ ととう言」、話 です、 そ

γ = シグは高橋君の案を使ふ 、エ レベーシヨ y の 時貨 l土革L或人にどうしたもんだらうとい』、と

は武聞きんのをやって居 られ る とい』、 ζ とで あ i とを相談した 、 その先設から種々注意されて居

る、武 田さ んの 方 でや られ る、 それ で予寄付いた : 去の で ホテル の方 には 始 終 値 よ〈 お断り を して

んだといふかういふ話を剤、は聞い た、 そ こで話 居った んです 、首時弘 はまだ住 友 に居 っ た 時 分

はぶ っ L と切れる 。 それから 瞥 くして とれ ば昭 。 是非行っ て どうかせ い といよ、乙 とで断り切 れず

手n 7 年 の 限 か 8 月頃かと思ヲた んです が 、之亦 : それか ら干?J めて関係するやうにな ったんで す 、

商 工 訴 の 方 か ら私 l亡闘 商と 珠算と を持っ て 来 ら } それ以後は 武 田さ んは 従 来 泊 り主町、にな っ て 居

れて 、それは鍛骨 と鍛 筋 、主 位工事 丈の部分でこ t られ る 、 私 は 高 ｉｊ 主幹 、 往時種 々 手ｾｾ卜Ｇｦ ｪ 月 踊 ｩ ν 、

れ 丈を先づ見統りに iJ:l すんだ 、 との 岡 市 で安官t ことがあるだら うと言」、 の で簡略の鋳 に大 l阪市

で あ るかど うか一寸目を泊して 央 れ、か ういふ ， 臨 時ホテル 建 設 事務 所 と い 」、もの が 出来て 、JiJi

話 私 は そ れ を 見 ま し たので す が 、 どうも私の見。 長 に こ1--木部長がな っ て居 られ た、 それ からその

切 で は 是 は 此珠 算で は 出 来 ない 、' liU、に 15泌阻1 直 接 工 事 に携って居る人の/ i Uにも続 々 と純粋 が

から 2 0 m闘を超過するでせ う、か うお答へした j あっ たゃ うで すか ら、 との際極めて削減なる人

んで す 、 それ は 第 一 銭'Hの噸数が市役所の拾っ ; 絡 を 有っ て 居られると ｾｵｾ 人 が 認めて居った新名

てあるものは少 いやうに 思った 、そ れ か ら大 位 ; 君 lく来て JV 、とい』、 ζ とで新名君が入って ?lミ ら

の Fi 組 の 弧さ か ら 打 算 して見ますと どうも との : れた 、私 と 新 名 君 は殆 ど同時 にこの ホテノι 事業

合 で は 出 来 さ うもないと思 った んですが 、その j に 関係しました 、 それから は 工 事が1民間に 進 ん

入 札 の結果はやはり 25前回か高かったさ うです ! で 、先刻武田さ んからお話 があった や うに l ケ

結局 ＱＵ ｴＱｾ 悶位負 け ら れた らしいですが 、 結局 不 ｽ 年 6 ヶ月 で こ λ まで来たので あり ます が 、先 刻

調に終ったさう でナ。 それから和、は又ぴったり ι  もお話の あっ たやうに設計努更といふものは市

総 が切 れて しまって何も聞かなかった んで すが I としては非常 に面倒な i であったらうと恩」、ん

8年 3 月か 4 月頃と思ひま す が、基 礎 工 事 が略 発 。 で す 、 ζ の面倒な E を企部 三灯 君 にやって1えーっ

成 lて近 づいて 、 それから主位工事は清水組さ ん ; たん です、 その件数が二百 何 件 かでしたね 、 と

の 筒 負 が 決 定 した、 そ の 時 l亡或 基 礎 工事 の 上 に の設計 後更 を したの は武 田さ んの お話で は殆 ん

何か出来事がある 、 それを東京の方 から詳細 に j ど犬丸 氏 の註文の様なお話があった んで す け れ

ホテ ル合祉 の方 か ら云 ふて来ら れ る、 それで 私 : ども 、 それは犬丸君の3誌に儀 P に酪であ って 、

に相談 が あ っ たんで すけれども 、 どうも現場を 殆 ど企部は 私が責任 を負」、 べ きも の であるんで

見 ない 惑 だし 私 は 分 らぬ 、 かういってお断 P を I すが 、 乙れは徒 らに灯んで狸更をし た官製 で もな

したん です が、 まア大股 その時に初 めて 三 好 君 。 い んであ P ます 、 その原 Ikl と云ひますと 、 それ

を知 っ た ん で すが 、様 子 を聞 いて 見 る と大 した i は犬丸さん の方 から も種 々註文もあ りました 、

と とでは ない やうで す、そ れ で、 それな ら大 し 。 犬 丸 さんの 云五、とと で私はなる丈ぃ λ とと は 問

たと とはない で せう とホテル合 量土にお牲 をした いてとげ たい と思 って 、 さ うしてそ の 首肯 され

広 が、 そのと とを叉 ホテ ル合 祉 の 方 か ら市役所 : 得る ζ と 、 又 そ の官｜ Ｍ 時霊登更すれば ｉ Ｍ ｾ 来得 る とと

の 工 事 喝託 であ る、叉 ホテ ル合 枇 の 卿託 であ る・ で やれ る ζ とは や り皮い と思った んで す 、共 然

犬九さ んに 沼 じて居ら れ た 、犬 } L さん の方 には : に約 2 - 3高閥 、3- 4l 布闘の合が要ったんて・す 、

それ とは異 る報 告 が種 行々 ってゐ るらし い、向 j そ れか らその以前の種々の ζ との後始末を す る

一度 よく調べ て央 れと い」、や うな話 、三好君に 。 なり 、それ か ら他 の方 の工 事 を や っ て望書 る等 の

更に お 願 ひし たんで すけ れ ど も大 した こ とはな， ととがあって土木部 長 自身 が第 ー に 設計重量更 を
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したそれが抑々 設 計 拠 更 の 皮 切 で 、 そ れ は品さ

ん がやら れた認 で す 。 その後始末の合 が 約 Ｓｾ

4 高閲かかったと思ひます 。 で 結 局 誌 に 6 - 7

誕の合がどう しても 要る 、それ をi' li の方に 聞 い

て見る と 数制 ｩｩ 金は一つもない 、 ｾ 位として 、 設

備工事を入れると約 ＳＵ Ｐ ｾＳ Ｖ Ｐ 前回 、 400高 間

近い工事に王gHl 1i 金が ないで は出来ない 、又途中

で種 々のことでホ テル のととだから嬰るとと が

あるだら うから 107JZ闘の金 はどうしても先づ浮

かしてか L らなければな らぬ、 1C;，判的|の会 を 浮

か T のに既 に設宮| も出来 て居る、 主 位 工 事 の 請

負人も Eたっ て居る 、除い てし ま」、もの lよーも な

い 、 除くとい」、と後に代。がｾる 、 結局約 ＱＵ ｾ

6 球 、2071f. 近 い4訟を一 時 袋 更 し な け れば な ら

ぬ 、そ れであっ ち か ら 少し ｾｪｬ 川 、 ζ つちか ら少

し ｾｪ ｬ ｊ ｾで殆 ん どそれ に 近い令を出して結局主土復

を合はせ る ととにしたんで すが 、 その 約 101羽田!

の金を出す の が役立| 餐更の主なる部分を占 め て

居る 、 その合言i が 200 何件になっ た認です 、 こ

れが主な る設 計 俊 更 の 原 l主|で、 結局金の討: 楼を

合せる とい」、 j誌に 、 それから もーっ先刻 もお話

があった令官官冷房といふととがある 、 そ れ が 甚

とれが却ってきドになった もの で加賀さんがとの

ホテル を令官立冷房に といふの で 、而も工事を 主主

め乍ら やれと云 lまれ た 時、若 し ζ のill 鎖 骨法で

や って な か った らそ れ は 出来なか っ たんです 、

幸に 三 灯君 な どの努力 、 ｾ ｩ 名君などまア甚 だ 不

愉 快であつ だらうと，思」、ん ですが、 ゃ に 最後ま

で 忍 んで来 て下 さっ た、大過なく 最 後 の ゴー ノレ

に入るととが出 来 たん で す 。 私 は 徽って見ます

るとい」、と 、 ホテ ル建築工事と い」、ものは iill 々

の窓味で建築界: ; l l eに融 合 に種 々な数，ull ｾ奥 へる

ん ぢゃない かと思」、ん です が、一 二 感 じるの は

ホ テル でも 何でもでありますが 、建物を ill てゃ

うと する人が建築の技 術者 に 劃 し て 会 師 刀信泌

を有って居るとい」、こと は非 常に 大事 な ととで

それ からもう一つは人 の和と い』、 ζ とが大 事 、

それからもう 一つ は建築 の技術 の 主mu者 が非常'

に統制力 を有って居る 、統率力を 有 っ て居ると

い」・乙とが大きな建物 に1::: 非常に 大司王であ ると

い」、 ととの教訓を奥へて居 るんぢゃない かと感

じるん です。

だ不幸 な と と で あったんです が昭和 8 年の夏と。 武 田 設 計 努更 をし た主な迎由は 金制 冷 房 も で

いふもの は非 常 に暑 い 夏 で した、そ れで食 事 に

大 阪倶 楽部に その1! ii 時 よ〈 行 って居ったのです

が、大 阪 倶 楽 部で種々の人の話にホテ ルの主主に

も. ペ ットルーム に も夫 か らパシケッ トルーム

にも冷房がない やうな ホテ 凡 はそれ は駄 目 だ ぞ

とい』、やうな とと を大阪倶楽部で私等も JW: 々問

v たもの で す、又ホテ ルの常務の 1Ji1n低 次郎さ

んか らも額 P に云 はれ た 、そ れに一帯強い 主 唱

者とい」、のは村 山 長者まさん だ ったん です 、成 程

あったら い 与に諮ひ ない 、それで今から出来る

だ らうかと いふ ζ とを加賀 さん が云はれ るんで

すが、それ は出来ぬ ζ とも ないけれども非常に

凶難なととだとお答をした んで す 、そ れ が 銭に

ど れ ｦ 立命がｾ る かとい」、話 で すが 、 紡局 こ れ｛ 立

要るだらう とい』、 ζ とで、まアそ れ位だった ら

是非や っ て央 れ んかとい 」、乙とで、 とれがｾど

れ丈苦心をしたか ｾ ＧＱｪ ら ないです、併 し 甲斐 原 君

も先 程 お話 が あ っ た や う に 将 来 の 銭 に 非 常 に ホ

テルの 経 管 上 有 利 になるだ‘ らうと思ふんですが

犬 丸 さ ん は と れには反釣の や う で し た 、 了 皮織

骨構造がへピーウエイ トの計算によってある、

すが 、 もう一つ窓 のととがある 。 ペ ッ トル ーム の

窓はシングルウイ y ドー で やるととにな って 運 ん

で 居ったが設計を; 市負に出してしま って から 、 乙

れはダプ ノレ で なければいかぬ とい』、ととになった

それが設計努更の一つの大きな原因で す。

竹腰 獲 更の面倒臭 い手 続は令部三/ i f 君 がやっ

て央れたのであって 、告主程面倒だったら うと思」、

んで す が。

武 田 清 水 組は ど うで す、一 つ 版訟のない良を

随 分御面倒 だったでせう ね 、済 んだ こと は 俗 や

しませんから 。

三 好 吉本 君 と山手 君は前1
1経 荻 弱 に なっ たんで

す 、AAが痛 い とい って。

武 田 吉本君は最初う ま 〈行 ける かなと大分心

配 し て 居 ら れ た と と を 悶 い た が。

竹 藤 殆 ど 最 後に近 くな った 時に三好君から 70

何回とかしか漁算が残って居ないとい』、 ζ とを

云はれて 、もう少 し俗計したかった 民主もあっ た

んですが、 何も彼も切詰め て最 後 ま で来 た んで

す が、 最 近粉 算 し て 見 る と 2 i勾 7 千回i残ったさ

うで、そんなことなればもう少し係官l したかっ
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た と恩 ふ んです。 らう と恩ひます 、金 の か λ って居る釦j に。 併 し

三 好 早〈 来 れ ば い L んで すが 、工 事 をやっ て ; 料 迎業は制 合に儲る ものぢゃ なか らう かと思 ひ

居 る 内 に支排 す る民主も ある し、材料を 入れ て居 ます 、前と 後に 喰っ つけた 、 さ う して料 理場を

る民主もある し、 どっ ちゃになって しまって 精 算 ー に した、かうい」、長に殆ど世界 に 一つ よ りな

して 居 る暇 がな い、工 事 の 方 でH震がない もんで ・ い特 長を 有 って居る 、 ζ れ l立高橋君の案 か 、犬

す か ら一つ の仕事 に釣 して三 つ も四つも ダプつ I 丸 さんの 案 か知 りませぬけ れ どもい L と思ひま

て しまったんで す。 ナ。 日本 で も間合に 行 きま す と旅館長主料理業と

同 国 外観 lま大 鐙はじめ か ら今 の :i1:j 子 で した か j ぃ」、のが ある のです が 、都合 には それ が ない 、

武田 初 め は テ ラコ ツF で凝 っ た ものだったが j 許 きれない 、許さ れた のは 間 合 式D 取扱 を受 け

段 々I時勢が書きって来てとんな のでい λ とい 』、風 i た もの でせう ね。

に な っ て 来たも の だか ら、現 在の"1' " うなシ :Y 7 '  

ルなも のになった 。さう して雨量Eなんか もも っ

と飾付 があった んですけれ どもとれは長 谷 部 君 j 武田 よく許したもの だね。

の意 見 もあっ て、僕も 大 嬰 結 構 だと 思 つご シ: Y 甲 斐 原 東京 は 竹 腰 さ ん の お話も御座いま した

プ凡なものにしてし まっ た、元ノコデザイ y とは

主主」、。

三 浦 原案 はど うい」、乙と で 。

武田 原案 は委員が持 寄 っ て 、六 つ ば か り出来

たん です 、古 宇 悶 宏 、片 岡 君 、 ni: :iT¥などの主s

ｲｬ Ｇ が集 ってそ とで審査 を した ん ですが ｊ［ｉ｛ Ｉ ［ｾ の犬

丸 案 と して 出 された ものがこつ あ り、 それが高

橋 君 の エ レメ y トなんで す 、合 計 で 健 か 六 つあ

りま してね 、そ の rl l を選 って m母: の奴が よから

うと い ふ や うなとと で遜 ん だ 諜です 、l懸賞とい

」、話 も そ の 前 に あ っ たんで すが 、 矢 張 Ｓ ｾ 阿 佐

か L りますし 、 3 ｾ 筑聞 も ＵￌＧ＿ が 要るん な らどう も

商E置を して居 る建物 に して は大 捜 つ らいか らと

い」、話であ っ た。

岡田 先 生 、外国 のホ テル を 見 て 来 られ まして

ζ 込のホ テ ノレとど うい』、盛 が 巡 っ て居り ますか

武田 伎は儀 り迩は ぬと 恩 ひ ます 。

竹 腰 私 はとのホテ ル につい て感心 す る蕗 が津

山 あ る と恩 ひま す 、それ は工 事 自身 について は

無 論 蛍時の 責任者 だ か ら云ひ ませ ぬが、言l笠 に

つ いて 優れた民主がある 、 それは 主に 滋聖子者の立

場 から経替し易い 、今ま でのホ テル は総 佼がど

う しても引合はぬ、管 業 上 成立ぬとい」、鹿を 成

立 つやうに され たといふ彪 に 非 常にい ふ民主があ

る、 それ はとのホ テル の特 長 とい」、もの はつ ま

り旅館 と料王里業 を一つに合 し た 帝劇ホ テルで も

今 の建 物で は抜官官 をや っ て 居 られ るとい」、に 過

ぎな い ので別に東京令官官と いふ料 理業を やっ て

居 るが、 諮 ったキ ッチ y でやって 居 られ る、波

官官の方で は とれ ほ除 P 儲る 性 質の もの では なか

です が、帝凶ホ テノレでは 普 か ら』長官立と料理 をー

絡 にや っ て居 ります、 その後 に東京命館 が 帝 図

ホ テノι 経 径 の 以前 、株 式合 祉東京合官'if の時ーに t

の三階 の方 を終 室 lι しゃうと い」、言121f が あ りま

したが 、 とうとう許可にな りませ んでした 、尤

もそれは帝国側揚と地下滋が喰っつい て 居る と

い」、 D が原 l主|だっ た と忠 ひます 、? 正樹ホ テノι は

只 昔 か らさ うい」、既得権を有っ て居 る とい」、の

で 許 され た、 BTしζ の大阪で新大 阪ホ テノレが料

理 業とホ テル とー 絡 に 許 したと いふ とと はと れ

は ど うい」、理 lおか有: じませ ぬが、それ は怒管ートー

大努 結構 な ζ と L 忠 ひ ます 、それ から X 今 一寸

お話の 御座 いま したパック サ イ ドの方 、 ζ れは

帝 関ホ テ ル が矢 つ 張 ｾ o/q理業を 然 任して居りま

す から 、 それで私 共長い Il 1J トレイ : . : Y グで キッ

チ Y の方 とか い」、 ζ ともそれ で位 え た認 で す。

武田 ζ のホ テルの 特 色は も う一つ キッチ γ を

各 階 に有 っ て居る 、 とん な ホテルは何 民主に行つ

で もあ りま すま い、 世 界 中、一寸 考 へ る とキ ツ

チ y が氏 過 ぎ、て 非 常に 不経 済のやうに 恩」、 んで

す が 、犬 丸 君が 自分 の 経 験で 出さ れた ので 、な

ければな らぬ もの でせう。

竹 腰 併 しtt 際 に今 年 の新 年宴 合 の時 な ど 非常

l亡容 が多かった 、あ A ν、」、場合 にはあれがな か

っ たら 丸 で いけ なかった らしい 、矢 つ張 り 犬 丸

案 は よかっ た とと を裳脅 して居 りま す。

武田 とれ は取 かにい L と，思ふ。

甲斐原、 パ ンツ リーを とんな に民 く した のは 、

マ育園 ホテノレのパ Y ケッ トホーノレに はパ y トリー

が雨 側 に 泣いである 、 あれ なんか具合が惑 い、



爾方に置いてあ っ て良中が切 れ て居 る 、 お 客の ! で す、出て 央れとい」、言撃に行かぬ、お客様かも

居 る 蕗の後・の方に街立を立て A 、そ の 術 立 の 後 j 知れませぬ 、又人を 王手ね て来て居るのかも知れ

でが ちゃが ちゃ普がして居る とい ふ、の で非常・に i ぬ、金 <Ffli ぃ軍事に3! ミる 、 その 中で ひ どい のは賂

具合 が惑か っ た、 その後東京令官官が出来まして j 博をした P 種々なととを して仕様がない 、 と L

から 、東京舎官官 は パンツ リーを非常にFfli< とり j らでは そんなととを や るf余地がない 、暑 いか ら

ま した 、あれで大使具合がよ ろ し〈なった、そ : 一寸入 って休 む と い ふ と とも出来ない 、 との程

れからパ ン ツ リ { のエ P アは私が東京に居 H ま

した閥係上から決めましたんで す 、矢 つ 張 P 充

分なサ ー ビスをするに はあれ丈のスペ ー スが絶

望号的に必 要のやうに思ひ ます。

武 図 ベッドルームも限界なしに便 所 と パ スが

皮が今日 で は よろ しい. 通する んぢゃな いか と

思ひますがね。

岡国 外 国で は人が訪ねて来た時 に燦 室 IC入 れ

るんですか 。

武 田 決 して入れない です。

付いて居る 、 とれも世界で恐 ら〈あ P ませんね i 岡田
さ うい』、氏ぃ民主 に行 くんですか。

とんな のはアメ P カの最良の ホテル に行っても

と λ 程皆つ いて 居る蕗はない 、{廷は 何 時 も 云 ひ

ますが、 住宅制係で三 つのものが完備すれば 、

後は少し位窓くっても我慢出来る 、それが根本

的 に恵まれて居る 。

竹腰 その他 に小 さいと とをい」、 し 経 済 的 に

51合 はぬも のは どん どん止めて 、九で引合」、 も

のぼっかりや られ て居ります、とい」、やり方で

す 、それは よ くζ 与に人が見 に 来て ビ リヤ ード

がない 、 ホテルで ビリヤ ー ドがない と惑いとい

」、人もあるらしいですが 、一 面 の 反裂は 合 んで

居りま せう けれども 、 ビリヤ ー ド程儲 か らぬも

のはないらしい 。

甲斐原 東京令官官で経営 して居 P まして、東京

合官官には ピ P ヤードを や って居ります、とれは

絶 1; J'的 に引 合はない 、東 京で経 験 しま したも の

を此方にもって 来 ました ので、そ の意 味 で 大阪

のと の ホテル は帝 国ホテ ルが試 験 墜にな っ て 、

それは大努な得に なった だら うと恩ひます。

問国 ホテノレで冷房・ をやっ て居る のは 。

甲斐原 日本で は とム丈で御座 います。

武 田 他慮でもな いでせう 、世界中でも冷 房 を

やって居る の は、 併し 日本が冷毘・は一挙準んで

居る や うですね、何民主でも、矢つ政 り主主{長 が暑

いから でせうね。割合パブリツタ スペ ー ス が 狭

いですし。

甲安原 それは今巾しま したやうにパブリツク

ホールは金がとれま せ ぬ。

武 田 とれば私もい L と恩ふ 、外 凶で は縁 も ゆ

かりもないも のが ζ れに坐 り込 ん で 貨 に 図 る ん

武 田
日本ぢ ゃ まだ金部終案 に入れ な いと い」、

言撃に行 かぬでせう 。

甲斐原 あれ は何 とかF土合的 にさ うい」、脅t r ! 1'こ

したい と非常に希望するんで御座いますが 、室

にお' 容を連込みますとお茶を持って来い 、 まア

ナ〈・日本ぢやお茶を持って来 い と 云はれ ます が

とのお茶も矢 つ張 P 下 か ら持 って 行 かな けれ ば

な らぬ、紋鍛 を 織 す と か 或はお茶をとぼ したり

なん かしまして 、多 くの人を要する 、 それか ら

家 具もどう して も殖へ て 来ます 、 ｾです と まア

坐 って も、座稲聞が な〈 て も坐っ てい 主です け

れども 、 どうも洋式では腰 をか け る、立って居

るi認に ゆ宮ま せ ぬし、椅子が要 る、或はベッド

に腰をかける とい』、 や うな とと に もなる し、 肢

をかける と一寸高くて 非常 に具合が惑い 、精 子

を持って来 い とい』、 宇 うなこ とにな ります 、 叉

椅 子も そ の錫 に渇山ｾる とい 』、 とと に なり ます

武 国 風紀問題 もそれ によって起 って来ますね

それ・か らも一つ室を 紡 麗 にしな ければ なら ぬ 、

ペ ツド ノι ーム は それが大使で 、只若し繰 る 丈 な

らさう 締 麗 にす る必要も ない です、 ζ λ なんか

皆そ の銭に 絡 麗 にして居ります、模様 を俊へた

りして 、それでベッド ル ームをサロ y 見た や う

な形に しなけ れば納 まらない 。

甲斐原 氏 さ も 充分 J1ii< 出来て 居 リます 。

武 田 今そ ζ まで行かない の もと れ か ら20年 も

怒 って後に出来 るホテルは又皇室ふも の になりま

せ う、 きっと 。

三浦 何 か清水車且の方で工事総工の とと で。

飯高 清水組と しま しては お態様で先生方や皆

様 方 のお引立御指導によりま して大過な〈出来

上 P ま したことは非常に面目を施 しました 、跡、
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に先主主落成式に 営 りましては市長さ んから前例 ! 於て手前 の方 が 最 低 で あ りましたですが、そ の

のない又今後もないと い』、やうなお話で感 謝 獄 。 際 も漁 算 超 過、約 4 凶ばかり超過でしたが常に

も頂戴 致しましたととは非常に光栄と致 して居 i トッ プを切 っ て 居 P ま したが 、確 か 4 凹目かに

P ます 。先生の只今お話の設計援 更に つ きまし ・ 矢5長り 、 もうつ いて来る人が なくなって 、最 後

ては現場と しま しては相賞の苦心もあったので j に結局自分共一人で やりましたが、幸 に 初 志 の

御座いま す が、只今の竹腰先生のお話で一寸 思 。 目的を主主するととが出来まして入手 したんです

出しましたが昭和 7 年 の 9 月で御 座 い ま し た か : が、可なり数字上に於て は無理をし た もの で す

務 l 凹の俄骨及主強工事で御座 い ますが 、首 時 j から 、そ の後の1 1 : 際 にa つては可なりの苦心を

確か ＷＴｾ 耳か Ｕｭ と思ひますが 、 私共が最低 で 孫 。 すると同時に ζ の闘西の大建築を施工するとい

キししましたが 、珠 算 超 過の銭 4 凶 か 5 回で す、 :  ふ 'I't 際 の街に包ーって居るも のとしましては 、仕

加 藤 君 4 図 で したか ね、 5 fl:! 1であったかに綴け l長が決っ た時中目首・3切壬を感じ ま した 、 それ に現

様 に 2 日間に亘って入札が執行されま して幸 lく ! 場 の三 好 さんからも種々 の御 注意も ありました

何時も トップを切って居りま したが、 と うとう ので すが 、我々 の方としま しては 相官t の準備を

仕舞に 7 1蔦 5 千聞とい』、 ζ とになって しま ひま ! してや りましたですが 、 との工事は清水組の名

して 、 それで漁算超過で打切り になりましたが : 努にかけ ても必 ず立汲に仕上げたいとい」、考で

その時 に 確か竹腰先生 のお 話 の ｪｦｦｩｾ 総噸数 Ｑ Ｇ Ｑ 鐙 Ｚ 宇りましたので徐 P 今種々 のととを 申上 げて も

はあ P ませ ぬ が 、必 筋 滋'H共市から明示さ れた : 何です か ら結果に於て一つよ く御 覧下さるや う

噸主主より私の方の調が多かったので御座 い まし Iてといふ ことを ql J - げて置きたいと思ひ ます 、

て、大分噸数もお」、もので すか ら、 その後大分 j それ か ら現場 の事胞 の主任又は現場 の夫 々の 係

経ちま してから ですが 、同業者の方に 、お立 に 。 空宇の詮衡につきましでも応内 で比較 的優秀 と訟

考迩があってもならぬが 、 どんなものだ らうと ; め られるやう な人を単任しまして任命 された ゃ

い』、 ζ とを問合せて 見た とともあ りました 。 そ : うに考へて居ります 、大位の仕事の 緩念に悠じ

んな経過 もあっ て、改めて 今 度全 慢 の 工 事 と し : て多少の噌 i成は ありまし たです が、大鐙 は二十

て携っ て感謝J t I ; も頂戴したやうな諜でして 、 そ : 二三人の人を配し まし て、 それ を夫々仕事 の順

の後 の 苦心 は加藤君なり吉本君が直俊何して居白 ff:と 、性質に J恕 じて係 を訴とめま して、 術 計王I24f

りますの で 。 については現易主任 の吉本君、 山手君 といふや

うな同志とよ く牛 ヶ 月ばかり工事の施 工 計ままに

ついて種々と案を立てまして 、毎 日 夜の 10時酌

加 議 鎖骨 、繊筋のあ れが大密主i!..、 、そ の 結 果 ; 11 s寺頃ま で施 工の'I't 際とい』、 ζ とに ついて の 案

が激1平がと てもない 、鍛' 月・ の材料 は私の方で買・ を練 って居 りました 、部負者としての施工の 言|

って奥へる 、仕 事の製 作の方をやらせるとい』、: 強案 が大仕豊出来まして 、それを聞にと り表に表

ととにして 、川 防法館 所で結 局斬み ま した 。 そ j は しまして市 の方 の御承認、 を得 ま して、 その 内

れ か ら餓 筋 も 市の方 の司自 よりは多くs : 際I i l : ひま; には 工程表も入って居ります 、それ から現場の

したのは千五十a領、設計援更になった の を除き ・ 係 員 の陣谷 も整へま して 、仕事にj : l : 際 に着手す

ましてそ れ丈婚しま した。 それか ら仕 事の方 に。 るやうになってから は時々私も現揚に参りまし

つきまして、 現場 の 方 は 吉本 君 に頼みまして 、 :  て、庖員に仕事の重 大 性 のこ とを話しまして 、

金位的のととを や って 賞 ひました。 それに つ い . 監 督 者の方の御指導と相{ 突って 、我々の方 は誠

て気付い た ζ とを ｾｬ 上げた いと恩 ひ ます 、 まみ れ ｉ 心誠 意 その命 に従ひ、又 庖 の立てた る計 ill に従

が全世の 工事として入 札 され ま したのは 2 月 の ; って仕 事に従事す るやうにとい」、ととを繰返し

下旬 で あっ たと恩ひますが、手前共の方で はそ j て苧り ました 。一番最初の鎖骨工事に於きま し

の食時閣際ホテ ノι と云って居りましたが、 との i ては 、先程申し ま したやうに鍛骨の噸数もそ れ

仕事は月 ｲｲ ｾ 目側四 に 於け る有 数な仕 事 で ある 、 是 ｪ がｾに我々 の調よ り も伶更に俄骨業者 の翻 が

非 Ｗｾｩ 維を排して仕事を入手したいとい』 、非常なＺ 多かった 、結局種々の研究をした結果、鍛 材を

熱 を有 って、従っ て入札 されま したが、結 果 に ; 自分の方 で直接民 って餓 骨を支給するとい」、方



針にしたんです 、 常時恰皮 ｏｙｾ 材が ｾｭ 盛時代であ

りまして 、而もと の餓筋と雨方 で 4，ω 0 噸 もの

鍛 材 を買付け 、叉 工 事 の進行 に感 じて柿給する

とν、」、こと につい ては 可 な り の 脊心 をまま しま し

た、俄 什工事の方は最初j 川崎 造船I f r 丈で之 を設

女 す る47で居っ たん ですが 、1elmの工程を見て

令官官側 とホテノL と大位に於て分 けて 三 菱造 船 所

にはホテ ノl- {IIIJ 、川 崎の方 に 1'1令官'ir 側 と注文を 致

しま した、ヰーに 川崎造船Ifrも 三菱の 方 も非常に

研 究 主 興味を以て非常な努力をして mきま した

併しこの工事 は基礎工事を大林さ んがや られ て

手前の方は主強 工事以上で御座います ので、仕

事を頂いてすぐ倣Ｎｾを建 てるとい 」、 ζ とも 出 来

なν、、準備期f l ¥J として製作期I l Uの約 4 ヶ月 とい

」、ものを置き ま した、相、の方f ' 1 iV! Wi にはm: < ' か

λ りま したが、併 しそれが恰 l反τドひ となりまし

て、 その11日に基礎工事 のセン F ー を朔ベる 、又

は枝 の位置 を矧べる 、又| 胡函の研究を するとい

」、ととが出来ました 、 最初 ｾ 1)  Ｔ ヶ 月 の 司 皇制 ｬｩｾ ｬｉｊｦ ＺＺｬ

とい」、t のは粒 々のつ ま り研究的制査卒業 が完

会に出来 ま した 、 ｖｬ ｲ ｬ ｾ ｪ ・ を ｩｬｬ て かけた の は Ｔ 月 の

初 旬だっ た と 肝 ます 、それからは順調に竺事

が主主行 しまして、 浪凝土の仕事にも引綴い てか

ｌ り まし た、 混凝 ＺＱＮＮの 数量は Ｒ ，∞ Ｐ 坪 、 ＡｦｬＮＺ ｾＯｲ ｬ を

!ill て乍ら下 か ら混i凝土に する 、工 程 の倒係で さ

うい」、ととになります し、 同時に荷重の胸f系で

悶り のシ ート パイル は抜 かねば ならぬ 、 それを

或 庭 まで工程を主主めて行かなければなら ぬとい

」、やうなと止でありまし た、 nに構造 施 工 上 に

干奇心を致 しま した、 同時に一存心配しまし た の

は先程武問先生がー寸 お話にな P まし た遜 信省

の気送作 が恰! 皮途中に あり ます 、何 で も 遜 信 省

の方の御注 訟 がありまして 、あれを もし破損 す

ると l 分 fi¥J に 800 1 i 1 ¥の損告をとれらる 、一寸そ

れを l 時r : uもす'，: L  ljtl. tJl.す ると何11f. 聞と い』、令に

なる やうに 伊] ひま した4 l高8 千闘ですか 、話 を

群j い た丈で我々 は背 くなって来 ま した、r' f 1.より

倣しい競争をし て頂い て而も ζ れで前事い 込仕

事をした い と考へて居 る際にどうもあれを一寸

で も破損して 1 :分r: u8∞ 聞 も と ら れ る と い A 、や

うなとと にな りますと 修繕ーする のに矢 つ張 !J 1  

時間伎はか ｌ る 、 さう すると ｱｾ 聞 も Ｕ Ｑ 再開も

とられ ると い」、ことになる 、貨 は それで背くな

うて、 若しさう v' ..¥、ととが71' ー あった 場合に

困 りますから本信 の諒f砕を 得 て置かな ければ ν 、

かぬ 、 その官1・時心配して居る ζ とが1主現す る宇

うな とと も1l¥J 々あ っ たものですか ら、只 今です

と笑 話 ですけ れど も非常・に心問致しまし た、 そ

れで早 〈あれを何慮か他の方に やっ て賞』、や う

に交 渉し ろ とい」、こ とをそ の' 日・時数回現場のも

の に他促 をし まして居っ たんですが 、向 うの 都

合 で なかなか あれを退けな い 、立公骨を上げる時

に、又 は 材 料 を絞 んだ時 iて崩れ た P す ると 勢 ひ

ｾｊ 却する 、 さ う するとえらい と とになる と い」、

ととで工事中 は非常な脅威を感じて居った 、幸

に何ら の事 故 も な い ま ア 今 日 で は笑話になっ

たわけ です が、 その内に構造工事を終へ ま して

f斬 < :NI を乗せ ま した 、その他 に も大分注意して

伊 りま した心慌です が、工事に面 した方は事務

所 なんかに使って 居り ますから勢 ひ他 の材 料が

来 た 時 なんか道路の方に出 る、 あれ も市の規定

の 3 尺 丈は公然と借地願を して俄ーりた んですけ

れど も、到 底 3 尺の規 定を泣く諜に行 かぬ もの

ですから 、私 は 直 接は知り ませぬが 、rJ 話で聞

いた んですが 、交描の巡査に工事中可なり注意

を再三再四 に亘って頂 いて 、 1 凶f立f官J 命 をとら

れ たとい』、やうなこ とです、 さうャふ と とにつ

いて、特 にホテ A 建築に ついては 材料が多 い も

のですから普却の建築揚で もさ うい』、 ことは有

勝ちのことで すが. 特 にさういふと とに ついて

背ぃ認験を得まし た、 それと自分共注意は しま

したが 、工事中近隣の お方に迷惑を かけ又交 通

のお方にも相官御迷惑をかけたと 思って居りま

すが、大組に於て ζ のホテ ルが市のも のである

といよ、御諒l鮮のも とに従 っ て そ れ か らは穏かに

支障な くお蔭様で沼過するととが出来まし た、

鍬骨の工事のE判的期 間中には竹藤先生に 呼ばれ

て 稲 々施工 ヒの御注意も詳細に亘っ てお伺 ひ し

まし たし、我々の決心 もその節御報 告 も し まし

て御諒慨を Ｑ ｾ ｊＺまして 、 その後構造工事も無事に

終了 しまして仕 1'. 工事 にか 1. !Jま した、先程先

生からお話の工事境夏 、設計盤整更に ついて は 我

々の方はさうい」、種 々の脇係をちっとも知 らぬ

もので すか ら、次 々にと 設音|授 更 があります 、

最初は工事を念: <・干う な胸骨i で以 て、 材 料 を早

〈、手配を早〈し ない といかんといふ腕係で注

文を 夫 し々 て居 りました 、 それが無効に なる の

で 、中 K I':l注文したも の も断 らな ければならぬ
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註文書 lま遊行して居 P ます、積 々損害を して行 : 立 場 δ もので すが、建 坪 863 :Jij! 2 合 、延 坪 6，490

か なけ れば ならぬ 止いふやうなこ とで大 嬰材料 坪 、軒高ホ テル fU.l )29米 国、令官官側 24米 5、寝室

犀の 方 へ も迷惑 をかける といふやうな ζ とで背 : 数 201 ，妻、そ の他党賓室及附廃案合計 4、強骨

νっ¥ゑ喰 を得ーました 、 併 しそれも応 との従来の 闘 が 3，500 噸 、鍛 筋 I，C50 ｾ阪 、 混凝土 Ｒ， Ｔ ＰＰ 坪 、 共

係のある取 引先 ですか ら苦 心 は しました が 中 に I 他 180 :rT、外装タ イル 2，274 坪 、煉 瓦52)崎、7 ロ

は会然 御無理を願ひまし たのも間 々ありま した 。 - 9  y グプロ ック 1，50) 坪 、主俊工事よ り仕 上

大 世に於 て大過 なく 進 行 して行きまし た、 さ弓 I 工事ま で の日数( 基礎 工事は月り 720 日そ の間作

して期 限の方は最初 9 q:: 8 月15 日でしたが 、 と I 業 し た手前共 の関係総人員 15;，筑入、鎖骨その 他

れは設計賓更 などから でも 亦仕事を 殿: &. ' 1'' : : ' 1主際! 下悩 へが現場以外に又 附 帯工 事の方 にも それ位

工程を 以 てや りますと い」、と 出来 ない ζ となん i の人員 は働 いて居 りますか ら、恐ら〈全般とし

で 竹腰 先生 のお音| ひ で 12月末 日ま で に仕上げ る : てはとの倍以上にな っ て居りませ う、手前の方

といふ こと にな りま して 、幸に 日限を頂 きま し I の訪負令初 184 7Ji.. 6 千閥、工 事獲 更に なり まし

て、仕 上工事に於ては 相官 分挽す るもの λ 詮 街 ; て か らも大して差 があり ませぬ、 190 7.南関と 恩

について背心 しま したが、何 れ も闘西 で優秀の。 っ て賠 ります。

ホテノι 建築 であるとい」、 乙とを 承知して 、又 清

水 量E が非常に重大 に考へて居 るといふ ζ とをよ : 竹 腰 努更に よって2 7 . 克7 千回lか減 って居る。

〈諒解して非常によ 〈働 いて呉れ まして ζ れ丈 ι 飯 高 我 々 の方 も貨は望号夏蛍 時は 背篤 茂 代 が

の大工事が Ｑ Ｒ 月 末日ま で に大過なく仕上 り ま し ＲＷＰ ｾ ＲＸＰ 闘宛要りました 、 後 り かｾ D過 ぎるの

た、そ れはーに我 々を指導して下さっ た民督者 で現 場の方 に文 句 a:: 云っ たんです が、そ れはど

).Izホテル 合 剥: の入 、武問先生ム竹腰先生の お蔭・ うい」、認ーでか L るかと い』、と結局後更を する 鴛

による もの と今日深〈感謝して腐ります 、最 後 I その努更の悩Jiiii を市の方に ll:iさ なければな らぬ

に数量 の誌が出 ませぬで した から参考に調ベ ま j 手緩 ヒか らそん なこ とに…

したも のを一寸巾 上げ ます 、施 工者 fl !l l と しての 岡田 で は とれ位 で あり が とう御同士いまし た。

本 競 執 筆 者 紹 介 ( 五十音順)

池
国 宮 彦

名古尾高等工業主位校建築科卒業. 株 式含 枇長谷部竹腰m築 事

務 所技 ｾｭ

上 回 情
新 大阪ホテ ル帰託

片 岡

女炉 & 司巴

工撃博士 、東大建築撃科卒 、本合 長々

甲 斐 原 四 郎
大阪市燭託 、新大阪ホ テル殉託

藤 誠
清水組 大阪支応次長

古 賀 ｾｾｾ＠ 質
京都高等 工議撃 校卒 、株式合量士長谷部竹腰 位築事 務所 技師

笹 )11 1民
早 大建築修科卒 、株式合通土長谷部竹腰 建築事務 所技 師

新 名 種 夫 京 大建築拳科淳 、大阪市技 il 市

須 賀 藤 五 郎 株 式合枇須賀 jl}i合通土長

竹 腰 健 撞 東大建築事科卒 、株 式合枇長谷部竹腰 建築事務 所常務取締役

竹 内 政 治 東大建築拳科卒 、大阪市技 師

竹 花 末 考手 大阪市建 築 課

長 谷 部 銑
で口七

東大建築事科卒 、株 式合 枇長谷部竹腰建築事務 所 常務取締役

富 土 岡 重 東 大建築挙科卒 、大阪市建築課長

一
好 貫 早大建築拳 科卒 、大阪 市技 師

山 手 研 吾 東 京高等工業拳校卒 、清水組大 阪支庖技師

川 124



外 観

よ 高 地 ホ テ ル

正 面 外 観

北側食堂尉房廻り外叡

段 計 高 橋 貞 太 郎

施 工 大 倉 組
125 111 



首 面 園

正 面 園

[目

111 126 上 高 地 ホ テ ル



屋 階 平 面 園
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3 階 卒 面 圃

UJ 軍属:Ej JT亙:1

1 11J 関 日4P

2  ｾ Ｎ皆卒菌園

上 高 地 ホ テ ル

127  111 



1 階玄関ホー) 1- 吹抜天井

1 階中央ホール纏式ストープ

111 1 2 8  
上 高 地 * テ ル



新 聞 雑 誌 室

客 室

上 高 地 * テ ル

- 0  

一 般 客 室

11 tt 高 播 貞 太 郎

施 工 大 倉 組

129 111 



上 高 地 ホ テ ノ レ 新 築 工 事 概 要

位 置 長 野l係南安曇部安曇村上高地

敷

梓 川田宇中之瀬キャン プ指定地より約90間南

方に寄りｾ［・関前面に六百 山、霞 深岳そびえ

三 本槍渓谷の良 下に位置す 。北似IJfit 茎より

は右方〈東北〉に穂高速除左方( 西方〉に袋岳

の噴:際を指呼の内に望む。大E 池田宇 よP 約

20 T  5 米/i l IJ の道路を新設自動車に よらは

松本線より 2 時間 30 分にしてホ テル玄関

に到着す。

地 1，107.∞ 坪

延 坪 地 中 階 5. 35 坪

階 344. 16 W 

2  階 235.47 坪

3  階 231 目 16 坪

屋 階 157. 50 j 司i

附属家 63.42 坪

地中階 21 ∞ 坪

階 42.42 坪

階 数 地 上 3 階 〈患階っき〉

軒 高 3 7 尺

線 高 6  3 尺

客 室 歓 4 6 室 ( 内パス附 8 隻 〉

構

外

造 木 造

袋 l 階腰廻り、テレース淘立 柱、燦突等

の自 然石姑り は霞涼岳、渓海より流出せる

火 山岩汰花尚石を採取し組屋に貼 り立つ。

2 階廻りは庶松末日 8 寸丸太を校倉風に組

合せア マ= 泊.を塗布せり。

3 階 廻 りは板E民りペシキ主主り仕上とす。

内 袋

111 130 

f イ) 1 階 中央玄閥 、及左右玄関 、床は自然

石穀豊ホー ノ ι 、新 聞旅 ｾｦ ｾ 、 陳列室 、 食堂

パー 、 グリー) ， 、各察 、廊 下 廻 り 床 1' 1径 5

寸より 8 寸杉丸太〈タレ ':f :J ート 浸透〉 小

口丈 5 寸をモルタノι 仕 上 と す、右各家の壁

i省

給

媛

面は漆日会最且而仕上げ天井腰娼 り苦手は何 れも

化 粧 梁、校 野 角 、丸太等取り合せ木目 洗ひ

U:lし オイ ル ステイン仕上げ。新 聞 雑誌室 、

隙列索は小 盤 、天井共セロテックス 7]( 製 塗

料仕上げ。ホー ノL 中央ス トー プは l滋筋コシ

クリート自然石貼り大. ! 1 1 式四方焚口 とす。

〔ロ ) 2 階中央ホ - Ｉｾ 化粧梁天井 Ｓ 階迄吹き欽

き、板E足りペンキ主主り 、壁は漆喰手且面仕上

11柱 腰 初 回 廻 り木 目洗v- 出しオイルステイ

y 仕上床は街叡ス トープ は獄i'l百コ γ F りー

ト自然石貼り上部唐松丸太校倉j艮木に飾リ

鋲打ち。

2. 3 階各室は床槍板、壁紙怒り小壁、天 井

はセロ テックス 7]( 製主主料仕上防音の矯め| 間

仕切り壁内に「オガクズ J を充扱す。

〈ハ〕 摩階各主主は床杉板 ｅ 畳ｬｊｾ天井共総てセロ

テックス l ]( 製主主料仕上、一部に培実を置く

火 各 階2土屋外 2 ケ所に消火栓を設け要所

l亡消火器を設備す。

水 湧泉を君主き飲料英他の雑用に使用す。

伶要所に温湯を供給す。

房 強制循・還式滋*t愛房にして織は重 油 焚

2 基 を 使 用 し 1 基は低! Mft 織とし給湯用 IC

イ史用す。

術
生 側i[fr は7]( 洗式 と し汚水得化械を総 て浸

込織にi ? : 透せ しむ。

電

工

気 高ｾに て 受電し之を後Ｑｍして各月 ｲｲ に配

給す。共? ! : 式包結交換設備、電 鈴 設 備、電

気時計設備をなす。

寝 施 工
昭 和 8 年 5 月 1 日

竣 工 昭 和 8 年 9 月 30 日

建 築 主 長 野 燃

殻 計 監 督 高 矯 貞 太 郎

施
工 帝国ホテル直管 f 大倉組携蛍) ;



1 階 ホ ー ル

蒲 郡 ホす ｊｾ＠
段 計 久 野 建 築 事 務 所

施 工 大 綜 組 131
111 
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全 景

全 豪

川 132 株 式 曾 社 琵 琶 湖 ホ テ ル
般 計 岡 田 築 五 郎

施 工 会 資 曾 枇 清 水 組



Y 一 一 一ー 一 貫ｾ Ｎ ＮＮＮ一ー ー ｾＮＮ ｟ＢＧＭ .._.-

正 面 階 段

ラ ウ ン ジ 及 大 食 堂

貴 賓 室

:2草炭 7倉山首 琵 琶 瀬 . テ ル
J  3 3  111 



2 階 卒 面 圏

夫 書 世

・肉則。U ( T H AL.1.. 

• 
予今シ シ

ι 。U N G・E

• 

• 
• • 

1 階 卒 面 国

川 134 株 式 曾 社 琵 琶 湖 ホ テ ル

圃

株式曾枇琵琶湖ホテル

{i'i: 置 i滋賀 l際大存者市錦織町

敷 坪 4，928 坪 外 に 市有地 3，5 坪

建 坪 359，25 坪

延 坪 数 1，369品 坪

建物併設 3 階t型地幣付

建築市さ 軒 桁 |てjζ 42尺、厳 t 迄 61 尺

往築味式 和 風 入 f苦慮造 りに して桃 山

時 代 の 手 法 を加 味 す

建 築 紙 法 鍛筋コ; / ?  Y ート 造 り小昼

本 骨 鋼 板 葺 き 仕 上 と す

殴 僻 岡 図 書1 ，. .fi. .'.  

D!j 'エ 合 . 曾 車 土 浦 ，'11泉 純



面 園

観 衆 1CO，OOO名を収容するエムバイア運動競技場 の附近に、新

しく竣成した室内運動競技場で、種々 な主IHI!J J競技に刺用される

が、主として氷 上競技並に アイス・スケート に充賞 される。競

技 場 の 建 物 128mx 73m に して面積約 9，300 卒方米。

プ ー ル 60m X  18m 

アイス・ スケ ート揚 6 0 mx 2 6 m 

其他 の競技場 と して 9 0 mx 2 6 m 

が用意されてゐる 。

以前 は池で あった所へ建築 したも ので、池底は 建物の地階に常

る。

鍛筋浪凝土迭にして、御覧席 4，500入 、臨時席を加へる と12，5) 0

人収容し得る 。

( L'  Archi tecte 誌より 中西六良[1)

横 断 面 園

縦 断 面 園

( イギリス) ウエンプレー室内運動競技場

側 面 圃

135 111 

建築京 Sir Owen Wi l l i ams 



巴阜の救世2宮本部は次の二部分よ

り構成さ れ てゐる 一一ー

( 1) 救世1 I I の枇合的奉 仕 事 業 部 及

び本部の 一般的な純設

( 2) けJ 75m 高 35m の硝子の商

か ら成 る11階 建の宿合

宿舎は切牛して 、3臣官官 は男子部、

商官官は女子部 と な し

男 子 部 246 終 選

女 子 部 153  ｾ シ

母 子 部 98 ク

を用意し、救済事業としての無料

終選以外は 、sj 女共に 一人に つ き

2  7 ラ y 、男子の一人 部 麗 8 7 ラ

y 、母 子古都慮 5 7 ラ y 、子供の害予

約料ー遡 5つ 7 ラ y を徴牧 して ゐ

る。

( L' Archi t ecte 誌より 中西六郎〉

前 庭

入 口

ど・. .- .

=

圏

一

荷

τ

階上

-

最

111 136 

( フランス) 巴 里 の 救 世 軍 本 部 . 築家 Le Corbusi er 及 P. J eannert  



レス トラシ内部

ユ = パ ーサノル 枇 ア ド. ピ ノレ

の一 階 に あ る レ ス ト ラ ン

、

官事 、 、》

後 令 官ミ 、

T 、

、:114
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1 3 7 川R. J. Neut ra  

人 口 外 観

建築家Coco T  ree Restaurant ， Hol l ywood ( アメリ力 )



111138 
( フランス) 巴 里 キ ユ ス 街 の 新 築 綜 合 ホ 畢 校 建築家 R.  Expert  



Jcコ

C C12 2」

ー一- 0-ーーー一ー一一、- ー一ー

池 F皆平 面 圃

2 階 卒 面 画

( フランス) 巴 里 キ ユ ス 街 の 新 築 館 合 ホ 串 枝

ζ の綜合小拳佼 l工、男 子 郊

1) 教 室、女子宮容 l コ数案、

幼 稚 部 5 教 室 を包括し主主他

の必要なる 鰭室主主に附随住

宅を有してゐる 。

， t*室の床面積は標準 乃 8川

x 6，5 ‘ m となってゐる。

( 1 

中西六良郎I¥)

3 階 卒 面 園

建築家 R. Expert  
139 111 



起風室鳥鰍園

起 風 室 外 観

吸 入 口 風 洞 内 部

川 1 4 0 ( 7 ランス) 需 行 機 賓 験 所
殺計並に施工 Entrepri ses Li mousi n 



側 面 圏

フラ ｹ ス航ｾ技術局 は シヤ

レー ・ ムード ｙ の 中央航ｾ

研 究 所 内 に 貨 物 の飛行機の

試験を目的とする 一 大風洞

の創設を企劃 し 1932 年 4

月に一切の計重量が完了した

ので其計績に従ひ 、 その大

風洞の設計並に施工を募集

し? と結果、技術的にも経済

的 i ' こも優秀と夜、められリム

ーザ y 施工合枇が其任務を

槍1 i ' ・するととにな っ たd ζ

の大風洞は延長 93. 5 :m に

jiJ 去っ て時 速 180km の主主流

を資生せしむるととを要求

してゐる。

風洞の一端の吸入口は

長市111 24. 8J m)  

トの精闘形

短 紬 16.8 0 mJ  

にして格 子 般 をなして ゐる

他 紛 の 起 風祭に は直 径 8. 50

m の六個の回l筒があっ て夫

々に煽 風 機 と 1，00) 馬力の

モーターが設備されモ - ! i l

ーの活動により煽風機が廻

縛して吸入口から風洞へと

起風する援涯になっ てゐる

( L'  Archi t ecte誌 よ り 中

西六郎〉

縦 断 面 園

一一
...  

ＧＢ市ＮＮ・山 ｕ 円 以 ｊ ｾｬ ｮ
-

'

1・
M

一J

l

l

 

一
ーー- ' 、一ーーー、，

卒 面 園

( フランス〉 飛 行 機 賓 験 所 鮫街並Iζ 施工 Entrepri ses Li mousi n 14 1  111 



外 観 夜 票

川 142

f . R、 F L C OP.

- "  ，{. Ｚｾ＠
μ ' II ! 断 、' 11' -

I EにQ NO FLOO P. 

ー一ーーーーー一 ーーー一 一一「Ｍ ｾ Ｍ N ， 出!， /，N ‘

一 一 一一一ー ーー一 _ _ J

fc，" u  ｾ ｯ＠ 0 2， ". . "0 

各 階 平 面 圃

新様式の位宅の多重主 は主 と し て 郊 外 住 宅 とし て空軍透した

もので あ る が 、 と れ ば、 新 し く取扱 は れ た市 街 地 住 宅の

l 例 で ある 。建 築 家の 住 宅であ り、仕事場を 1 階に 住 居

を 2 階 以k に設 けて、「仕事の T誌に 階段を 下 P る 」 一 主将

に仕事場 へ行くと 言 ふ と と を 主 眼 として昔|主主 され て居る

外壁 に主と してプ リズムグ ラス を用ひ窓 を小 さくした の

は漆 光 を 害 す る と と な く外 界の影響を なるべく少 ( す る

ｾであ る 。 全然 窓 を 持たな い Ｔ 階の居間は完争＿ な 怨気調

撃装 置 が 施 され て居る。 康上はｾ 遂 に利用され る と同時

に、 デ ッキグラ ス をE注目古めて狭い中庭の窓に依るよ D も

完全に 採 光の 目 的を達して居る 。 際室の窓が 附 線 ， ｾ止に突

出 され た のは肯Eふ 限 P 多f r l : の日照と眺望とを得る震 であ

るo 全世と して 、生活の諸問題がとの建築家の位宅に於

て何 の程 度 まで合理的に解 決 せ ら れ て居るかが興味ある

駄である 。

( Archi t ectura  1  F orum 誌より 新名種夫〉

屋 上 鴛 憂

居 間

( アメリカ ) ウイリヤム・レスケーズ氏の市街地位宅
建築家 Wi l l i am Lescaze 



正 面

菅 直

古 典 の 都 ロ ー す に も ζ の 新 し い カ ソ リツF 致 合 堂 が 出 来 た 。 プラシ

は流 石 に 古 の踏 襲 で あ る 。

CBankunst 山 ld Stadtebau 誌 より 岡田孝男〉

( イタリー) ローマのウリストケ- Zヴヒ敬曾堂 建築家 Marcel l o Pi acenti ni  1 4 3 "
1  



「己「

l口口

百l I Vt NG 問 加

同 左 査 所

111 144 ( イギリス) 集 合 住 宅 “ Mount Royal " 

封 ｾＸ 階ノ、 イドパＭ 7  r:: 面

した仰IJ の テ ラス でそ の延

長 l ∞) ' C  

政池 6:) ，0∞ 卒 方 尺 、建 物 6- 6.5

8"m立 方 尺 の大 ビ ル デ イ ン グ で、

建 築 家 は 大 f立生産の紛糾に 基 い て

標 準型 住宅 の 決 定 に 苦 心 し 、 種 々

tt 除 の 紡果:zp. 而闘 Jえ下闘の如きも

の を決 定 し、 此 の 18尺 X l 7尺の 車

伎 が 令 部 で 650 あ る。 l 階 は 主 と

し て レスト テ ｹ 、 パ ー、翠 ｬｬｾ 底等

の 庖 備 に 充 て 、 さ な がら l 小 都 市

の税 を曇 して ゐる。

( Archi tectural  R evi ew 誌 よ り

本 多 正 滋 )

建築家 Sir J  ohn Burnet  



上Ienry F lorence 記念ホール

側 面 階 段

1932 年 5 月に行 はれた 懸賞 の l 等常選案に よって新

築された もの で、昨年 11 月 8 日英関皇帝、皇后 1コ護

臨を仰いで盛大な閉館式が行はれた 。

( Archi t etural  R evi ew 誌よ り 本 多正道〉

( イギリス ) R. 1. B. A. ビ ル ヂ ン グ 建築家 Grey Wor num 



、 ｾ 噌 ・ ｅ ‘ ーァ ｷ プ Ｂ 竺寸ＷＢＢＢＧＢ 司ＢｬＺＢＧ .... 

，. ・ι 白

J ' e ' e ? ' A '  

i 四

t  

， 

ｾ＠

大ｾに於てホ リウッド やシカゴの

音 楽 堂 と 同 型 の デ ザ イ ン で あ る が

幾 分 規 模 が 小 さ い の と 使 用 材 料 と

が契っ て腐る 。数百円R離 れ た 高 去

に 肉 っ て 緩 か に 傾 糾 し た 半 開 形 の

自然の アム 7 イ シ ヤ タ ー め 中 央 部

に 建 て ら れ て 居 る 。 音 楽 堂 は 約 1

00 人 の 演 奏 者 と 3∞ 人 の 合 唱 聞

とを容れ得る 。聴 衆 は 3コ，α氾 人

以 I二大丈夫であらう。

幹事治 i討議聞の卵1老木骨のア ーチ。

基礎は銀筋コ ; /! t ｾート有罪法で、

地下手: は ペ y チ や そ の 他 の 公 闘 用

の言智治具の倉庫とな っ て居る。

内 ＱｾｩＩ の各袋 の部 分には照明が仕込

まれ、 音当理堂内部を照すと同時に

反射に依って重責百尺; 先の聴衆ntI ま

で切る 〈なる様になっ て居る。

色 は 、 内部 は 銀、外 部 は 淡 青 色 に

銀とｾ［Ｇ，とを配す 。 ｊｅ 面のア ーチ は

* 翁協は主眠 、中 ; 1- とは育 、 パ; / ，" は銀

で あ る。

( Archit cct ural  Record 誌より

著者名種夫〉

¥¥¥ 

l 46 ( 7 メリ力) Mil w- ankee の 昔 業

ｾ＠
d 邑

背 面 外 翻

骨 組 棟 建

建策a : Clas 兄ー ｾ＠



設計は 1929 年の指名懸賞賞選案によるもの

で、 1932 年 4 月着 工. ，1934 年 2 月落成、

容 積 150，0∞ 立 方米、中 央十字形の部分には

600 の 事務実 を有する 行 政部 、4∞ 人 を i肱容

L 得 る 講 堂、二 つ の委 員合室等あ り、 北 の 鐙

物 は三階 建で商応 、事務室 、貸住宅があり 、

之に平行な南側の建物 は使用人住宅である 。

銭筋' " y  ｾ＠ v ート 遣 で 、低い部分が 9 階 、高

い方は 14 階、十字形の交叉駄には 2 つの主

要階段 、 Ｔ つのエレベ Ｍ ｾ ー、リ Ｗ ト 等あり

四つの端にも各 々階段がある 。常初の計重で

は回字形のプランであったが、之を十字形と

したために 交認 の使は非常によ くなり 、最 端

部まで僅か 35m しかない。

換然、冷房、援房共キャ リアー 式を用ひ 、 1

時間 4- 5 凶換気され る。 昨夏 外気温が 36
0

U

の時も室 内は 24
0

U を保っ てゐた 。金建築費

8，OQO，0::l O  '" - ? 。

( M"dern  Bauformen 誌より 本多主選〉

西 ｾｴ 隅外観

ー( チ ヱ ヴ コ 〉 ブ ラ ー タ の 恩 給 局 建 築 家 J osef ｈ｡ｶｬｩｾ･ｫ 及 ｋ｡ｲ･ ｬｈ ｯｮｺｩｫ

二

南 錨 外 叡

1 4 7 川
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r  
も誕生舗卓f e凶

F : 厨房J s '

G: 冷房mコ y ヂ y サ -

H : 石 炭 秤

J : 石炭投入口

L : 貯 水 池

A: 商庖 2士事務所

B: 十字形行政調l

C: 使 用人住宅部

D : 車 庫

E:  :車 庭

1 階平富田

J  o8ef ｈ｡ｶｬｩｾ＠ ek 及 玄arel Honzi k 建築家
ブ ラ ー タ の 恩 給 局( チエ・7 コ〉1 4 8  

111 



正 面 外 観 中央の燃は周問の建築より更に 901:尺

高 〈地 上 160 尺 である。外壁煉 λ; 、厳

Ｚｦｦｩイタ ワ Ｗ Ｚ，ＮＭ ＿ イ ａｾ

昨夏完成し た此新 聞 書 館 11“Op引 1 :1-

｣ ｾ 田 Ｂ システ ムと務 L 、説者が直祭

脊l l f l : の問 を うろっき 、 l 日中そ こで

積書するのであって 、 その ために充

分な 光線が必要であり 、叉 窓tましに

青葉をながめ得 る事も必要で ある 。

従 って書館今は稿の狭い事を要し 、叉

問書官官の大部分が七階建の書原を 以

て占め られて ゐる所以である。 l 階

には受付. カ F ログ分類室、印刷索

作業室等あり 。鎖骨 、煉瓦" &鎗筋 コ

Y J1 リート 造 、内 部床リ ノ P ウム敷

書架の良々間隔 6 尺、害容wーに は 6)

W の電燈がよと郊で 3，0∞ 箇設備さ

れてゐる 。

兎も角此 の際大にして完備した大 聞

書官官と大大阪の持つ闘書館を比較す

る時、越えがたい大きな懸備にそ Y

ろさび L さを禁じ得ない もの がある

( Archi t ect ural  Revi ew 誌よ り

本多正道〕

( イ ギ リ ス ) ケ シ プ リ ヴ ヂ 大 串 圃 書 舘

33 尺 、床 ゴ ム9 イノL 、光

線 は上方か らと り又各机

にラムプを備」、。

149
111 



第 2 i ! 1! 景画

川 150

安 全 時 速 1∞ 哩、 聞は

Golden Gat e Bri dge 設

計 の 主 任 技 術 に 依 っ て 描 か

れた パースペクチプである

ｾ＠ l ! ! l ! 景圏

アメ りカ とヨ ーロツパ大陸とを 繋 〈・航空路開

設のｾに 、約 ＳＰ ， ｏｊｏ ， ∞ Ｐ 弗の公僚に依 っ て

l 年程前に計登せ られた海洋 飛行場 の 設 計 案

で あ る。

甲板の長さ 1. 225 吹 、 柄中央部にて 300 吹

端部にて 150 択 、北大西洋のアメ リカ、ヨー

ロツパ問に 5 箇Ff r 建設の計 査であ った 。 現在

考案中の ものは 、更に大きな 、更 に 積 載f立の

多 い 飛 行機 が 安 全に褒着出来 る 様に更に長さ

の 長い ものであると言ふ。

CAr chi t ectural  Record 誌よ り 新 名 額 夫〉

第 3 l!1! 値 圏

第 1 圃 San Franci sco に於て工事中の空中列車

第 2 圃1

第 3 圃S Edward R.  Armstrong 設計の海洋飛行場
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1乞(<' 

上 圏

鳥 撤 回

本官官 31 呑 街 よ P 直 接

Ｒ 階 Ｑ Ｇｃ ｾｦｦｩ ずる入口を有

す 。

2. 
集 合 場 及 父 兄 教 師 懇 談

室 。

鴇人I尭

司岨T ' -引 事 ー 司 句 酔 ー . . . ー ー . . . ー ー・司ーー ーーー恒司

で1163.  慮 外 遊 戯 場 を有 す る 幼 q “_ 1‘l IImI I ー ¥

手jg 悶 _， 
ず‘ 者I :..- 面、

4  
屋外塁走場を有する校舎

5. 30 番 街の 1 階入口

2  

6， 各 種の運 動器具を骨/ j へ

1 ー
一一 戸 ｾｉ

た 運動場 。

右 園

サ ::;- 7 ラ y シスコのロート

::;-i !Il K 面 し た 敷 地 に 到 して

言l 鐙 せ ら れ た 小 撃 校 の 摂刊{_{

設昔|案 の l 例 で あ る 。

C  居 内放 *

P  E量外教場

1ζ  
幼 稚 悶

w  f長 廊

L  l図 書 実

A  集 合 場

PT A 尖 兄 2立教師懇談室

一一一一一一一
も_ . _品目畠- " - "

ST 舞 主基

一 (一通

一一1 : 也- u a . 池 山富?

D  化 粧 室

T  教 師 家

P R  校 長 案
亡二

F  事 務 所

Fミ 倉 庫

し 一 一
M 智古 ｅ 及ｾ科 診察笠

T  手土師会堂、休憩 室
卒 函 園

及ノ!、 調 理 索

J  守 衛雪R

( アメリカ ) 巾 串 校 校 舎 設 計 案 の 1例 ( 1  )  建築家 Ri chard ι Neut ra  
151 111 
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世 間 湾
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砕 い 喧 蛍 品 山 首 法 〉

噛 時 泊 朝 刊 回

一 切

ω

( 叫 W M R G 吐 ) き 恒 常 持 品 川 踏 却 紬 S

プ 由 喜 ( 一 )

泌 総 困 問 初 日 白

H H P

吋

A 凶 旬 ・ 回 向 。 同 込 町 伊



外 磁

に昔rJ f f されて居る。

( Archi tectural  For nm 1iも より

新名続失〉

( アメリカ ) * 畢 校 校 舎 設 計 案 の l 例 ( 2)
建築家 l tichard J. Neutra 

153
111 



教室のティ ピカル 。プラン

;;「U2AY品 ム 山 S6c

川 GE N E h f :主;:: F;!? 市ぷi;u

4 会=←N

Z  T [ N N・S C O U A T  5  

MI NOR  GR A S S  S P ORT S  

)  C R Oa U} : T  • P A D D L r  T [ 州" "

1，200 名の児童 が作業し勉強しそし

て 遊 ぶ の に 最 も 能率よ〈考へら れた

近 代 的 プ ラ y 。

( Archi tectural  F ._ ruD 1 誌より

新名種夫〉

Z  T [ " ' NI 5  ' O UA T 5  

ilrr 景 園

' ，.  

， ， 

" ， 

AI ! 置圃

111 1 5 4  ( アメリカ) J I l 串模様舎設計案の 1例 ( 3)
建築家 W.  Pope :B町ney 及

Roy  W.  :Bauwel l  
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18  

r  ， 

。ー。-

笠。

一 一 一

ー

笠0 0

1. 玄関 2 階 は 凶 書 家

2. 教 室

3. 講 堂

4. 陳 列 室

5.  食堂、研究 ｾ

6. 世 保 揚

7.  I訪 庭

t !t 

'， 0。

8. 密 療 部

9.  更 衣ｾ 地 階 は プール

ｊ え 更 衣ｾ

10. 本 部

11 . 運動 場入口

12. 発 禽 所

Ｑ ＳＮ 湿 ｢＾Ｇｾ

〈アメリ力 ) 国 民 高 等 串 校 計 量 案

¥デ¥¥ぐ子、，/

‘、ＢＭｾ

1r ， 
、

‘ゐ

/  

:ず

¥がん

/ "つ

14 ペ ル ゴ ラ

15 休 憩 揚

16. 屋外講演場

17. 競 技 場

18.  7 ツ トポ ール競技場

19. サ ッカー競技場

20. テ = スコ ー ト

/  

21 パスケッ トポール

22. バレ ーポール

23.  ノ、 y ドポーノレ

( Archi t ec tural  F or um 

誌よ り す ｲ ｾ 種夫Ｉ

建築家 W al l acek Harri son 

卒 面 園

模 型

155 111 

r  

f  



叡

〈

-

h

p

F

m

Q

-
c

z

b

z

o

 

e

b

F

P

Z

O

》

F
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O

3 積の祭校が 互に聯 絡 を 保 ちつ ;. 1 っの建物の中 に コム パ クト

に整頓せら れ たETr が特徴であ るo 卒 面 凶の左は中等製校で5l lJs査

の休 憩家 を持って居 る。 中央官{I は初等製校で畿分高い地盤の上

に建て られて居 る。とれも別の滋戯場と 1 つの食堂とを持って

居る 。

右品iri 上Y. flは也育祭佼で南方 に5lUの入口を持 って居 る右端2j 三百 心

下方は燈操場 で必 要な る設備が由iii つ て居る 。

卒面聞 は 1 階であ るが上階では歌集 の 2 方 か ら採光が符られる

様に 1 i致室の 隔にセット パ ックされ て居る。

( Architectural  F or um誌 よ り 新名種夫〉

圃面卒

Ignari s Gui di  建 築 家整 頓 せ ら れ た 事 校 建 築 の 1例( イタリー)156 
1
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室 内遊戯場外観

雨の日に l士庇の下で はある が 、充分切る くそ

し て氏ぃ場所で 遊ぶこと が ｈｊ Ｓｉ ミる し 、 ｉｉￎｾｩ れた

日に は牛肉形の 周陀lの建具を 全部 IJ l J 放し て、

戸 外1え属外遊 戯のl f $絡を 充分につけ ると とが

!H来る 。

日夕卜運動場の 東 北 端にま象台mの便所 を設けて あ

るから 、戸外 の子供主主が }IJ 達し のおめに佼 IIJ

rドの庭内遊戯場を横切るとと がない 。

￞ｩｩＺ内遊戯場に接した Ｒ つ の 書士ｾｾ Ａ ま 折畳み の ｛ＱＱ｝

仕切を除くととに依って屋内遊戯場の 1 ｾｬ ￭ と

な る。天窓 及デッ キグラ スよ りの 柔かい光線

を以てその 部分の採光を行っ て居 る。

( Archi tect t l J 山1 F orlllll 誌 より 新名和夫〉

( フランス ) Geunel l iers の 幼 稚 園

室内溢a車場 内部

建築家 F. Dumai l  157 111 



経 潰 的 な 皐 校 建 築

男性校建築をその最もり百 草な要素に還元し 、 l

つの標準的な プ ラ ンと f葎造を持った I (l 伎 を 必

要な丈繰返して l つ の拳 校 建 築 を作り上げる

完令 l亡機能本伎で あ り美 的慣fi[ を無視しては

第 1 圏

居 るが それで も取 扱ひ方 によ って 充分美し〈

あ 1) 1守る 。

此 の程度の準 佼 ならば 、可成リ貧乏な 地方で

も安 い費用 と短 い 工 期 とを 以て相誌 の数だけ

建築 し 得 るであらう 。工費 は潟 良に示す程 度

の大さのもの で米 貨 20，0∞91:位であ る。

工費節約 のｾに廊 下 Ｑ ＱＺ第 ｬ 岡に示す如〈カ ｹ

テイレバ ーのパル コ= ー にな って 居 る。

( Ar chi tectural  F or um骨t よ P 新名領夫〉

Vi enna の 女 軍，校

プリ ズム グ ラ スを撃校建築に感に mひたる l

例 、笠 間 外 部 より木の葉の影 をも た らす太陽

の 光線 を 受けて もよ し夜間屋内の照 明に よっ

て更によし。

( A l' chit eclur al  F υr nm 誌 よ り 新名穏夫〉

中 庭 部 外 叡

上圃( オーストリヤ) Vi enna の 女 車 枝

川 158 下 圃 ( メ キ シ コ ) 経 漕 的 な : 皐 校i建 築

建 築 家 S. Theiss， H. J  aksd 
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市街地建築物法施行細則中改正

京 都 府

京都府令第一披

ｕｈ 手ｦｉ七年京都府令Ａ￮ ｓ 卜五ＺｾＩ，ｾ市街地建築物法施 行細

川中左ノ油改正シ昭和十年二月一日ヨ リ之 7 施 行

ス

II H和十年一月十六日

京 都 府 知 事 鈴 木信 太郎

第二依< 1 ' r両日B切符後怒 J 7' f山科野 主主怒 J =- ¥&ム

第五4集中 第一 J Q=- 主主ノ 但 書ア如l へ第二! i ' i 7' j'i IJ ノι

111 シ知事 ; 1 / 必 要 ナシト認ムル トキノ、此ノ限 =

在ラズ

第六{ 取ノ二 プ ｆ ノ各銃ノー］該 ｾｩｾ Ｎ スル敷地 ］ ノ、法

ｴｲｾ 八依ノ本 文ノ 規定 ］拘 テズ 建築 Ｗ 許 可 ス Ｂコ

トアノι ペシ

一 昭和川イド一月 三十 一 日以前 = 指定シダル建

築線二接ス，q [<t地

ニ :<<1' 災地 、住宅紹替地医其ノ 他 - 1事|ノ ニ1:11出ユ

)  ( リ指定シタl L 建築 線 = 接スノレ敷 地 = シテ近

ク道路竣成ノ見込アリ ト認、 ムノレ モ ノ

三 前fJtZ ノ建築線= 接スノι 敷 地

四 河川 、 水路 、 ｲ ，｜ ｜ ｾ渠等 ノ 敷地 Ｗ 陥テ テ道 路 ］

接ス ノι 敷地

五 山間 ｲＧ［ｩ ｬｾ 宇 ユ シテ 家屋 ｾｩ 合 ノ見込 ナシ ト 総ム

ル土地 ニ於ケ ル敷 地

it 六依ノ 三 昭和十年一月 三十一日以前二存在 シ

現 = 長1 . 5 メートノι 以 上 2 メート ル未満道路敷

地］ 接 スル建築物 ノ 敷地 ノ、主ｾ貝 ｉｊ 第 四依第一環ノ

鋭定= 拘ラズ其ノ建築 7 許可スノι コ トアノL ペシ

法施行前ヨリ存 l r : シ長 1 5 メー トル未 満道路敷

地 = 接スル建築物ノ敷地ノ、建築物ノバ] 主主及四 li;l l

ノj伏況=- (/< Y 己ムア符 ズ ト記、ムノι モノ ユ限リ長

1. 5 メー トル以 上 芯 路 政 地 = 接セ シ ムノι トキ亦

前 ｂｾ =- Ifi J ジ

第九依 劇 場、活動勾民館 、 演をj揚 、淑 物 場 、集

幸R

ラズ

第十八イ防1" i  lli 唄t附 段 J 7' f 非常階段 J =- 政 ム

第十九t集中 i lli 唄t階 段」ヲ「非常階段 J =- 改メ第二

桃 子左 ノ泊 改 ム

ニ 蹴 I:: .l i a丹市ノ寸法ノ、各段均一ナラシ ムルコ

ト

第 三十 七 保 ノ 二 建 築 物竣 功 シ F ノレ トキノ、建築物

検 査言寄託 7' P. li sHスペシ i Hシ大修*i 号 、大 捷 夏、

f日主主星空更叉ρ 一部 ノ稽築、改築ノ場合ノ、此 ノ限

ュ 1[: ラズ

前mノ揚合= 於テ建築物fYr 有者又ノ、占有者ノ、之

7' 1巨ムコ トチ符 ズ

警 視 聴

警 視隠告示第二十九披

昭和l七年六月特視隊告示第二百六挑市街地建築物

法令 中取扱 = 闘スノレ 件 左 ノiffi 改正ス

昭和十年二 月一 日

特 蔵 総監 小泉 一 雄

( ー〉ノ次 = 左ノー立¥7 力日7

( 二 〉 市街 地建築物 ＱＱｾ ｾＢｽ 八 鍛 ｭｾ ｾｴ ノ規定 ］ 閥 ス

ノレ取扱左ノ如シ

ー 建築物 ノ敷 地 = シテ左ノ各骨，t ノー= 該常

シ 保安上支 ｾｾ Ｇｊ Ｚ ナ シ ト 認ムノ レ モノ ］ 在 リ テ ノ、

市街地建築物法第八依位一;!r. ノ規定 = 依 リ其

ノ建築 7 許可スルコ トチ得ル モノ トス

イ 昭 和十年一月三十 一日以前 =-jl: テ指定

シ Ｈｩｬ， ｾｭ 築線］接スノ レモ ノ

目 隠 災 地匹 、位宅総借地区等一間ノ土地

=- E Y  指定シ (il ; .  建築総 = 接スノι 敷 地 =

シテ 近ク泊路竣成 ノ見込ア ノレモノ

ノρ 、 T市!行11街1苛?地E建l主: 築物1法iよ;

=依ノル. t指旨定E述i主: 築線 =-'1接妥 スノルレモ/

=  府民 1. 8 メー トノι 以トーノ泊路 7 合 ミテ

合場 、公合堂 、百貨庖等ノ 建築物ノ、:兵ノ 主 タノ. 指 定 シタ，.m築 線 = 接 スノレ モ ノ

出入口 = 国 スノL 道路敷地 ノ境界線ヨリ 共 ノ糠存 ホ 河 川、 水 路 、i; W渠 等 ノ敷地ヲ陥 テ 、選

定員又ノ、収容人員七百五卜人以上ノ モ ノノ、 5 メ 路 敷 地 =接 スノレ モノ

ー トノレ 、二百五十人 以 1: ノモノノ、 3 メート ノヘ !  へ 其ノ他土地ノ欣況= 依 Y 1持= 巳 ム ア得

其 ノ他ノモノ ノ、 2 メート ノL ノ距 離 ア後退シタル 。 ズ ト認 ムノレモノ

線テ前而ノ 壁面 ノ位置トス 也 シ 七階 ノ壁而令 fCニ) J 7 iC三) J トシ以下順次之 7 繰下グ

ユシ テ知事ノ許可ヲ受ケタルトキハ此ノ限= 在 Ｈ 三 〉ノ演中第二 ｧ ｪ，ｾ 7' 1'i IJ ノレ
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兵 庫 牒

兵庫 牒令 第 五 披

昭和七年四月 l綜令第十五銃市街地m築物法施行細

則中左 ノ 遇 改 定 シ公 布 ノ日ヨり之 7 施行ス

昭和十年二 月六日

兵庫l係 知 事 湯 浅三千男

第五依中 「区ｬｬ，ＧＱｪ整理施行者 ｰｦ 土地 区ｩｬＮ ｾｊ 整 理施

行者全芋 J =改ム

「第 二章建築 線 、 高 、 ｾ地 ｊ 7  f 第二i; : C建築線、

壁面ノ位置 、高、主主地 J =改ム

第 六僚 中 「斬員九尺未満ノ公滋= 在 P テノ、道路

政地 J 5' f 航 員六尺以上九尺未満ノ 公i U= ;(.E リテ

ノ、英ノ路幅 J = 改メ第二項ノ次= 左ノ - l J i 5' 力H

7  

第一環 ノ 建 築 線 = 接 ス ル 建 築 敷 地 = 1 0 テハ法

主主 ，、 依 ノ 許 可 7 受ケ F ノι モノト看f故ス

第七後 左 記各鋭ノ ー= 該' ! 3 スル土地= 於テ必要

ト認 ムノι トキノ、建築線 7 指 定 ス

一 道 路 ノ 開 設 、後 更、鍛張又ノ、整理 7 袈ス ト

認、メダルモノ

ニ 建 築 物 ノ 袋 失 セル一間 ノモノ

三 建築物ヲ除却セルー閤ノモノ

前項= 依 P建 築 線 7 指 定 スル揚 合= 於 テ必要ト

認、 ムルトキノ、土地所有者若ハm: 築物所有者= 童話

ν 腕係書類叉ハ闘商ノ提出 7 命ズノレコトアルペ

シ

第八後 左= 掲グノレ建築 物 7 建築セシトスル揚合

= 在 リテノ、 兵 ノ敷地ノ前面建築総 ヨリ左記各披

ノ距. 敵 7 後退シタ ノι 車1I! 5 ' 越ェテ壁而 7 突 出セ シ

ム ル コトＵＧｾ 号ズ ｴ 旦シ特別 ノ 斗 ｅ 由アルトキノ、別 ］

壁 而 ノ位 置 7 制限ス ル コトア ルペシ

ー 劇 場、活 動 寝 良倣 、演裂 場、淑物 易 及 之 =

類ス ｬ ｾ 建築物］ シ テ籾治Ｚ 定員五 百人 以上ノモ

ノ、集 合 場 、公 舎堂 JJZ之 = 類 スノL 匙 築 物 = シ

テ収 容 定員七百 古

ノレ

二 劇場 、 活動 Ｇ ｬｾ ￹Ａ 倣 、 仮 差 Ｕ 場 、 御物場 及 之 ］

類スル建築物ユシテ淑客定只二百 五十人以上

/ モノ 、集 合 場、公舎堂次之= 剣ス ル建 築物

= シテ l扶容 定員五百 人以 上 ノモ ノ、階薮四以

上ノ百貨応 、勧 工 場及之 = );)1 スル建築物ノ、 三

メートル

前項］該ｾＮセザル 建築 物］シテ必要 ト ｩｩＺＧＨｬＮ ムル ト

キノ、其ノ 壁 面 ノ 位 世 ヲ制限 スルコ トア ルベ シ

本依ノ適用 = 付テノ、新 = 建 築 物 ノ用 途 7 定メ 又

ノ、建 築 物 ヲ他ノ用途= 供ヌ ノι トキノ、英 ノ 用 途 =

供ス ノ，U; 築物 7 主t 築スルモノ ト看倣ス

第十俊中 「道路 敷地ノ境界線 J ヲ「道路ノ建築総」

= 改 ム

第十四僚 ｴ ｲｾ 二 ｬｊｩ中 「道路境界= 於 ケノL 路而」 ヲ「

泊: 路ノ; 路面 J = 改 ム

第 十 五 僚 令第十四依但書ニイ衣リ 指定スル角地共

ノ他ノ地区左ノ 如 シ ( 道路面 ヨリ ー メートルヨZ

以卜低キ 秘 合ア 除 n

一 交 角三十 l変以 トー 百二十 度 以下 ノ道路ノ附角

={ す スノι ニ|岳地 エ シテ;其ノ面絞ノ二分ノ ー ガt r.

= 該 前 スノι 広域 内ユア ノι 角 地

ffi 築罪土地ノ各部分 5' jffi ズル 水 平線中 止t 築総 ト

宅r. jfj 5' 銭シ其ノ詑築 線 I::J ノ長 ガ滋路 師貝ノ 手fI

ノ二倍以内 = シテ f L三十六メート ノι 以内 ノモ

ノト Ｑ［ｾＧ 該 ｬｬｩ 築 忠良 ｛問］ 介在ス パ 匹城 但シ各泊［路

杭良山五メート ノι 五以上ノ 場 合 = 限ノι

二 卒行セ/ 1 - 滋日各叉ノ、;共ノ交角 三十Ts: 未満ノ ;江

路 =t寄スノι 敷地= シテ 其 / 各部分 ;> jffi ズ " 7)< 

司王紋 'I' lli 築線ト等角 7 鴛 シ其ノ 述築綜I i Uノ長

ガ道 路 折口 / 平日ノ 一倍二分ノー以内= シテ J L

三 十メートル以内ノモノト Ｑ［ｾ ・ 該 ｬｬｩ 築 線 ｉ Ｚｕ ］ 介

作ス ル地区但 シ各道路 師員ノ、三 メートル ヨf 以

上/ 場合 = 限ノレ

公闘 、 ｒｾ 場 、 河 、 海ノ 邦 Ｑ Ｑ '、 前l J i ノ巡 J日= 於テ 道

路 ト治倣ス

第 十 八 級 位 築 物 ノ敷地 ニハ其 ノ接 スル 滋路/ 土器

築線. : =. ｮ ｾ ヒ泊 官 ｦ ナル勾ｴＧｩ ｐ 有スＢ 11ヰi長ヲ設ク ベ

シ但 V 必要ナシ トiJ'J. ムノL 場合ノ、此ノ限 =; (f ラズ

前 僚」止前lJiノ il¥'f. ffi ' 、稲 内法二十セ γ チメートル

以十深十セ ｹ チ メ ートル 以 ｉ ｾ ノモノＵＧ ＱＱ 月 Ｗ

第二十二依" ， f 師二十 七 ンチメー トノι j 5' f 師寸

八 セ Y チ メートル J = 改ム

第 二十 五 Ｚｾ長 附段ノ、別段ノ 定メア ノL 場 合 7 除ク ノ

外左ノ規定ュ依ノL ベシ

公 衆 ノも1: 11 ] = 供スル モ ノノ、蹴上二十セ ンチ

メート パ以F ) ! 丹而二十一 セ Y チメートル以 1-.

ト Ｑｾ ス コト

ニ 多人数 I IJ史II J = iJl:ス ノι モノノ、其 ノ階段 師、

川場ノ長Ｏ叫すノ、 各内法 一 メ ー トノ ι 以ヒ卜 Ｑｾ シ

廻! P( i 段ト E サザ ル コ ト

第二十七僚也君;"1' r床而 ア不燃材 料 7 以テ被波

セノι モノ ノ、 此ノ 限 = 冶: ラズ J 5' f 床面Iノ、不燃材料

7 以テ被波スル コトチ 符 J =  ¥i!(ム
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活路 ｊ ｾ 改 ム

第三十 二 依 強 度計 算: : : . )血I目ス ノι 千千種床E出荷 重ノ

最 少 限 ノ、規則釘 百ii. 俊ノ 定メア ノι 外左ノ 規 定 =

依ノι ペ シ
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- rll 約 者住 所 氏 名

( 法 人 = 仰 テ ρ 其 / 名 )

稀 、主 (il 11. 事 務 所 所 JJ: 1  

地 、代 表 者 ノ 氏 名 ノ

( 在地所有者 又)
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陸 尾tRノ動 frfill : . 付テ ノ、;f.Hif' ノ設備Iナ キ場 合 ト 。 | 定 1土 I11 部i 候 也

錐 モ一平方メ ー トルユ付百五十キ ログ ラムア 下 白l 年 月 日 申 請 者 氏 名 ⑪

ノレペ カ ラズ

第 三十 四 僚 主iEZ謀総 ノ 指定 、WI.除又，、鈴更 ノ 申 請

71毒サ y トスル モ ノノ、第ー 銚様 式 I rfl 筋 書 = 地

|品 チ添附 シ提出 スベシ 申"古都; . :1. . 地所・有者 = 非 ザ

ノL 場合= ノ、土 地 所 有者ノ 連怒叉ノ、承認f主P i柔附

ス ペシ但シ土地区ｬｌ ｾｈ 在迎 Ａ施行者 又 ノ、 耕地整理泌

行 者 二 シテ規 約 及 本 申;/11). : 凶 スル決議事攻ノ 寓

7  ｩ ［郁 付スノ ι 場 合ハ此ノ 限ｾ "( [ ラズ

前項ノ地図ノ 、 左記 各披 ｾￚＧ Ｈ v作 製 ス ペ シ

一 関係土地 ヨリ 周悶ノ主要道路 ］Ｍ ｾノ ｉＮ｝ｧ釦 ｪ 内

7 表 示 シ 且方 位 7 iis 入ス ノレコ ト

二 前披ノ 区 ｬｌ ｾｊ 内］イ寸次ノ ｬ ｊ ｈ 買 Ｗ ｾ ￟ ￭ｕ ス ノι コト

イ 既 設 滋路 、 iffi 路 、河 倖 ノ 配 置 、相互間ノ

距離 2え幅員 、私自1・又ノ、公泊;ノ 5) IJ

ロ 建 築 物 、 田 畑写 ノ配置

ノ、 断昼 、 ゴ二 ｾ ［［ｊ 等ノ 配 置 ｽ ＡｉＮＮ共ノお Ｚ シキ高低・差

町村1' . ]Jz rll 日;- =- 係ノι 地 帯

ホ 申 ｩｦｬ ｬｊ］ 係 ノ レ土地ｾＺＺｉＧｪｬＮ ｴ ￭Ａ ノ位置 Ｒ 土要所距 離

へ 申 請 入 所 有地 又 ハfl'i"i 也ノmzえ共/ 筑界線

ノ位 置

ト 深 定 建築 物 ノ配 位

チ 申約二係ノレ建築総 ノ1!i :iii 0:音色 明示 ノ コ

ト 〕長 Ｒ 土建築 総 ｉｬｬｊノ 距 離 、 土地ｾ ｾ界線 ヨ リ

ノ距 離 娘 二在来沼 路土手ヨ リノ闘係XtI 雌

リ 前盟主ノ 建築 総 = 係 ノL 治 路験 地2え路面ノ位置

雄 二阪 員

第 四十 六 僚 但 書 中 「建築主ノ災動ノ、連怒 7 要ス」

ノ 次ｾ f主li 怒 7 f t スコト能ノ、ザ /1. 場 合ノ、事由 7

具シ其 ノ 事主ｾ 7 ;K[ スノレ書 類 7 I:添附ス ペ シ」 アカH

フ

第 一 銃 様 式 用 紙 宇 都 〔

兵 庫l際知 事 宛

兵庫県事告m第 八十 二 "

市 街地 建 築 物 法第 八 依但 書 ノ 規 定 = 依 ノι 許可燃刊色

紙 目( 細目IJ第六僚第三: t J l J j f r 定 ノモノ ア除ク ) 7 定ム

ノL コト 左 ノ如シ

昭 和 十年 二 月六日

兵 ulO豚 知 事 湯 浅三千 男

紀

昭 和 十年 一月三 十 一 日以前 = 指定シタノιlli 築

線 = 接 ス ル 敷 地 = シ テ滋・総= 於テ支障 ナシ ト認

ム ，1.-宅三 /

二 椛 災 地 図、住宅経' s ' 地区其ノ他 ー附 ノ土 地 =

亘 リ指定 i /( i l ル 建 築線 二接 スノι 数 地 = シ テ近ク

道路ｾ成ノ見込ア リト 認 ム ノ ι モ ノ

三 幅 員六尺 以 上 ノ 泊路 = 沿 ヒ指定シ F ノι ill:築線

= 接スノι 致 地

四 河川 、水 路、i持渠等 ノ磁力1 ! . 7 ' 陥テテ遺品品数I山

= 接 スル敷 地

五 山 間 部 = シ テ 家 庭 連 携 ノ見込ナ シ ト認ムル ニトー

地主 於 ケ ル 敷 地

大 阪 府

大 阪 府 令第 十 五銭

大 正 九 年十 二 月 大 阪 府 令 第九 十 四 披市街 地建 築 物

法 施 行 細 則 左 ノ部 改 正 ス

昭 和十 年 三 月 一 日

大 阪 府 知 蕊 安 井英 一

俊 文は別加 と して 本 銃 に 附 録 と してゐますから参

照して下さい。
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曾 報

災 害 調 査 委 員 曾 .  を 閉 づ 、 次 で 別室 の 休百社室に 入 リ 絵 Ａｊｉｾの鰐談を

日 時 1月23 日午 後6時3コ分 - 9時 p日< 1時に 8 ｮｾｦ＠

合 場 建 築 倶 楽 部 別 主 ・1 Ｍ 問 の ｊ 首 席 を 見 て部談 ￟ｉＡｩ Ｔ 訟原 ｊ Ａｊｾ 応生 は 左 小刀 と

出席者 委員長 波 江 ｾ＠ )ill して約40分の 左甚五郎に付滑稽的 の都談あり

幹 事 黒 田 :  午 後 8 11¥，40分和銀潟 々の挫に散合 した リ。

委 員 佐 野 中島 三有li 矢 田 山 田

玉 置 内 藤 釘!協 ;  都市武装促進委員曾

施 託 山 口 ; 時 l 月28 日午後6時50分 - 9時20)}

l 昨年度調査事項を取組め( 11 月続J制約合長に 司:J ; 所 建築倶楽部別室

査報告書として報告する ζ と j 出席者 委 員長 池 間

1  Ｑ Ｑ Ｑ 行 本刊行に付 ｴｩＮ 料 Ｚ［ｏｃ ｴ 長 の Ｑｾ 大阪 府建築課長外 ［ 委 員伊東恒 術品 Ａ［Ｗ Ｎｋ 櫛様 ｘｾ ｾ ｉ Ｚ

問先照合依額以を設するとと :  拾 内 政 中 西 111口 横山

1 司:J査分披表を再度各委 員に 配付すると と 1 委員長より 本タの U:l ll i，' 1てイナて及昨年l交の委 日 と

l 主査 、回j 主査 を別紙の泊協定 し各委員に配布す : し て御高力に 付 て深甚の謝酢を述 べられ例 Ｇ｢｜ ｾ

ること 。 員舎 は'i ir底的の委員舎となり本年も引絞き 御 遊

1  2 月末 日迄に各委員分擦の 原彰! Zえ資料 を取緩め 。 持下さることを希望す

るとと に決定 した るにやf 承知 あ りた き旨各委員 2 ;Lドタ は. 6: ￭ｾｲ り 形 式 ｬＮ Ｎ の分捻 Ｒ 土内容 ｊｬ ｮ ち 研究 。 ｨ Ｚｲｮ

に1i1i知 するとと ;  にイナ協議したしとて協議に 入 P

l 次 回は 2 月 14日〈木〉委 員合開催の ζ とに決 す j  先 づ iW委 日台 の名手i号に 付検討 の紡果肉研究 のi

l ュ = パ ース篤民間i a : 大阪府内政委員 の手許 lて泣 i 決 定す るとと L す

はし: 復童話するとと

?巴 -ヲ且kー 副主査 !fi 

松井清之助 内藤亮一 工 場 、倒立格、7.K!;昔 、設備

黒 田 笈 矢 田主投獄 住 宅、 ，r，j;叶i . 近県果、

三 浦術史山田誠司退 校 、 ￯ＡＺｊ Ｎ建築 、 ｾ論

波江 悌夫中島智喜緒 論 、 輿論 、 書ｾ i諮

次で Ｑ ｩＢ� Ｖ Ｑ 三の題 ｫｾ ＱＡ ｆ を参考として其目的及ＧＱＧｬＧ行方

法 にイJ !ffi: 議 の結 果

下記目的 には 拠;議 な し

目 的

l 防火防空建築の 普及促進

1 防火地 Ilb.の鎖大

l 防火地区 内建築完成D 促進助成

一 月 例 曾 ( 新年宴合) 1  ;些銚施設 の完1iii

日 時 1月24日午後5時一8時40分 :  1  l ; I . ( ; 伏放射滋路及公制民E場の設.ili;

合 揚 大阪 ピノレ八階食堂 i  1 都 市航法治の建設

出席 者 松井賞太郎氏外85((， !  3 次にJ ' t 行方1ムーに付研究しti. の事項 1'1緊念研究ナ

1 天然快晴にして寒気最もり員し午後 41時40分( 集 j ぺき嬰あるも の と決し念;速各 自古11舎を聞き併究

合 Ｑ 時 Ｕ 時〉 頃よ ｐ 来合 者 ｾｬ 々 あ り闘 ｾ Ｚ・ 前 Ｖ 時 ＲＩ !  を進むると とに I和合す

分に は70僚名の 出席者あ り i  総 務 部

l  午後 6 時30分 休 憩宗より ・同長合場に入り着 l"tt : ( 1) 都市武袋 に闘 する建議

舎食後怯井高IJ令長は令長に[ 巳り本日 は暫r{F J'. :合 ｈ ド 年 ｬ て Ｇ｝ｉｾ きｾ議する要あ リ 従来の もの を ｪ 民

を粂 ね ー 月例合を賞 揚 に 於て 開催 し た る民 主 Ｑ 卸ｾ 調べ引絞き建議を講ずるこ と

畑中の御来舎を謝し一場の後拶あり綴い て 「テ 向部分的の建設も必要なり

ープ ノレ ス ピ ー チ 」 に於 て指 名 ｴ￮ｬｦ をｾ ｾ ｽて松家重光 Ｚ ( 2) 都i ' li 武 渡辺問 の設泣

氏、溢谷ヨZ郎氏 、松本高象氏 に順次指名し各氏 i 防 ｾ ｾｗｬｾ 雪 の一 周期 ｬ 位 に 決行 の要あリ

其Jifr感 、意見を主sペ何れ も拍手 を以て終 り宴合 i 別 査 部

日1 1 6 2



都市航空港計鐙案の懸賞募集

室 係 部

( 1) 講演並映儲舎 に依る 主主体〈地方都市〉

( 2) パ ' / 7 レツ トの護行頒布

研 究 部

準術其他より見たる内容の研究 、 Ｎｬｬ ｮｾ 右 主主建 築

( 防湖 、俄袋、ZE蔽 、避難其他〉 を研究す ると と

4 委員の分播は委 員長一任と決 し下 記の泡決定せ

り

都市武装促進委員合分鎗

委員 長 池 田 氏 副 委 員 長 波 江 悌夫

総務部

部 長 中 海 誠 一 郎 幹 事 内 藤 苑 ー

委 員 中 西 六 良1¥ 同 三浦 術 史

同 山 口 正 減

財務部

部長 安井 武雄 幹 事 浦 英 之 助

委員 井上繭通話

調査部

部長 鳥 井 信 幹事 吉 田 信 武

委員 伊 藤 和夫 同 }II 口
一

同 柄本楠! i i t

研究部

部 長 竹 腰 世Ir遺 幹 事 池関 宮彦

委 員 伊 東 恒 治 同 潟 深 長 弓

同 鳥 井 捻滋 同 松 井清之 助

同 横山 : 敏雄

宣停 ｭｾ

部 長 徳政 金 吾 幹事 本 多 正 道

委 員 阪 口芳三郎 同 問 問 孝 男

同 篠 原 太 郎

展覧苦{¥

部長 村野 藤 沓 幹 事 力nj滋 養 吉

委 員 玉 置 豊 次 郎

演習部

部長 竹腰健主主 幹 事 池 田 宮 彦

記録部

部長 高 橋 祭 治 幹 事 秋 回喜代治

同 新 名 種 夫

合計部

部長 清水 策 二

常 設 各 自書員 曾 織 曾

B寺 2月2 日午後6時20分 - 8時

所 建築倶楽部

出席 者 役 員 片 岡 合 長 溢谷 ｾｭ 北垣主詑

池田 主詑 伊東主計 清水主計

谷 主 計 問問編車if ぬ聞編車i j :

委員

都市首十鐙委員合

図 ｅ 実績知 山 ｉｾ

法制委員合

石 川 浄 岡 坪 井 山 口 矢崎

童文化委 員舎

酒 井 篠 原 鈴 木 永海 中 野

郷口

材料委員合

油精淑作I I . t) 筋 肉 岡 高 松

松 久 保 選 回

災害温度委員合

佐 野 谷 三浦倫 矢田

設備委員合

小笠原 紳 谷 志 岐 竹 内 田中

噌 弁 村 田

住宅委員合

小 川 陽 小 川安 木 村 松 本 物

山

l 朝 日ピル十階アラス カに於て一同合会、片岡令

長より常設委員依甥に付謝僻 及希望等一場 の挨

拶あ P 、何本タ は委 員長及幹事の瓦選i f ! . 定例合

合目の決定等 を協議報告あ P たきととを希望し

建築倶楽部に於て各委員合席を呉 に して初回 の

委員舎を聞き下記の通協議決定報告ありたリ

都市計主主委員合( 毎 月定例日第一第三火砲日 〉

委員長 鳥 井 信

幹 事 加 藤 善吉 岡 吉 田 信 武

激化委員合〈毎 月定例日第二木昭日〉

委員長古字国' J : I : 幹 事 篠原 太郎

災害強度委員合〈毎月定例日第 二木m日〉

委員 長 波 江 悌 夫

幹 事 黒田 茂 岡 松井清之助

法制委員合〈毎月定例日第一第三水 曜日〉

委員長 津 田 敏 雄

ー幹 事 坪 井 誠一 同 玉置是正次郎

材料委員 合〈毎 月定例日第 一第三水陥日〉

委 員 長 高縮 条 治

幹 事 浦 英 之 助 岡 松久保敬三

設備委 員合〈毎 月定例日第二第四水曜日〉
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委 員 長 小 笠原 釘 住 宅 委 員 曾

幹 事 末 海 舟j 次 同 楠 井 敏 克 ; 日 時 2月9 日午後6時30分 一7時30分

住宅委員合〈未定) i 令 場 建 築 1 ft幾百，1¥別主主

( 五十昔順敬稀略〉

常 務 曾 ( 第 31凶〉

時 2 月4 日午後6時一8時30分

所 建築倶楽部別家

出席者 理 事 片 岡 合 長 武 田 町j 合長

監 事 溢 谷 監 事

常 務 伊 藤 主 記 池田主記 北垣主記

伊東主 計 清水主計 谷 主 計

岡田銅斡 島問紛糾

議 事

l 特設委 員合委 員決定 の件……・

・1"r 員 、建築舎 i冶の雨委員合特設の ととに決定

2 常設委員合委員 一部鋒更の件'"・ a ・..… ……・承 認

3 災害関査委 員合より昭和十年度に於 け る珠算要

求の件・…・…ＮＮＮ Ｎ ＮＮＮ Ｎ Ｎ・・ … ・……ＮＮ……一… Ｇｾ ｉ 旦 ｬ

常務合 に委員長の出席設 明を求 むるととに決定

4 主計常務より協議事項の件・・・ ・・… ・… … … 承 認

5 民告係専任奮起採用 に掬す る件… - … … 一可決

6 内閣統計局よ B 統計資料索引に闘する件照合に

童話し回答の件…. . ... ... .…. . . .・ H ・. . …………可決

7 名饗賛助員一 部費更の件・・ 目・・・ ・・・ 0 ・...・ a ・- 可決

B 建築倶架部併合に関する 件 一・・ ・ー ・・… 未 決

9 合員詮衡

報 告

1 災害調査委員合昭和九年度 に於 ける調査報告

2 二月例合準備報告

3 建築接合昭和十年度大舎を倒西 に於て穆行の件

2 月 例 曾

日 時 2 月8 日午後b時30分- 9時50分

合 場 建築 倶楽 部

出席者 安 族会吾氏外39名

1 午後 6 時30分松井関j 合長司合の下に開合先づ松

井日IJ 合長より針 2 月例舎を捌き講演を聴くこと

にしたりとて講演者府立測候所長前回末氏氏を

紹介す

l 同氏は下記演題の下に 2 時間俄の長講演あり「

恭風及地震 に就いて』

1 挑む定後気象に付各種の質問百出し熔答 の後松井

日IJ令長より講演者 に謝僻を述べ一同銅手を以 て

之 に和 し 2 月例舎は閉舎 を告げ た P 時 十こ9 時50

分なり
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出 席 者 委 員 小 JII( 公〉小川( 陽) I河 本 木 村

1日山

l 長谷部鋭吉氏を住' じ委員に{ 永帰する ととを: ; 0，' 望

し令長に要求するこ とに決定仙I i 火〉

ｬ 委 貝長 を ｾ ｔｽ ＡｉｬＺ Ｍ 郎氏 に 依頼する ζ と に 決定

l 幹事選定に付 ては協議の結果下 のli I J 決定

幹 事 小 川 陽 吉 氏 同 小 川 公一郎氏

l 毎月定例日をt j S l 木曜日 とす

但 し 2 n  1亡限日 $ 3 木曜日に合合のこと

教 化 委 員 曾

日 時 2 月14 日午後6時一B時30分

合 場 建 築 材 料 陳 列 場

出席者 幹 部 篠 原

委 員 削井 市 木 永 滋

l 本年日詩文化委員合事業苦J - l l Hこ就て

〈イ〉次 いl委員合に各与さ校選出委 員 に於て本年度

z事長業計z鐙笠m耳私よ案を各皐校少〈とも 一2案長?

とと

( ロ〉高等小拳校工業科の致科指導の1 ' t -

3古紙調査f氏賜高木 、永津、篠原各委 員

〈ノ、 〉各 町村長の ｾＱ 佼 音 ｲ Ｚｦｦｩに 闘 し相 ｾｾ去 に Ｘｌｾ じ巡 ｕＺ ￭ﾭ

に指導するの件

( = - ) 建築に闘 する各与校 の卒業言! 登又 は協合主

他 のおt言| 募集闘の展覧合開催の件

〈ホ〉各事校 の建築科の住宅設計闘を募集して l長

ｾ舎 を 聞 き 之を更に各女，｛ｽ Ｑ 絞〈 家事科 の ため〉

に於て巡回展覧合開催の j' ド

〈へ 〉建築部本編斡の件

災 害 強 度 委 員 曾

日 時 2 月14 日午後6 時- 8 時30分

合 場 建 築 飢 集部別室

出 席 者 委 員 長 波 江

事ｾ m. Ｎｾｾｾ区 ｬ

委 員 佐野 鳥井 姶 中 ぬ 矢田

1 午 後 6 時50分波江委員長座長となり捌合本年度

研究本E誌にイナ協議し下記の治決定

昭和 10年度研究事項

( 1) 石屋 l亡閲する 研究

( 2) 地盤沈下に闘する 研 究

( 3) 型枠に仰 する研究

( 4) 混線土汗j 材料に附する研究



、

l 右師事E事 項 を左の沼 2 分 科に分 ち研究を 主主 むる

ζ とに決 定

第 l 分 科 石屋 l亡腕す る研究

地費!!: iX下 に闘す る研究

第 2 分 科 ｾ ｾ 枠に 闘す￡研 究

il I 凝 _j '.Jl j材料 に闘 す る研究

l 委 員 の分挽 を下 記の 油 決 定

第 l 分科( 74'i )  

滋江 松 井。鳥井 佐 野 谷 管制l 間部

第 2 分 科 ( 8名〉

黒 田 三浦 ' I
J

よる 渡部 矢 悶 郷 田 浅 野

山 間

l 上 記 分科 設置 に千j 次 の五 氏にお委 員合委 員依腐

方 合長 に要求すると とl亡決 定

背初11 貞1止 氏 浅野手fr 一氏 側可1，泰 文 氏 郷 田

il式次郎 氏 山 田誠氏

常 務 曾 〈第 4 1111)

日 時 2月 18 日午 後6時 -- 8時30分

場所建築 ｛ 具集 部 別ｾ

出 席 者 理事 片 岡 合 長

監 玉 ｬｾ ｴｉ ｾ 谷監 司 王

常務 伊藤 主記 池 問主 ii s 北垣 主 記

保 問主記 伊東主 言| 清水主計

谷 主言l 新 名紛糾 均 四 編J時

三古li 統 ijiilよ

議 事

l  災住朝交 委 員合 猿i 1! l l l 求に 仰する件( 波江委

員長出席説 明〉・ ・・・…・ーー ー 修正 可 決

2  災害強度委 員長 より 資 塚康11揚火災 J反翻に 闘 し

経 費要求 の件 一一一 一一 …・ ー …- ・・可決

3  災答強皮委 員合より 要 求 の分科設 涯に付委員

J f1員の{ 牛ー ・ー・・ .. . .. . .. . . … ー… ー可決

4  住宅委員合より 嬰 求 の委員納充依嚇 の件 可決

5  安 井武雄氏 よ り建築合官'1:委 員僻 退中 lJ:l の件・

認衣
一

ι'

6  3 月例舎に 品目 す る件……・・・ …・・ー… 未 定

7  木材市場 品寸法 続中Ii案 に附 する合民意見 交 換

合開1111 日J反決 定 の件ー… … … …. . …・ー 可決

8  特設( 合員建築 命館 〉委員合WJ舎開催 日取決定

の件一 ー一 ー・・・一. . .. ー-・ ・・ ・・… ・・・・・可決

9  民主務車mJ t1j - m; 改百: Ｚ ｾｦ［Ｎ ＳＧｴ施 ｋ IMl す る件・・・ ・・可 決

10  建築倶祭 部 併合 に闘する n .......... 田・・ ー未決

11 聯 合 紙 総株 式合 iIlJ:r jl ul に係る 「コルゲ ート ポ

ー ド」を 使 用した る「ア パート J 見事 に闘 する

件…. . . . . . . . ・0 ・0 ・ー… .. . … 材料委員合へ廻附

12  雑 誌 交換 及寄贈o運行 都 度 )1こ闘する件一可決

13  合 員 経衡

報 告

1 建築 事合大令 に闘す る件

2  2月例合終 了報 告

3 日本建材 協合創立に 闘する件

Ｔ 司 ｾｦ Ｇ ｾ 府 告 に附する 件

5 イ土' じ委貝令委 員長及斡事決定報告

6  9
/
;p皮決算合言! 被究終了 報 告

7  1月分合計 報 告

8 工 業博 覧舎に闘 する件

都 市 計 重 委 員 曾

日 時 2月 19日午後6時30分一9時 10分

合 揚 建 築 倶楽部別室

山席者 委員長 鳥井信

幹 事 吉田

委 員 苓 多 村 図 藤 稿 知 山 下

1 午後 6 時30分一 同着席鳥井委 員長 座長となり[ 別

令

1 本 タは初 回のと となれば委 員長より 委 員合 の性

w及既t l: に1fl- fする調査研究したる事項等に付 設

明あり

Ｑ 次 て 本 Ｈ， Ｑ ＧＭ 皮研究 ｾ ｗｦ 買 に 付 凝議 の 結果大阪市の南

方中心、 の阿倍野橋附近 の改迭の最も念務に して

叉興味ある と とに意 見一致し llnち 「南大 阪 都心、

計 f. t J に付研究を怨むるととに決定せり

材 料 蚕 員 .

日 時 2月20日午後6時30分 - - 9時30分

舎 場 建 築 倶楽 部別室

出席者 委 員 長 高 橋

幹 事 松 久 保

委 員 イ 乍 問 境 滋 図

l 午 後 6 時30分 高 橋委 員長座長となり 開舎

先 づ' hl・王者合 よ P廻附あ リ し聯 合紙器株式合証Lよ

り申 ll : l に係る 「コルゲ ー トボード Jtt 地使用 した

るm築 物 の 見 撃の件に付協議 し

差 し' & !'J 時日 は定め難者 も好機合 あれば見撃す

ると とに決定したり

l 次て研究事項 に付協議の結果「アス フアル ト防

Ｗｾ の施工 ｊ に ｉｍ ｊ し 研 究を進むるとと に 決し其第

一歩として次回 の定例日 に 2 ・3 1'1: 通事霊長の出席

そ求 め研究舎 を聞く ζ と λ な り術 協・日 は協 曾員

有 志の容刈l希望を周知するため下記の虫uき合 告

をなすととを合長 に要求するととに決ナ
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合 告

ア ス 7 アノι ト防水の施行に関す る研究 合

開催 に付m合只の随: 窓参加l希望の件

今凶本協合材料委員舎に於て ア ス 7 アル ト|防水 の

施 行に闘し二 、 三3・t. i b在家を 力/ l へ意見 の交換舎を下

記の Iffi DH似数しますから協合日各位の随意御参加

の上研究談を御i ! 比し下さるととを希望いたします

骨 ｾｊＧ 3月6 日( 71<) 午 後 J E6R守口i J 合- 9時 間合

朗 建築倶楽部〈北広 rlJ 之ぬ朝日ピル 4 階〕

結 て 夕 食 lま準flli い たして居りませ んから

御 了 承 を願ひます

昭 和 10年3 月

日本建築協合

浩司日l 委 員 曾

日 時 Ｒ 月 ＲＰ 日午後 Ｗｒｾ￮ ， Ｓ つ分 ICI侍

令 場 建 築 材 料 陳 列 場 別 気

出席者 委 員 石 川 官 l協 山 口 矢崎

1 市街地主t 築 物法施行規J l l J 小!"3ft主中 の質疑に刻。 し

研 究 せり

横臥材に重苦し添枝を施行しＩｊｾｾ ;院 しを施工せ L 場

合 l士校 の小型Eを何 れに採 る か

ｬ 鍛 ｬｬￎｩ コ ｙ クリート牧 に Ｓ 討する有効断 而 ｾ ｦｊｬ の疑義

' f t 疑に到 して研究せり

l 文 部 省の習i I 令 に成 る梨校建築注芯: 舎を採録し lfl

IJ 、事校閥係者に間布方委員長 よリ令長に主主主Eす

ると とをrjl 合せ P

日寺

Jfr 

住 宅 案 員 曾

2 月2 1日午後7時一 E時 40分

建築材 料 陳列揚別ｾ

出席者 幹 事 小川 陽 小 川 安

委 員 間 本 長谷苅1 j ト'i fLI 

1  Lro

後
7 時 開 合

Ｒ 本年度の研究方針に 付 協議し下記 Ｒｾ を Ｑ ｾ Ｑ Ｎ たり

第 1 :案 委貝 ＱＰｾ を Ｑ Ｐ ヶ月に制 Ｗｩｦ て常格 者ーに 研

ザピ題目を選定せしめ それを rl' ，C ; 、として委只が

: む見を述べる とと

ｾ，＠ 2 案 { 主' 包の' *、7 dl:、壁 館 、hl 紙 、窓入口

mJ l 等 の郡 類、 j 日材 、構 法 、施 工的に闘する

最 も 進 歩 し た る施工法を討議研究する ζ と

3 以上の 2 案の内 第 2 1tさを 以 てヌ1三年度の研究方 針

と して進む こと に決定

4  i伎に 7;t 委員合に下 の分 科 を設泣すること に決す

第 一 分科 研究 ｾ ｭｔｉ ｦ 主宅の川材 、 机迭ｾｾ

第 二 分 科 研 究 息 環 { 土宅の施ヱ 、種 類等

111166 

5  ＱＺＺ ［ 委員 舎 に 分科 を 設けたるｾ委員 の ｾ員 を嬰 す

るに 付下 の諸氏 に委 員依燭方を合長 に要求す る

とと L なる

7l i ミ松修氏 ｾｬ［｜ ｩ 翠 ｅ 再氏 11、林三造 氏 塚本猿ヲi ( 11;;

本 IltJ乙彦氏

6 下 の立n< 分科委 員 を定めた り

第一 分科

時

所

赤 松 修 小 川公一良1I 岡 本 新 次 郎 木 村 究 ー

小 林 三 造 長 谷 部 鋭 吉 三 木 来 三

第二分科

小川陽吉! l i <i翠 研 塚 本 猛 次 本 間 乙 彦 松 本

儀八 j f1山新 卒 村 lll H事吾

災 害 調 査 委 員 曾

2 月2 1日午後7時 一号時

建築倶楽部

LU胤 者 幹 事 然 回

宅島貝 谷 rf' Mi 三浦 矢 田 山間 篠

V;i 本多内藤- g ¥' )協

l  午 後 7 時滋江委只長飲席 に付黒 田幹事 !4¥長と な

り開合

1  Ji1J幹 事 よ り調査書出版恐慌に付去る 18 日DH舎の

常務合に波 ｦ 工委 只長と出席し要求にイナて 説 明 ｾ

渉 した る結果を詳細報告 あ り

l 次 て 出 版W( '¥1決 定に付tt 施計登協議に入り

( 1) 大阪府総 の潟 u"t 31立説 明 を 撰揮して必要なる

分 を本月 二十三 日ι併用すると と

( 2 ) 右に付黒田 . 矢田 、中島 3 委員に委泌す

ＨＳＩ 準校建築 ｊｾ ｩ 稲挽を決定す

( 4) 原稿作成の tb 3 月
5 日賞委 員舎 を関似 する

ととに司
l 合 す

( 5) 昨年風7j(:;守の際 大 毎に於て古建築( 名所予(fi

政〉の被ｾｾ綴掲 載 されたるに 付其篤良一 式

分 譲方 を 大毎中尾保氏( 若は直接〉 を務て眺入

する ζ とに決 定〈西谷f!?記 交渉 の ζ と〉

名 春 賛 助 員 関 一 氏

名容賛J l)J tl. 1ft 四イカ 勲 三等法皐博士闘一氏! 昭和I ｏｾｆ＠

l 月26 日かa 以て i:!!iか る先 に哀悼 に土佐へず誌 にHH

宵と略歴を掲 げ 涼み て可ｽＺＡ立 を表 す 、 闘一氏 Ｑ ＧＱ 耳 ＡＮＡｊｾ

府 ー ｉ ｾ 核 開 近主主 氏 長引 ｪ として明治 Ｖ 年 Ｙ 月 Ｒ う日出生

同 Ｒ ｓ ＱＱｾ ｭＮＢｪ ［Ｈ高 ｐＮ Ｇ ｦｩ 卒業 、 大獄図 、 兵庫県系立前 ｬＧ 戸 ｐｊ ｪ ｾ

数 稔、新潟市立新潟商業母校長徒数議を終て同誌0

4ド11 Jl 東京市部i教 授 に就任 、苦手一31 " 1ミベルギ ーに留

感、 42年 J E五位に叙せられ43年1"1ミ撃情ーlての[}_¥1、t を

うけ大 IE 2" 1' . 文部省官与官を采任 、主主 3 年 7 Jl 10 

日大阪市助役に就任 、同 12年 11 月30 日池上市長の



後をうけて大阪市長となり その峨に あ る ζ と3 期

12年 とい」、大都市 のお例を作った . 同 12年 12月本

協合名答食品111."l. 1亡推 穆せら る、昭和 5 年 7 月勲四

等耳措置E主主に 叙せられ 9 年 7 月地方自治位に 1J を致

した功 によ り-n族院議員に 勅選 さる帝凶復興院評

議合評議員 、最上舎事業調査舎 臨時委口 、帝 図i短i費

合評議員、鍛治合; 議臨時委 員、 ガス事業委員 、 中

; J と版業紹介委員合委口 、失業霊堂策委員合委員 、宿

主主 主要員 令委員 、 ￘Ｍ ￬ｾ 滋運賃審 議合委員を余ね ＨＡｉＺ 、白

繭閣から 勲章の贈呈をうけてゐる 。

曾 員 動 静

入 曾

名奉賛助員推薦

文 部 次' f J " 三溢長治閥 F

大阪府知事 安 井 英 二 階l下

京都府知事 鈴木信太郎附 下

兵庫 l係 知 事 湯浅三千男階j 下

大阪 市長 力 日 々 * 武 夫 殿

曾 員

者

正問 普君大阪府総聖子総課( 同課〉

林 政 一君 大正区三軒ー家主Zi血1ノ32( 合名合従

竹中工務応)

竹 中 錬ー君 紳戸市ZE合医熊内町6 ノ5 ( 合名合

最上竹中工務庖〉

特別賛助員

中村 信 義 君 兵 庫l孫川遊郡花厳敷( 近江セー ノレ

ズ株式合通士大阪 出張所〉

普通貨助員

亀 岡 二郎君 港 区ニ依iiIl 1 ノ10

津田 m一 宏 住 吉 区 鷹 合 町 17 6 ノ1 ( 合名舎枇竹

中工著書信〉

吉川 秀夫 君 府 下 登能郡岡町幸 iiIl 3 丁目竹 中察

( 合名令頑士竹中工務応〉

逗 曾 者

曾 員

木野山照雄君、佐藤好夫君、E事国主主君、磯島信一

君、足立芳IYJ君

普遁賛助員

j 1j ' 村徳一君、角戸義一君、千本成一君、佐藤佐君

山村彼 而索 、 架Ｚｊ ｦ Ｑｦｾ男君

轄 居 轄 動

曾 員

鈴木 孫 市 君 北 庖 常 安 町 中 之 島 祭

安岡 則1止 君 住 吉底阪南町西4 ノ15

篠原 清 孝 君 府 下 中 河 内 郡 久 費寺村字三湾98

遠藤 司 君 愛 知 腕 碧 海 郡 安 城 町 内 外 科1株式合

員1: 内

主主 111 久君 兵庫県菜市中崎郡粟賀村柄 本307

田中 掬一 君 住 吉 区 山阪西之町 3 ノ24 レイキサ

イドノ、ウス

地 方 曾 員

田島市兵衛君 佐 賀市上多布施町 14 松尾組内

繭永佐和吉君 東京市t世田 ヶ谷直玉 川 中町 1 丁目

927 ノ7

布 袋 図雄君 主巨隠南久太郎町 2 丁目住友銀行錯

場ピ ル長谷部竹腰建築事務所

若林茂太郎君 大 分l隊南海部郡八僻村日本セ メ y

ト佐伯工場 内

小栗治: z p . 君徳ぬ市 中沼町 3 丁目 j L之内旋 館 内

特別賛助員

萩 原 貞君 ! 存下主豊能郡腕岡村麻回 924

回中 一 君 東 京 市 溢谷区氷川町9

普遁賛助員

白 井 俊 雄 君 兵 庫 蘇 川 溢 郡 小 田村潮江字角 図26

T時:tA小三郎君 府下三 島郡鳥飼村西鳥飼日 本 ヴル

ツ絹糸工場新築工事場

繭烏 繁 君 堺 市 寺 地 町 東2T 50

久保 欽 吾 君 南 区 鰻 谷イ中之町53( 管業所〉

回中喜久雄 君 京都市上京区紫竹芝 本町41

弓 馬 怠 美 君 紳戸市須磨区太田 町3 ノ82

中 島 八 郎 君 制I 戸市灘区王子町3 ノ3 12

山 本 ｉｅ Ｑｦ ｾ 君 旭 区今爾町 ＶＰ 大阪 工 場 共舎

古賀繁主主君 旭区今繭町60大阪工場共舎

戸田 和 夫 君 兵 庫 l係武庫郡甲子関 月見 ノ翠

k 回 虎: 9J 君 府下三 島 郡山田村字小J II ( 大阪市

東淀川区役所〉

河杉貌ー君北 ｬ ｾ 芝田 岡 ｲｴ 12  

村団 長一君 府 下 三 烏 郡山田村字小 川 ( 大阪市

役所建築課〉

改 名

合員 久 保 悶 種 吉 宏 ( 奮 名 筆維〕

l-6 7  111 



( 昭和+ 年〉日 本 建 築 協 曾 役 員 及 委 員

量士図

法 人

貝

都市計壷蚕員曾

( 定例日 第一)

第三、火昭日/

委 員長 鳥 井 信

幹 事 加 藤 葬 吉

岡 吉 国 f言 武

委 員 喜 多 村 義 雄

同 図 藤 武

問 中fE 原 兵 市

岡 徳 政 合 否

同 繭 知l 秀 夫

間 関古; ; IE j冶

岡 山 下 関 太 郎

委

谷 隆 夫

潟 深 良 弓

鳥 井 信

中 津 誠 一 郎

平 塚 鈴 宮

藤 本 賢 太 郎

本 It司 乙 彦

松 井 il 太 郎

松 久 保 敬 三

牧 野 忠

松 井 椅 之 助

三 浦 侍 史

矢 田 鎖 最高

山 田 誠

山 口 久 五 良11

保 回 tli. 太 郎

渡 部 圭 吾

渡 1主 宰

同

問

問

問

同

問

問

問

問

問

同

同

問

問

同

問

問

同

i主 制 委 員 曾

( 定例日 第一)

第三、7)( S1il日

委 員 長 津 田 敏 雄

幹事. : F - : 置 党 次 郎

同 坪 井 誠 一

委 員 石 川 冗 三

問 白 石 登 喜 : w

同 内 藤 苑 一

同 三 浦 1正

問 宮 脇 晴 美

岡 山 口 久ヨ王 郎

同 矢 崎 高 偽

敦 化 委 員 曾

( 定 例 日 )

第二、木脇日

委 員 長 古 宇 闘 賞

幹 事 篠 原 太 郎

委 員 伊 東 恒 治

問 酒 井 勇 三 郎

同 鈴 木 忠 五 郎

岡 高 木 太 作

同 永 告 書 毅

問 中 野 順 次 郎

同 姫 野 武

向 調lI 口 甚 吉

材 料 委 員 曾

( 定例日 第一)

第三 、71<S1il日 j

委 員 長 高 橋 祭 治

幹 事 浦 英 之 助

岡 松 久 保 敬 三

雄

三

郎

一

芯

武

登

建築材料陳列場幹事 曾

幹事長 徳 政 命 吾

幹 事 伊 東 宗 太 郎

同 浦 英 之 助

同 岡 部 駅 則

同 北 :Jji 熊 之 介

向 中 西 六 良11

同 渡 部 圭 吾

「建築と社舎」編輯部曾

( 定 例 日 )

第一木隈日/

編輯部 員 桐 本 楠

同 東 畑 E世

間 中 西 六

悶 内 藤 克

岡 本 多 疋

同 吉 田 信

同 和 田

員

1

川

安

郎

則

郎

夫

彦

介

郎

郎

郎

二

夫

男

夫

馨

史

日

閣

五

太

矧

五

和

{

宮

円

呂

凸

之

一

太

太

祭

例

即

岡

聞

川

γ
部

谷

藤

回

吋

詰

吋

吋

思

日

水

~
匝

回

名:

回

滞

定ぷ

ρ
十

十

一

片

武

松

岡

拙

諒

枇

h

伊

v
γ
一

池

池

北

中

保

2岬伊

2
r

ニ

晶

荷

削

谷

岡

新

臥

烏

司

Z
三

〆
，
l

，1
¥

曾

長

長

長

落

事

記

記

泡

記

詑

計

計

計

制

円

相

判

斡

純

務

品

目

曾

常

命

u

刷

削

監

削

除

岨

主

主

主

主

主

主

主

主

続

編

編

編

今 林 彦 太 郎

伊 藤 和 夫

伊 東 宗 太 郎

池 田 宮 彦

岡 田 孝 男

大 倉 三 郎

片 岡 安

加 藤 義 吉

河 合 貞 一 郎

北 垣 熊 之 介

閣 議 主主

見 玉 氏 太 郎

佐 野 俊 三

沼 井 勇 三 郎

作 間 日 出 生

清 水 祭 ニ

新 名 種 夫

白 石 登 喜 男

島 国 良 毒 事

志 岐 善 吉

鈴 木 金 太 郎

間 部 表 文

武 田 五 一

高 橋 祭 治

玉 置 豊 次 郎

役

曾員議評

員議評

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

向

同

問

問

「建築事訴究」編穂 委 員曾

委 員 伊 東 恒 治

同 新 15 続 失

同 武 閉 ま i : 一

同 滴 湾 民 弓

同 棚 橋 諒

同 荻 静 雄

同 藤 井 ! 享 二

同 吉 岡 信 武

同 様i l I 命 維

同 森 田 慶 一
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部

祭

計

7)( 

曾

長対i

災害調査ｾ員曾

波 江 悌 央

銀 回 流

浅 野 草Tr 一

綱 本 側 ) j f { j

佐 野 俊 三

篠 原 太 郎

谷 隆 央

主' i l ( ｾ次郎

鳥 井 姶 獄

中 ぬ 智 将

内 藤. Ｓ ｾ ー

松 井 清 之 助

本 多 疋 m

=:. iili 術 史

京 協 IJjl; 美

7 ) ( 原 大 遺

矢 「 円 C投 獄

1.[ 1 口俊 三 虫11

山 岡 誠

渡 部 去 吾

竹 内 成 夫

野 村 安 太 郎

託

建 築曾館委員曾

竹 腰 俗 芸E

鈴 木 末 尾

谷 民 政

大 林 資 四 良11

阪 口 芳 三 郎

阪 弁 米 吉

徳 政 合 否

i皮 江 悌 夫

中 海 誠 一 郎

松ｾ重光

山 脇 友 三 郎

U59 川

曾 員 委 員 曾

釘士 阿 1[¥ -

今 林 彦 太 郎

酒 井 勇 三 郎

池岡谷 久 吉

大 倉 三 良11

川 口 一 二

館 悶 定 慾

古 Ａｦ［ 悶ｾ

能 谷 五 郎

中 海 誠 一 郎

松 本 儀 八

宮 本 長 治

山 脇 友 三 虫11

長

不

員

民委

幹

委

同

問

問

問

同

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

廊

同

委 員長

幹 事

同

委

同

問

問

問

問

同

問

員

委 員長

幹 事

同

育長

岡

同

同

問

問

問

問

問

問

員

彦

平

八

三

苓

乙

新

儀

来

粉

間

山

本

木

野

本

格

松

三

本

問

問

問

問

問

都市武装促進委員会

委 員 長 池 田 沢

副 委 員 長 波 江 悌 夫

務 部

中 深 誠 ーー 郎

内 藤 亮 一

中 西 六 郎

三 古 1 i 伶 火

山 目 玉 城

務 部

安 井 武 雄

1利 英 之 助

井 上 削 減

査 部

鳥 井

吉 田 信

伊 藤 和

川 口 一

桐 本 楠

信

武

夫

二

時

仙

究 部

竹 腰 健 主 主

池 田 宮 彦

伊 東 恒 治

総 括 署 長 弓

鳥 井 拾 議

松 井 清 之 助

横 山 命 維

f車 部

徳 政 金 吾

本 多 J E 諮

問 図 孝 男

阪 口 芳 三 郎

篠 原 太 郎

覧 部

村 里 子 藤 吾

加 藤 ミヰ 吉

玉 置 豊 次 郎

長E

彦

録 部

高 橋 祭 治

秋 田 喜 代 治

新 名 智i 夫

線

長

事

員

財

長

本

員

調

長

率

員

係

長

事

員

室

長

率

員

部

俊

宮

習

竹 腰

池 田

部

幹

委

問

問

部

幹

委

部

幹

委

同

同

部

幹

委

同

問

問

問

部

幹

委

同

同

展

長

事

員

演

長

事

記

長

率

郎

幹

委

拘1

1冷

部

幹

問

棉1 瀬 激

作 IBJ 日 出 生

鏡 正 一

高 閲 興 三 吉

高 松 平 太 郎

お 国 務' f ri 良11

吉 本 政 次 郎

貝委

同

同

問

問

同

同

火

山

別

世

三

文

犬

訓

帆

茂

一

喜

郎

氏

厳

誠

吾

惜

m

u

Zは

貞

俊

よ

拾

科

新

智

は

向

銚

去

一一

例

柑

分

江

川

柳

野

郎

i

井

分

回

野

島

吋

浦

田

岡

部

開

一一

一

波

松

背

佐

関

谷

鳥

ニ

閉

山

抽

出

中

射

=

司

噌
E

按

じ

ゃ

H

災

内

M

U

第

長

芯

員

第

一
帯

員

員委

幹

委

問

問

問

問

幹

委

問

問

問

陵 情 委 員 舎

(定例日第二)

第四、7)( iItI1日/

委 員長 小 笠 原

幹 事 末 告 書 j均

問 智 弁 敏

委 員 語11I 谷 光

同 志 岐 専

問 竹 内 成

問 問 中 直

同 商 村 安

同 t{.:j

同 村 悶 小

住 宅 蚕 員 曾

(定 例 日)
第一、木昭日 /

委 員 長 葛 野 !I l: 一 郎

幹 事 小 川 陽 吉

岡 小 川 安 一 良目

安 員 赤 松 修

同 岡 本 新 次 郎

同 木 村 究 一

同 然 告 書 研

同 小 林 三 主 主

同 塚 本 猿 次

同 長 谷部量生 吉

銅

次

克

彦

士

ロ

夫

治

彦

信

矢

山

波

問

問

問



編 輯 後 記

0 %1大阪 ホテルの完成を機 として、 3 月競 附 にあ づかっ たこと、編斡 として大に感謝

は「ホ テル」 蹴 とし1=。 する所である。

O 同ホ テル 、上高地ホ テル . 1i ii 那ホテ ル、 C 園際新建築の紹介カ; :i/ill れると 言 ふお小言

琵琶湖 ホテル等最近に竣工し fこるホ テル に があっ た。雑誌の頁敢に制限がある主主 に、

闘する 潟毘を 中心として編輯し に。 記事の頁数が多 〈なっ た場合、園際新建築

O新大阪ホ テルに就いては 、計葺、意匠 . の紹介を52月廻 しにしたことに依る。本月

構造、設備、施工等に闘するまで、記事 も 暁より出来 るfごり月 k に載せる様 lこし度い

潟民 も出来 る? ごり網羅 しよう と試み にo e思って 居 る。

0 同工事に闘係の方 k の殆んど全部から 、 0 本月蹴よ り本 協舎の使命 に蹴れる如き 言巴

御多忙中に拘らす・原稿を頂いにこと、御依 事を毎続載せることにし1=。舎員各位の こ

頼に より 上高地、 非n那、琵琶湖の各ホテ ル の方面 に闘する記事を期待する 次第であ る

設計者、工事闘係者等よ り直に主奇異の御途 ( 新名)

第 18 戦 第 3 娘

建 築 と 社 禽 |  鹿 告 掲 載 料 金

遁 I 1 頁 I 1 囲

1Jl骨 .50闘〈郵税 2 銭〉

毎月 1回 1日量産行 定 慣 12鋤 6.∞ 闘( 同 24 銭〉

昭和 10年 2 月25 日 印 刷 昭 和 10年 3 月 1 日 褒 行

量産行・銅斡

印 刷 人 鷹 取 陽

西宮市今湾町湾門字費滞605番 地

印 刷 所 大 阪 活 版 所

大 阪 市 東 車 内 浪 路 町 1丁目 7番 地

強 行 所 ER 日 本 建:築 協 合

大阪市北区中之島3 ノ3朝日ピル

電話長本局( 23) 4500苦手( 6)

鋸 替 口 座 央 阪39.975番

特 約 販 貿 信 柳 k 堂 書 庖

大 阪 市 西 区 京 町 堀 羽 子 板 繍 西

電 話 土 佐 堀 2440番

指 替 口 座 央 阪 初84香

禁 輔 載

本ままに錦司直せるものは、 一切とれを無断にて

" 載し叉は単行本に上梓その他の複製行量誌を

なすと k を童書ず。

嘗 15∞ 

普 遁 |  占頁 I  1 困 8.∞ 

間

一

問

一

M

-

m

-

M

一
一

一一
一

一一
一

一一
一

一一

表 紙 3 I  1 頁 I 1 図 I 45.∞ 

表 紙 4 I  I 頁 I 1 図 | 印.叩

建築事務所録 I I 欄 I  I 図 I  1.50 

{ 寓築贋悟取者案 内) I  1 欄 I  1  回 I  5. ∞ 

御 注 文

御 法 交 は す ペ て 前 金 で 本 合 直 接 又 は 特 約 底 余

録 替 貯 金 叉 はt毒事事で御挽込を阪ひます。重苦へ

代用は一割省、代金引換はお目前 H t します。
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出 者建 築 材 料 陳 列 場
ロ
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型空翌日 材一九ー種別 ー| 旦 品一苧型空笠し竺竺! ｾ ｟ Ｕ｝ ｟ ｉＡ＠ _  _l _旦 品 者

1・6 1鋼 製建 具 建 築 材 料 |三機 工 業 株 式 合 従
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71<洗便 所 ヨ ネ ア ラ ツ シ |米 本 条 商 信

ユ パ 凡 プ

23 

24 

東 洋 陶 器 株 式 合 従 大 阪

出 渡 所 1  59 

祭 逃 枇 大 阪 出 政 所

内装用品目掛 F イ ノル |淡陶 株 式 合 従 大 阪 支 庖

カール プ ラ グ 及 カー ル|合 名 合 従小 野建 三 商 底1 61  

20- 211術 生 陶 器 附 廊 品
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27- 281テ ラ カ ッ タ ー 衛 生 陶 器|大 阪 陶 業 株 式 合 駐

29 1タ イ ル 有 閑 製 陶 防

総 木 由 松 商 庖釦 |洋 家具量産飾
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